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外 国 語 学 部

年次生以前

年次生以降は ～

◎教育研究上の目的，人材養成の目的，カリキュラム・ポリシーおよびディプロマポリシーは， を参照のこと。
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外国語学部開講科目における科目記号について

外国語学部で開講される科目で使用している記号は，原則として，以下の定義による。ただし学科，専門分野によっ

ては例外的な記載があるので，各学科の該当ページを参照すること。

・ ローマ数字のⅠ，Ⅱ… 科目段階区分：各学科の専攻外国語，卒業論文のようにⅠの科目を履修でき

なければⅡの科目を履修できない科目。

・ アルファベットの大文字 ， … 科目の内容区分：同じ名称の科目だが講義内容が異なる科目。

・ アラビア（算用）数字の ， 春学期，秋学期に区分される科目。

・ アルファベットの小文字 ， … 科目のクラス区分：同じ科目のなかでのクラス分け。

・ （他） 他学科開講科目

・ （隔） 隔年開講科目

・ （重） 重複履修可能科目（ 回以上履修した場合，いずれも卒業に必要な単位として

認められる。）

※備考欄に旧「○○○」と記載された科目は，科目名および上記の科目記号を変更したものである。

これらの科目は新科目と同一科目とみなすので，既に旧科目名で修得した科目は新科目名で履修しても，

卒業に必要な単位として認められない。

なお，授業タイトルが英語で表記されている科目は，原則としてすべて英語で行われる。日本語タイトルの科目であっ

ても，外国語で進められる授業もある。詳細はすべてシラバス（講義概要）を参照すること。

留学，編入学に伴う科目および単位認定について

留学した学生は帰国後，また編入した学生は編入後すみやかに，学事センターの所定用紙にて申請のうえ，単位認

定を受けなければならない。認定を受けた科目を専門分野科目に充当したい場合は，外国語学部事務室に備え付けの

用紙により，申請しなければならない。履修証明の申請の際は，その用紙と手続き完了後の単位認定願コピーを添付

すること。

卒業論文・卒業研究について

卒業論文と卒業研究の違い

卒業論文は，論文形式の研究成果で，表紙，目次，本文，注記，文献目録からなっていなければならない。指導

は主査 人，または主査と主査の指名する副査の 人による。

卒業研究は，論文形式以外の研究成果で，形式においては卒業論文とは異なるが，内容と完成に要する知的努力

においては卒業論文と同等とみなせるものでなければならない。卒業研究のテーマになり得るかどうかについては，

登録した専門分野の演習担当教員と相談すること。卒業研究の提出物は，研究成果物とその成果物に対する解説・

解題資料等の文書化されたもの（ 字程度）からなる。指導は主査と副査の 人による。

履修登録

① 卒業論文または卒業研究を提出しようとする学生は，卒業予定年次に「卒業論文・卒業研究Ⅰ」（ 単位）「同

Ⅱ」（ 単位）を履修しなければならない。したがって， 年次生の登録は認められない。

「卒業論文・卒業研究Ⅰ」「同Ⅱ」を履修する学生は，届け出た専門分野においてそれを履修しなければなら

ない。専門分野の履修証明を取得するためには，「卒業論文・卒業研究Ⅰ」「同Ⅱ」は必修であり，同一の専門分

野であること。（以下Ⅰ，Ⅱと表記）

原則として， 年次の春学期にⅠを，秋学期にⅡを登録し，この つの科目を，各々 科目ずつ つの学期にまた

がって，セットで履修すること。春学期に在学しているにもかかわらず，Ⅰを履修していない者は，秋学期での

ⅠとⅡの同時履修は認められない。

ただし，以下の場合については同時履修を認めることがあるので，外国語学部事務室に申し出ること。その場

合，指導教員の許可をもらい，秋学期履修登録期間最終日までに外国語学部事務室に「卒業論文・卒業研究Ⅰ及

びⅡの同時履修願」を提出する。同時履修を希望するにあたっては，十分な学習時間を取ることが前提である。

・留学，休学の理由で秋学期から戻った学生が卒業論文・卒業研究を提出し，当該学期末での卒業を希望する場

合。

・留学，休学の理由で春学期から戻った学生が卒業論文・卒業研究を提出し，その年の 月の卒業を希望する場合。

― ―

外国語学部説明（学生は自分が所属する学科のページと必ず合わせて読むこと） 

学科科目の構成について

外国語学部の学科科目は，以下の部分で構成される。

・ 外国語学部基礎科目：外国研究に必要なディシプリン（専門学問領域）の基礎知識の習得を目的とする学部共通

の科目群からなり，原則として ， 年次に修得すること。いずれも選択科目である。開講科目については

参照のこと。

・ 必修科目：卒業要件を満たすために学生が必ず履修しなければならない指定科目。

・ 選択科目：卒業要件に応じて特定の科目群から学生が自由に選択できる科目。

なお，「卒業に要する科目」の「学科科目」には，専門分野科目のほかに学科選択科目，他学部他学科科目，課程科

目等で充当することもできる。学科によって充当できる内容が異なるので該当ページを参照すること。また，専門分

野科目については，各自が選択した専門分野以外の専門分野科目も履修することができる。

専門分野について

外国語学部各学科の学生は，下記の表に記載された各学科ごとに指定されている専門分野のうちから つを 年次

春学期末に選択し，外国語学部事務室に届け出なければならない（届出できる専門分野は 学科同一ではないの

で注意すること）。

所属学科 各学科が指定する専門分野

英語学科 英語研究 アメリカ研究

英国・英語圏研究

ヨーロッパ研究

言語学研究 国際関係研究 アジア文化研究

ドイツ語学科 ドイツ語研究 ドイツ語圏研究

ヨーロッパ研究

言語学研究 国際関係研究 アジア文化研究

フランス語学科 フランス語研究 フランス語圏研究

ヨーロッパ研究

言語学研究 国際関係研究 アジア文化研究

イスパニア語学科 イスパニア語研究 イスパニア語圏研究

ヨーロッパ研究

ラテンアメリカ研究

言語学研究 国際関係研究 アジア文化研究

ロシア語学科 ロシア語研究 ロシア・ユーラシア研究

ヨーロッパ研究

言語学研究 国際関係研究 アジア文化研究

ポルトガル語学科 ポルトガル語研究 ポルトガル語圏研究

ヨーロッパ研究

ラテンアメリカ研究

言語学研究 国際関係研究 アジア文化研究

専門分野の届出

届出：外国語学部の学生は， 年次春学期終了時に，所属学科が指定する専門分野のうちのいずれか つを選択し，所

定の用紙によって外国語学部事務室に届け出なければならない。届出要領等は 掲示板（学科・専攻別）に

て通知する。

変更：届け出た専門分野は， 年次秋学期以降，卒業直前の学期を除き，変更することができる。ただし，変更によっ

て各専門分野の所定の科目・単位を履修できない場合があるので，変更は慎重に行なうこと。

専門分野の履修証明

取得： 年の修業年限を満たし，所属学科が定める「卒業に要する科目，単位数」を修得し，かつ履修した専門分野

が定める所定の単位を修得した学生は， 年次の 月に本人が申請することにより，履修した専門分野の履修証

明の交付を受け，また翌年 月以降，履修証明を取得した者は，本人の申請により，成績証明書にその旨を記載

することができる 申請から発行まで数日を要する 。自学科の卒業単位として認められる科目が，専門分野の科

目リストに入っていれば，卒業単位としても，履修証明取得のための単位としてもカウントされる。履修証明の

交付を受けようとする学生は，「卒業論文・卒業研究Ⅰ」「同Ⅱ」を同一の専門分野の科目として登録しなければならない。

なお，専門分野の「履修証明」の取得は，卒業要件ではない。

申請：履修証明の申請は，成績証明書を添付のうえ，卒業論文または卒業研究の指導教員の所属する学科，または言

語学研究，国際関係研究，アジア文化研究に提出する。申請の時期・申請要領等は 掲示板（学科・専攻別）

にて伝達する。

─ 753 ── 752 ─
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外国語学部開講科目における科目記号について

外国語学部で開講される科目で使用している記号は，原則として，以下の定義による。ただし学科，専門分野によっ

ては例外的な記載があるので，各学科の該当ページを参照すること。

・ ローマ数字のⅠ，Ⅱ… 科目段階区分：各学科の専攻外国語，卒業論文のようにⅠの科目を履修でき

なければⅡの科目を履修できない科目。

・ アルファベットの大文字 ， … 科目の内容区分：同じ名称の科目だが講義内容が異なる科目。

・ アラビア（算用）数字の ， 春学期，秋学期に区分される科目。

・ アルファベットの小文字 ， … 科目のクラス区分：同じ科目のなかでのクラス分け。

・ （他） 他学科開講科目

・ （隔） 隔年開講科目

・ （重） 重複履修可能科目（ 回以上履修した場合，いずれも卒業に必要な単位として

認められる。）

※備考欄に旧「○○○」と記載された科目は，科目名および上記の科目記号を変更したものである。

これらの科目は新科目と同一科目とみなすので，既に旧科目名で修得した科目は新科目名で履修しても，

卒業に必要な単位として認められない。

なお，授業タイトルが英語で表記されている科目は，原則としてすべて英語で行われる。日本語タイトルの科目であっ

ても，外国語で進められる授業もある。詳細はすべてシラバス（講義概要）を参照すること。

留学，編入学に伴う科目および単位認定について

留学した学生は帰国後，また編入した学生は編入後すみやかに，学事センターの所定用紙にて申請のうえ，単位認

定を受けなければならない。認定を受けた科目を専門分野科目に充当したい場合は，外国語学部事務室に備え付けの

用紙により，申請しなければならない。履修証明の申請の際は，その用紙と手続き完了後の単位認定願コピーを添付

すること。

卒業論文・卒業研究について

卒業論文と卒業研究の違い

卒業論文は，論文形式の研究成果で，表紙，目次，本文，注記，文献目録からなっていなければならない。指導

は主査 人，または主査と主査の指名する副査の 人による。

卒業研究は，論文形式以外の研究成果で，形式においては卒業論文とは異なるが，内容と完成に要する知的努力

においては卒業論文と同等とみなせるものでなければならない。卒業研究のテーマになり得るかどうかについては，

登録した専門分野の演習担当教員と相談すること。卒業研究の提出物は，研究成果物とその成果物に対する解説・

解題資料等の文書化されたもの（ 字程度）からなる。指導は主査と副査の 人による。

履修登録

① 卒業論文または卒業研究を提出しようとする学生は，卒業予定年次に「卒業論文・卒業研究Ⅰ」（ 単位）「同

Ⅱ」（ 単位）を履修しなければならない。したがって， 年次生の登録は認められない。

「卒業論文・卒業研究Ⅰ」「同Ⅱ」を履修する学生は，届け出た専門分野においてそれを履修しなければなら

ない。専門分野の履修証明を取得するためには，「卒業論文・卒業研究Ⅰ」「同Ⅱ」は必修であり，同一の専門分

野であること。（以下Ⅰ，Ⅱと表記）

原則として， 年次の春学期にⅠを，秋学期にⅡを登録し，この つの科目を，各々 科目ずつ つの学期にまた

がって，セットで履修すること。春学期に在学しているにもかかわらず，Ⅰを履修していない者は，秋学期での

ⅠとⅡの同時履修は認められない。

ただし，以下の場合については同時履修を認めることがあるので，外国語学部事務室に申し出ること。その場

合，指導教員の許可をもらい，秋学期履修登録期間最終日までに外国語学部事務室に「卒業論文・卒業研究Ⅰ及

びⅡの同時履修願」を提出する。同時履修を希望するにあたっては，十分な学習時間を取ることが前提である。

・留学，休学の理由で秋学期から戻った学生が卒業論文・卒業研究を提出し，当該学期末での卒業を希望する場

合。

・留学，休学の理由で春学期から戻った学生が卒業論文・卒業研究を提出し，その年の 月の卒業を希望する場合。

― ―

外国語学部説明（学生は自分が所属する学科のページと必ず合わせて読むこと） 

学科科目の構成について

外国語学部の学科科目は，以下の部分で構成される。

・ 外国語学部基礎科目：外国研究に必要なディシプリン（専門学問領域）の基礎知識の習得を目的とする学部共通

の科目群からなり，原則として ， 年次に修得すること。いずれも選択科目である。開講科目については

参照のこと。

・ 必修科目：卒業要件を満たすために学生が必ず履修しなければならない指定科目。

・ 選択科目：卒業要件に応じて特定の科目群から学生が自由に選択できる科目。

なお，「卒業に要する科目」の「学科科目」には，専門分野科目のほかに学科選択科目，他学部他学科科目，課程科

目等で充当することもできる。学科によって充当できる内容が異なるので該当ページを参照すること。また，専門分

野科目については，各自が選択した専門分野以外の専門分野科目も履修することができる。

専門分野について

外国語学部各学科の学生は，下記の表に記載された各学科ごとに指定されている専門分野のうちから つを 年次

春学期末に選択し，外国語学部事務室に届け出なければならない（届出できる専門分野は 学科同一ではないの

で注意すること）。

所属学科 各学科が指定する専門分野

英語学科 英語研究 アメリカ研究

英国・英語圏研究

ヨーロッパ研究

言語学研究 国際関係研究 アジア文化研究

ドイツ語学科 ドイツ語研究 ドイツ語圏研究

ヨーロッパ研究

言語学研究 国際関係研究 アジア文化研究

フランス語学科 フランス語研究 フランス語圏研究

ヨーロッパ研究

言語学研究 国際関係研究 アジア文化研究

イスパニア語学科 イスパニア語研究 イスパニア語圏研究

ヨーロッパ研究

ラテンアメリカ研究

言語学研究 国際関係研究 アジア文化研究

ロシア語学科 ロシア語研究 ロシア・ユーラシア研究

ヨーロッパ研究

言語学研究 国際関係研究 アジア文化研究

ポルトガル語学科 ポルトガル語研究 ポルトガル語圏研究

ヨーロッパ研究

ラテンアメリカ研究

言語学研究 国際関係研究 アジア文化研究

専門分野の届出

届出：外国語学部の学生は， 年次春学期終了時に，所属学科が指定する専門分野のうちのいずれか つを選択し，所

定の用紙によって外国語学部事務室に届け出なければならない。届出要領等は 掲示板（学科・専攻別）に

て通知する。

変更：届け出た専門分野は， 年次秋学期以降，卒業直前の学期を除き，変更することができる。ただし，変更によっ

て各専門分野の所定の科目・単位を履修できない場合があるので，変更は慎重に行なうこと。

専門分野の履修証明

取得： 年の修業年限を満たし，所属学科が定める「卒業に要する科目，単位数」を修得し，かつ履修した専門分野

が定める所定の単位を修得した学生は， 年次の 月に本人が申請することにより，履修した専門分野の履修証

明の交付を受け，また翌年 月以降，履修証明を取得した者は，本人の申請により，成績証明書にその旨を記載

することができる 申請から発行まで数日を要する 。自学科の卒業単位として認められる科目が，専門分野の科

目リストに入っていれば，卒業単位としても，履修証明取得のための単位としてもカウントされる。履修証明の

交付を受けようとする学生は，「卒業論文・卒業研究Ⅰ」「同Ⅱ」を同一の専門分野の科目として登録しなければならない。

なお，専門分野の「履修証明」の取得は，卒業要件ではない。

申請：履修証明の申請は，成績証明書を添付のうえ，卒業論文または卒業研究の指導教員の所属する学科，または言

語学研究，国際関係研究，アジア文化研究に提出する。申請の時期・申請要領等は 掲示板（学科・専攻別）

にて伝達する。
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分野コード 分野名 分野コード 分野名

グローバル・スタディーズ 留学

イスパニア語 社会学

歴史 教職科目

国際協力論

― ―

また，Ⅰを登録してから，留学，休学により，次学期よりあとにⅡを登録する場合は，別途指導教員の許可を

もらうこと。

Ⅰはその後，Ⅱの履修を中止した場合，もしくは卒業論文（卒業研究）を提出しなかった場合も単位として記

録されるので，十分注意して履修すること。

② 「卒業論文・卒業研究Ⅰ」「同Ⅱ」を履修する学生は，卒業年次に にて，指導教員の所属する学科または

言語学研究，国際関係研究，アジア文化研究の各専門分野の登録番号で履修登録しなければならない。ただし，

言語学研究の学生は，指導教員の所属にかかわらず，言語学研究の登録番号にて履修登録する。

③ 「卒業論文・卒業研究Ⅰ」「同Ⅱ」を履修する学生は， での履修登録とは別に，「卒業論文・卒業研究作

成届」を所属学科（「ヨーロッパ研究」「ラテンアメリカ研究」を含む）事務室に提出すること。ただし「言語

学研究」の場合，言語学副専攻事務担当者（ 号館 外国語学部事務室内），「国際関係研究」「アジア文化研究」

の場合は，それぞれの事務担当者（ 号館 総合グローバル学部事務室内）に， 月 日（火）までに提出する

必要がある。

④ 「卒業論文・卒業研究Ⅰ」の評価には， （合格）・ （不合格）を使用する。

＊ 年次生以上で 月卒業を希望し，卒業論文・卒業研究を作成したいケースについては，手続詳細を履修登録時に

掲示板（学科・専攻別）にて通知する。

提出

卒業論文・卒業研究の提出要領は下記のとおりである。

・ 期間／時間： 年 月 日（月）～ 日（月） ※詳細は， 掲示板（学科・専攻別）にて通知する。

・ 提出方法 ： 掲示板（学科・専攻別）にて通知する。

・ 執筆要領等：指導を受ける担当教員が所属する学科・専門分野のページを参照すること。

卒業

外国語学部の学生は， 年の修業年限を満たし，所属学科が定める「卒業に要する科目，単位数」を修得すると，学

位「学士（外国研究）」が授与され，外国語学部を卒業することができる。

ナンバリングについて

ナンバリングについては，履修要覧〔ガイド・資料編〕 ～ を参照すること。

外国語学部の分野コード一覧

分野コード 分野名 分野コード 分野名

地域研究（アフリカ） 国際関係論

地域研究（ヨーロッパ） 言語聴覚障害学

地域研究（ラテンアメリカ） 言語学（英語教授法）

地域研究（北米） 言語学（フランス語）

地域研究（ロシア・ユーラシア） 言語学（ドイツ語）

地域研究 言語学（イスパニア語）

美術史 言語学（日本語教授法）

地域研究（アジア） 言語学（ポルトガル語）

複合領域 言語学（ロシア語）

英文学 文学

英語 言語学

フランス語 哲学

ドイツ語 （ブラジル）ポルトガル語

卒業論文 ロシア語
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分野コード 分野名 分野コード 分野名

グローバル・スタディーズ 留学

イスパニア語 社会学

歴史 教職科目

国際協力論

― ―

また，Ⅰを登録してから，留学，休学により，次学期よりあとにⅡを登録する場合は，別途指導教員の許可を

もらうこと。

Ⅰはその後，Ⅱの履修を中止した場合，もしくは卒業論文（卒業研究）を提出しなかった場合も単位として記

録されるので，十分注意して履修すること。

② 「卒業論文・卒業研究Ⅰ」「同Ⅱ」を履修する学生は，卒業年次に にて，指導教員の所属する学科または

言語学研究，国際関係研究，アジア文化研究の各専門分野の登録番号で履修登録しなければならない。ただし，

言語学研究の学生は，指導教員の所属にかかわらず，言語学研究の登録番号にて履修登録する。

③ 「卒業論文・卒業研究Ⅰ」「同Ⅱ」を履修する学生は， での履修登録とは別に，「卒業論文・卒業研究作

成届」を所属学科（「ヨーロッパ研究」「ラテンアメリカ研究」を含む）事務室に提出すること。ただし「言語

学研究」の場合，言語学副専攻事務担当者（ 号館 外国語学部事務室内），「国際関係研究」「アジア文化研究」

の場合は，それぞれの事務担当者（ 号館 総合グローバル学部事務室内）に， 月 日（火）までに提出する

必要がある。

④ 「卒業論文・卒業研究Ⅰ」の評価には， （合格）・ （不合格）を使用する。

＊ 年次生以上で 月卒業を希望し，卒業論文・卒業研究を作成したいケースについては，手続詳細を履修登録時に

掲示板（学科・専攻別）にて通知する。

提出

卒業論文・卒業研究の提出要領は下記のとおりである。

・ 期間／時間： 年 月 日（月）～ 日（月） ※詳細は， 掲示板（学科・専攻別）にて通知する。

・ 提出方法 ： 掲示板（学科・専攻別）にて通知する。

・ 執筆要領等：指導を受ける担当教員が所属する学科・専門分野のページを参照すること。

卒業

外国語学部の学生は， 年の修業年限を満たし，所属学科が定める「卒業に要する科目，単位数」を修得すると，学

位「学士（外国研究）」が授与され，外国語学部を卒業することができる。

ナンバリングについて

ナンバリングについては，履修要覧〔ガイド・資料編〕 ～ を参照すること。

外国語学部の分野コード一覧

分野コード 分野名 分野コード 分野名

地域研究（アフリカ） 国際関係論

地域研究（ヨーロッパ） 言語聴覚障害学

地域研究（ラテンアメリカ） 言語学（英語教授法）

地域研究（北米） 言語学（フランス語）

地域研究（ロシア・ユーラシア） 言語学（ドイツ語）

地域研究 言語学（イスパニア語）

美術史 言語学（日本語教授法）

地域研究（アジア） 言語学（ポルトガル語）

複合領域 言語学（ロシア語）

英文学 文学

英語 言語学

フランス語 哲学

ドイツ語 （ブラジル）ポルトガル語

卒業論文 ロシア語
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英語学科 

〔教育研究上の目的〕

卓越した英語運用能力を養い，地域研究，言語研究等の専門研究の基礎となる幅広い教養（言語学，人文・社会科学，

英語圏に関する基礎知識）を修得すること。

〔人材養成の目的〕

英語の高度な運用能力を基礎として，グローバル化する社会に貢献しうる人物，並びに地域研究，言語研究等の専門家

を養成すること。

◎カリキュラム・ポリシーおよびディプロマポリシーは，本学ホームページ， ＞学部・大学院＞学部・学科におけ

る教育研究上の目的及び人材養成の目的を参照のこと。

． 卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生

〈全学共通科目〉

必 修 単位 体 育 単位

外国語科目 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

〈学科科目〉

外国語学部基礎科目＊ 単位

専 攻 科 目 単位 必修 単位

選択 単位

合 計 単位

＊ 外国語学部基礎科目については 参照。

― ―

外国語学部基礎科目・・・ 単位

※以下の表に掲載されている外国語学部基礎科目については， の時間割「全学共通科目」，「外国語学部基礎科目」

を参照し，そこに記載されている登録コードで履修登録すること。

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

グローバル・ヒストリー

入門
秋

コーディネータ

飯 島 真里子
・ 輪講，［ 名］，旧「歴史学研究入門」

国際関係論入門 春 長 村 裕佳子 〜 注

市民が関わる国際協力 秋
コーディネータ

田 村 梨 花
・ 輪講，注

グローバルスタディーズ入門 秋 小 田 マサノリ 〜 注

（隔）諸宗教における自然と人間 秋
コーディネータ

原 敬 子
・ 全学共通科目，輪講，［ 名］

言語と人間Ⅰ 春
コーディネータ

高 橋 亮 介
・ 全学共通科目，輪講，［ 名］

言語と人間Ⅱ 秋
コーディネータ

高 橋 亮 介
・ 全学共通科目，輪講，［ 名］

メディア・対話・レトリックⅠ 春
コーディネータ

浅 見 昇 吾
・ 全学共通科目，輪講，［ 名］

メディア・対話・レトリックⅡ 秋
コーディネータ

浅 見 昇 吾
・ 全学共通科目，輪講，［ 名］

メディア・対話・レトリックⅢ 秋
コーディネータ

浅 見 昇 吾
・ 全学共通科目，輪講，［ 名］，演習

西洋美術史Ⅰ 春 豊 田 唯 ・ 全学共通科目，［ 名］

西洋美術史Ⅱ 秋 岸 みずき ・ 全学共通科目，［ 名］

東南アジア史入門Ⅰ 春 根 本 敬 ・ 全学共通科目，［ 名］

東南アジア史入門Ⅱ 秋 丸 井 雅 子 ・ 全学共通科目，輪講，［ 名］

東南アジア研究入門 春 桐ヶ谷 賢 一 ・
全学共通科目，［ 名］，旧「東南アジア研究

入門Ⅰ」

南アジア研究入門 春 ・ 全学共通科目，［ 名］

アフリカ研究入門 春 眞 城 百 華 ・ 全学共通科目，［ 名］

中東イスラーム研究入門Ⅰ 春 山 口 昭 彦 ・ 全学共通科目， 名 ，旧「中東研究入門」

中東イスラーム研究入門Ⅱ 秋 澤 江 史 子 ・ 全学共通科目，［ 名］

歴史学Ⅰ（日本史） 春 西 岡 芳 文 ・ 全学共通科目，［ 名］

歴史学Ⅱ（東洋史） 春 笹 川 裕 史 ・ 全学共通科目，［ 名］

歴史学Ⅲ（西洋史） 秋 中 川 亜 希 ・ 全学共通科目，［ 名］

経済学 春 未 定 ・ 全学共通科目，［ 名］

経済学 秋 青 木 研 ・ 全学共通科目，［ 名］

社会学 春 藤 村 正 之 ・ 全学共通科目，［ 名］

社会学 秋 玉 置 佑 介 ・ 全学共通科目，［ 名］

社会学 秋 金 崎 一 郎 ・ 全学共通科目，［ 名］

文化人類学Ⅰ 春 綾 部 真 雄 ・ 全学共通科目，［ 名］

文化人類学Ⅰ 秋 綾 部 真 雄 ・ 全学共通科目，［ 名］

文化人類学Ⅰ 春 大 川 真由子 ・ 全学共通科目，［ 名］

文化人類学Ⅰ 秋 大 川 真由子 ・ 全学共通科目，［ 名］

注 ：外国語学部生のみ履修可。
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英語学科 

〔教育研究上の目的〕

卓越した英語運用能力を養い，地域研究，言語研究等の専門研究の基礎となる幅広い教養（言語学，人文・社会科学，

英語圏に関する基礎知識）を修得すること。

〔人材養成の目的〕

英語の高度な運用能力を基礎として，グローバル化する社会に貢献しうる人物，並びに地域研究，言語研究等の専門家

を養成すること。

◎カリキュラム・ポリシーおよびディプロマポリシーは，本学ホームページ， ＞学部・大学院＞学部・学科におけ

る教育研究上の目的及び人材養成の目的を参照のこと。

． 卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生

〈全学共通科目〉

必 修 単位 体 育 単位

外国語科目 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

〈学科科目〉

外国語学部基礎科目＊ 単位

専 攻 科 目 単位 必修 単位

選択 単位

合 計 単位

＊ 外国語学部基礎科目については 参照。

― ―

外国語学部基礎科目・・・ 単位

※以下の表に掲載されている外国語学部基礎科目については， の時間割「全学共通科目」，「外国語学部基礎科目」

を参照し，そこに記載されている登録コードで履修登録すること。

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

グローバル・ヒストリー

入門
秋

コーディネータ

飯 島 真里子
・ 輪講，［ 名］，旧「歴史学研究入門」

国際関係論入門 春 長 村 裕佳子 〜 注

市民が関わる国際協力 秋
コーディネータ

田 村 梨 花
・ 輪講，注

グローバルスタディーズ入門 秋 小 田 マサノリ 〜 注

（隔）諸宗教における自然と人間 秋
コーディネータ

原 敬 子
・ 全学共通科目，輪講，［ 名］

言語と人間Ⅰ 春
コーディネータ

高 橋 亮 介
・ 全学共通科目，輪講，［ 名］

言語と人間Ⅱ 秋
コーディネータ

高 橋 亮 介
・ 全学共通科目，輪講，［ 名］

メディア・対話・レトリックⅠ 春
コーディネータ

浅 見 昇 吾
・ 全学共通科目，輪講，［ 名］

メディア・対話・レトリックⅡ 秋
コーディネータ

浅 見 昇 吾
・ 全学共通科目，輪講，［ 名］

メディア・対話・レトリックⅢ 秋
コーディネータ

浅 見 昇 吾
・ 全学共通科目，輪講，［ 名］，演習

西洋美術史Ⅰ 春 豊 田 唯 ・ 全学共通科目，［ 名］

西洋美術史Ⅱ 秋 岸 みずき ・ 全学共通科目，［ 名］

東南アジア史入門Ⅰ 春 根 本 敬 ・ 全学共通科目，［ 名］

東南アジア史入門Ⅱ 秋 丸 井 雅 子 ・ 全学共通科目，輪講，［ 名］

東南アジア研究入門 春 桐ヶ谷 賢 一 ・
全学共通科目，［ 名］，旧「東南アジア研究

入門Ⅰ」

南アジア研究入門 春 ・ 全学共通科目，［ 名］

アフリカ研究入門 春 眞 城 百 華 ・ 全学共通科目，［ 名］

中東イスラーム研究入門Ⅰ 春 山 口 昭 彦 ・ 全学共通科目， 名 ，旧「中東研究入門」

中東イスラーム研究入門Ⅱ 秋 澤 江 史 子 ・ 全学共通科目，［ 名］

歴史学Ⅰ（日本史） 春 西 岡 芳 文 ・ 全学共通科目，［ 名］

歴史学Ⅱ（東洋史） 春 笹 川 裕 史 ・ 全学共通科目，［ 名］

歴史学Ⅲ（西洋史） 秋 中 川 亜 希 ・ 全学共通科目，［ 名］

経済学 春 未 定 ・ 全学共通科目，［ 名］

経済学 秋 青 木 研 ・ 全学共通科目，［ 名］

社会学 春 藤 村 正 之 ・ 全学共通科目，［ 名］

社会学 秋 玉 置 佑 介 ・ 全学共通科目，［ 名］

社会学 秋 金 崎 一 郎 ・ 全学共通科目，［ 名］

文化人類学Ⅰ 春 綾 部 真 雄 ・ 全学共通科目，［ 名］

文化人類学Ⅰ 秋 綾 部 真 雄 ・ 全学共通科目，［ 名］

文化人類学Ⅰ 春 大 川 真由子 ・ 全学共通科目，［ 名］

文化人類学Ⅰ 秋 大 川 真由子 ・ 全学共通科目，［ 名］

注 ：外国語学部生のみ履修可。
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― ―

． 履修上の注意

＊ 外国語学部の説明 ～ と合わせて読むこと。

＊ 科目に付記されている科目記号の定義については，外国語学部の説明 に解説があるので参照すること。

＊ 学則 条にもとづき，連続する 年間において合計 単位以上を修得できなかった者は退学となる。

① 外国語学部基礎科目について

外国語学部の説明 および外国語学部基礎科目担当表 を参照すること。

② 学科「必修科目」について

年次， 年次履修の 種類から成る。

・ 年次必修科目は，英語を読み，書き，聴く，話す基礎力をつけることを目的とするため，すべてグループ指定

である。

③ 学科「選択科目」について

・ 年次選択科目

各専門分野の入門的な科目で，開講科目担当表に記載された科目から指定単位数（ 単位）以上を履修する。

年次英文講読

開講科目担当表に記載された科目から必要な単位数（ 単位）を満たすよう履修する。

・ 年次選択科目

各専門分野の英語で講義が行われる科目で，開講担当表に記載された科目から指定単位数（ 年次生は 単位）

以上を履修する。

専門分野科目（全学共通科目を除く）

課程科目（実習を除く）

他学部・他学科の科目

科目の履修要覧やシラバスを参照したうえで，他学科生の履修可否について担当教員の確認を必要とする。

学科科目としての外国語

全学共通科目としての外国語科目で選択したものとは異なる 言語（英語及び英語選択科目以外）を 単位まで「学

科科目としての外国語」として「選択科目（ 単位）」に充当する。

の科目（上限 単位。※開講元が全学共通科目のみ）

④ 専門分野について

年次春学期末に下記の専門分野のうちから つ選択し学科事務室に届け出なければならない（届出できる専門分

野は 学科同一ではないので注意すること）。専門分野の届出については を参照のこと。

Ⅰ 英語研究

Ⅱ アメリカ研究

Ⅲ 英国・英語圏研究

Ⅳ ヨーロッパ研究

Ⅴ 言語学研究

Ⅵ 国際関係研究

Ⅶ アジア文化研究

本学科が提供する専門分野（「英語研究」「アメリカ研究」「英国・英語圏研究」）の履修証明取得に必要な 単位

の内訳は以下のとおりである。研究科目は各専門分野が指定する講義科目，演習科目はゼミ形式の科目である。

研究科目 単位

演習科目 単位

卒業論文・卒業研究 単位

専門分野が指定する科目は「開講科目担当表」を参照のこと。

― ―

標準配当表

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

ドイツ語・フランス語・イスパ
ニア語・ロシア語・ポルトガル
語・中国語・コリア語・インド
ネシア語・フィリピン語・アラ
ビア語・イタリア語・ラテン語・
日本語から か国語

左記と同一の外国語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

基
礎
科
目

外
国
語
学
部

（

単
位
）

選
択

専
攻
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

イングリッシュ・スキルズ （注 ）
イングリッシュ・スキルズ （注 ）
英作文 （注 ）
英作文 （注 ）
英米文化入門 （注 ）
英米文化入門 （注 ）

イングリッシュ・スキルズ 注
イングリッシュ・スキルズ 注
英作文 （注 ）
英作文 （注 ）

選
択
（

単
位
）

［ 年次英文講読］

から 単位履修すること

［ ・ 年次選択科目］から 単位以上履修すること

（注 ）
［ ・ 年次選択科目］から 単位以上履修すること（注

）
選択科目は以下の①～⑦から履修すること。
① ・ 年次選択科目
② ・ 年次選択科目
③専門分野科目（全学共通科目を除く）
④課程科目（実習を除く）
⑤他学部・他学科の科目
⑥学科科目としての外国語（英語・英語選択科目を除く）。ただし，⑥は全学共通科目として選択したものと
は異なる 言語を 単位までとする。

⑦ プログラム科目（上限 単位。※開講元が全学共通科目のみ）。詳細は， を参照のこと。

（注 ） 未履修者は，「 」を履修すること。
（注 ） 未履修者は，「 」を履修すること。
（注 ） 未履修者は，「 」を履修すること。
（注 ） 未履修者は，「 」を履修すること。
（注 ） 未履修者は，「 」を履修すること。
（注 ） 未履修者は，「 」を履修すること。
（注 ） 履修上の注意および開講科目担当表（ ～ ）を参照のこと。
（注 ） 未履修者は，「 」を履修すること。
（注 ） 未履修者は，「 」を履修すること。
（注 ）未履修者は，「 」を履修すること。
（注 ）未履修者は，「 」を履修すること。
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― ―

． 履修上の注意

＊ 外国語学部の説明 ～ と合わせて読むこと。

＊ 科目に付記されている科目記号の定義については，外国語学部の説明 に解説があるので参照すること。

＊ 学則 条にもとづき，連続する 年間において合計 単位以上を修得できなかった者は退学となる。

① 外国語学部基礎科目について

外国語学部の説明 および外国語学部基礎科目担当表 を参照すること。

② 学科「必修科目」について

年次， 年次履修の 種類から成る。

・ 年次必修科目は，英語を読み，書き，聴く，話す基礎力をつけることを目的とするため，すべてグループ指定

である。

③ 学科「選択科目」について

・ 年次選択科目

各専門分野の入門的な科目で，開講科目担当表に記載された科目から指定単位数（ 単位）以上を履修する。

年次英文講読

開講科目担当表に記載された科目から必要な単位数（ 単位）を満たすよう履修する。

・ 年次選択科目

各専門分野の英語で講義が行われる科目で，開講担当表に記載された科目から指定単位数（ 年次生は 単位）

以上を履修する。

専門分野科目（全学共通科目を除く）

課程科目（実習を除く）

他学部・他学科の科目

科目の履修要覧やシラバスを参照したうえで，他学科生の履修可否について担当教員の確認を必要とする。

学科科目としての外国語

全学共通科目としての外国語科目で選択したものとは異なる 言語（英語及び英語選択科目以外）を 単位まで「学

科科目としての外国語」として「選択科目（ 単位）」に充当する。

の科目（上限 単位。※開講元が全学共通科目のみ）

④ 専門分野について

年次春学期末に下記の専門分野のうちから つ選択し学科事務室に届け出なければならない（届出できる専門分

野は 学科同一ではないので注意すること）。専門分野の届出については を参照のこと。

Ⅰ 英語研究

Ⅱ アメリカ研究

Ⅲ 英国・英語圏研究

Ⅳ ヨーロッパ研究

Ⅴ 言語学研究

Ⅵ 国際関係研究

Ⅶ アジア文化研究

本学科が提供する専門分野（「英語研究」「アメリカ研究」「英国・英語圏研究」）の履修証明取得に必要な 単位

の内訳は以下のとおりである。研究科目は各専門分野が指定する講義科目，演習科目はゼミ形式の科目である。

研究科目 単位

演習科目 単位

卒業論文・卒業研究 単位

専門分野が指定する科目は「開講科目担当表」を参照のこと。

― ―

標準配当表

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

ドイツ語・フランス語・イスパ
ニア語・ロシア語・ポルトガル
語・中国語・コリア語・インド
ネシア語・フィリピン語・アラ
ビア語・イタリア語・ラテン語・
日本語から か国語

左記と同一の外国語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

基
礎
科
目

外
国
語
学
部

（

単
位
）

選
択

専
攻
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

イングリッシュ・スキルズ （注 ）
イングリッシュ・スキルズ （注 ）
英作文 （注 ）
英作文 （注 ）
英米文化入門 （注 ）
英米文化入門 （注 ）

イングリッシュ・スキルズ 注
イングリッシュ・スキルズ 注
英作文 （注 ）
英作文 （注 ）

選
択
（

単
位
）

［ 年次英文講読］

から 単位履修すること

［ ・ 年次選択科目］から 単位以上履修すること

（注 ）
［ ・ 年次選択科目］から 単位以上履修すること（注

）
選択科目は以下の①～⑦から履修すること。
① ・ 年次選択科目
② ・ 年次選択科目
③専門分野科目（全学共通科目を除く）
④課程科目（実習を除く）
⑤他学部・他学科の科目
⑥学科科目としての外国語（英語・英語選択科目を除く）。ただし，⑥は全学共通科目として選択したものと
は異なる 言語を 単位までとする。

⑦ プログラム科目（上限 単位。※開講元が全学共通科目のみ）。詳細は， を参照のこと。

（注 ） 未履修者は，「 」を履修すること。
（注 ） 未履修者は，「 」を履修すること。
（注 ） 未履修者は，「 」を履修すること。
（注 ） 未履修者は，「 」を履修すること。
（注 ） 未履修者は，「 」を履修すること。
（注 ） 未履修者は，「 」を履修すること。
（注 ） 履修上の注意および開講科目担当表（ ～ ）を参照のこと。
（注 ） 未履修者は，「 」を履修すること。
（注 ） 未履修者は，「 」を履修すること。
（注 ）未履修者は，「 」を履修すること。
（注 ）未履修者は，「 」を履修すること。
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― ―

開講科目担当表

学科科目〔専攻科目（必修科目）〕

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

［ ・ 年次英語必修科目］※英語学科生のみ履修可

春

出 口 真紀子

○

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

廣 田 秀 孝 グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

秋

出 口 真紀子

○

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

廣 田 秀 孝 グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

春 ○

グループ，旧「英米文化入門 」

グループ，旧「英米文化入門 」

グループ，旧「英米文化入門 」

グループ，旧「英米文化入門 」

秋 ○

グループ，旧「英米文化入門 」

グループ，旧「英米文化入門 」

未 定 グループ，旧「英米文化入門 」

グループ，旧「英米文化入門 」

春 ○

グループ，旧「英作文 」

グループ，旧「英作文 」

グループ，旧「英作文 」

グループ，旧「英作文 」

廣 田 秀 孝 グループ，旧「英作文 」

廣 田 秀 孝 グループ，旧「英作文 」

グループ，旧「英作文 」

グループ，旧「英作文 」

秋 ○

グループ，旧「英作文 」

グループ，旧「英作文 」

グループ，旧「英作文 」

グループ，旧「英作文 」

廣 田 秀 孝 グループ，旧「英作文 」

廣 田 秀 孝 グループ，旧「英作文 」

グループ，旧「英作文 」

グループ，旧「英作文 」

春 ○

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

石 井 紀 子 グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

大 塚 祐 子 グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

秋 ○

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

未 定 グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

石 井 紀 子 グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

大 塚 祐 子 グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

― ―

「ヨーロッパ研究」「言語学研究」「国際関係研究」「アジア文化研究」の履修証明取得に必要な単位および指定す

る科目は，それぞれのページに記載されている。

⑤ 履修にあたっての注意

同じ名称の科目は 度目を履修しても卒業に必要な単位としては認められない。ただし開講科目担当表の（重）

の科目は例外とする。

学科科目のうち［ ・ 年次英語必修科目］（ 単位），［ 年次英文講読］（ 単位）は，いずれも定められた単位を

超えて履修しても選択科目として卒業単位に充当することはできない。また，これらの単位の超過分は， ・ 年次

選択科目，専門分野科目にも充当することはできない。

・ 年次選択科目および ・ 年次選択科目を必要以上に履修した場合は，すべて「選択科目（ 単位）」に充当

する。

他学部・他学科の「学科科目」を履修する場合は，その科目を担当する教員の許可を必要とする。

． 国際教養学部の科目履修の場合には，学事センターの指示に従い，所定の手続きをふむこと。

． 言語教育研究センターの英語及び英語選択科目を履修しても，卒業に必要な単位としては，認められない。

必修科目の科目名が 年度より変更したため，以下の点に注意すること。

「イングリッシュ・スキルズ 」未履修者は，「 」を履修すること。

「イングリッシュ・スキルズ 」未履修者は，「 」を履修すること。

「英米文化入門 」未履修者は，「 」を履修すること。

「英米文化入門 」未履修者は，「 」を履修すること。

「英作文 」未履修者は，「 」を履修すること。

「英作文 」未履修者は，「 」を履修すること。

「イングリッシュ・スキルズ 」未履修者は，「 」を履修すること。

「イングリッシュ・スキルズ 」未履修者は，「 」を履修すること。

「英作文 」未履修者は，「 」を履修すること。

「英作文 」未履修者は，「 」を履修すること。

「開講科目担当表」において，備考欄の「（コ）」は，その科目が研究コース科目であることを示す。研究コース

科目の履修登録については以下の通り行うこと。この記号のない科目の履修登録については，「英語学科」の時

間割を参照し，そこに記載されている登録コードで履修登録すること。

． の「学事センター（教務）掲示板」に各学期初めに掲載される「研究コース科目時間割所属について」

の掲示にて，履修したい科目がどの研究コース所属（時間割の参照先）であるかを確認すること。（研究コー

ス科目は複数の研究コースに跨っている科目があり，参照先をまず確認する必要がある。）

． の時間割（トップ画面 カリキュラム履修登録→時間割）にて履修したい科目の研究コースの時間割を参

照し，そこに記載されている登録コードで履修登録すること。

⑥ 卒業論文・卒業研究について

卒業論文・卒業研究の履修登録・内容・提出については，外国語学部の説明 ～ を読むこと。

⑦ 最高履修限度について

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修登録することはでき

ない。

（注）春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回ることはできない。

【 年次生】

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

─ 761 ── 760 ─
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開講科目担当表

学科科目〔専攻科目（必修科目）〕

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

［ ・ 年次英語必修科目］※英語学科生のみ履修可

春

出 口 真紀子

○

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

廣 田 秀 孝 グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

秋

出 口 真紀子

○

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

廣 田 秀 孝 グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

春 ○

グループ，旧「英米文化入門 」

グループ，旧「英米文化入門 」

グループ，旧「英米文化入門 」

グループ，旧「英米文化入門 」

秋 ○

グループ，旧「英米文化入門 」

グループ，旧「英米文化入門 」

未 定 グループ，旧「英米文化入門 」

グループ，旧「英米文化入門 」

春 ○

グループ，旧「英作文 」

グループ，旧「英作文 」

グループ，旧「英作文 」

グループ，旧「英作文 」

廣 田 秀 孝 グループ，旧「英作文 」

廣 田 秀 孝 グループ，旧「英作文 」

グループ，旧「英作文 」

グループ，旧「英作文 」

秋 ○

グループ，旧「英作文 」

グループ，旧「英作文 」

グループ，旧「英作文 」

グループ，旧「英作文 」

廣 田 秀 孝 グループ，旧「英作文 」

廣 田 秀 孝 グループ，旧「英作文 」

グループ，旧「英作文 」

グループ，旧「英作文 」

春 ○

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

石 井 紀 子 グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

大 塚 祐 子 グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

秋 ○

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

未 定 グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

石 井 紀 子 グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

大 塚 祐 子 グループ，旧「イングリッシュ・スキルズ 」

― ―

「ヨーロッパ研究」「言語学研究」「国際関係研究」「アジア文化研究」の履修証明取得に必要な単位および指定す

る科目は，それぞれのページに記載されている。

⑤ 履修にあたっての注意

同じ名称の科目は 度目を履修しても卒業に必要な単位としては認められない。ただし開講科目担当表の（重）

の科目は例外とする。

学科科目のうち［ ・ 年次英語必修科目］（ 単位），［ 年次英文講読］（ 単位）は，いずれも定められた単位を

超えて履修しても選択科目として卒業単位に充当することはできない。また，これらの単位の超過分は， ・ 年次

選択科目，専門分野科目にも充当することはできない。

・ 年次選択科目および ・ 年次選択科目を必要以上に履修した場合は，すべて「選択科目（ 単位）」に充当

する。

他学部・他学科の「学科科目」を履修する場合は，その科目を担当する教員の許可を必要とする。

． 国際教養学部の科目履修の場合には，学事センターの指示に従い，所定の手続きをふむこと。

． 言語教育研究センターの英語及び英語選択科目を履修しても，卒業に必要な単位としては，認められない。

必修科目の科目名が 年度より変更したため，以下の点に注意すること。

「イングリッシュ・スキルズ 」未履修者は，「 」を履修すること。

「イングリッシュ・スキルズ 」未履修者は，「 」を履修すること。

「英米文化入門 」未履修者は，「 」を履修すること。

「英米文化入門 」未履修者は，「 」を履修すること。

「英作文 」未履修者は，「 」を履修すること。

「英作文 」未履修者は，「 」を履修すること。

「イングリッシュ・スキルズ 」未履修者は，「 」を履修すること。

「イングリッシュ・スキルズ 」未履修者は，「 」を履修すること。

「英作文 」未履修者は，「 」を履修すること。

「英作文 」未履修者は，「 」を履修すること。

「開講科目担当表」において，備考欄の「（コ）」は，その科目が研究コース科目であることを示す。研究コース

科目の履修登録については以下の通り行うこと。この記号のない科目の履修登録については，「英語学科」の時

間割を参照し，そこに記載されている登録コードで履修登録すること。

． の「学事センター（教務）掲示板」に各学期初めに掲載される「研究コース科目時間割所属について」

の掲示にて，履修したい科目がどの研究コース所属（時間割の参照先）であるかを確認すること。（研究コー

ス科目は複数の研究コースに跨っている科目があり，参照先をまず確認する必要がある。）

． の時間割（トップ画面 カリキュラム履修登録→時間割）にて履修したい科目の研究コースの時間割を参

照し，そこに記載されている登録コードで履修登録すること。

⑥ 卒業論文・卒業研究について

卒業論文・卒業研究の履修登録・内容・提出については，外国語学部の説明 ～ を読むこと。

⑦ 最高履修限度について

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修登録することはでき

ない。

（注）春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回ることはできない。

【 年次生】

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

─ 761 ── 760 ─
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

［教職科目］

英語科教育法 春 渡 部 良 典 ～ 名 ，旧「英語科教育法 」

春 佐 藤 敬 典 ～ ○
旧「英語科教育法 」，「英語科教育法

Ⅱ」

春 和 泉 伸 一 ～ ○ ［ 名］，旧「英語科教育法 」

秋 ～ ○ ［ 名］

秋 峰 松 愛 子 ～ ○
名 ，旧「 （ 単位）」，「英

語科教育法」

［ ・ 年次選択科目］

隔 AMERICAN WOMEN’S HISTORY 春 石 井 紀 子 ～ ○
旧「アメリカ女性史Ⅰ」，「アメリカ女性史 」，

コ

隔 AMERICAN WOMEN’S HISTORY 休講 石 井 紀 子 ～ ○
旧「アメリカ女性史Ⅱ」，「アメリカ女性史 」，

コ

隔

重
休講 小 川 公 代 ～ ○

旧「英国研究 」，「英国研究Ｂ－Ⅰ」，「

」，（コ）

隔

重
休講 小 川 公 代 ～ ○

旧「英国研究 」，「英国研究Ｂ－Ⅱ」，「

」，（コ）

隔 春 出 口 真紀子 ～ ○ 旧「文化心理学 」， コ

隔 秋 出 口 真紀子 ～ ○ 旧「文化心理学 」， コ

春 ～ ○ 名

秋 ～ ○ 名

隔 休講 飯 島 真里子 ～ ○
旧「太平洋日系移民史」，「太平洋日系移民史Ⅰ」，

コ

隔 秋 飯 島 真里子 ～ ○
旧「太平洋日系移民史」，「太平洋日系移民史Ⅱ」，

コ

重 休講 ～ ○ 旧「バイリンガル教育」， コ

重 春 ～ ○ 旧「異文化交渉と英語Ⅰ」， コ

重

隔
秋 ～ ○ 旧「異文化交渉と英語Ⅱ」， コ

隔 休講 ～ ○
旧「 」 単位 ，「

」（ 単位）

休講 ～ ○ 旧「社会暴力問題Ⅰ」

休講 ～ ○ 旧「社会暴力問題Ⅱ」

重 カナダの宗教 春 伊 達 聖 伸 ～ （コ）

重 秋 増 田 光 ・ ○ ［ 名］，旧「アメリカ演劇・映画論」， コ

重
）

春 小 塩 和 人 ・ ○
旧「演習（アメリカ研究Ⅰ）」，「 （

」， コ

重
）

秋 小 塩 和 人 ・ ○
旧「演習（アメリカ研究Ⅱ）」，「

」， コ

重
）

春 石 井 紀 子 ・ ○
旧「演習（アメリカ史Ⅰ）」，「 （ ）

」， コ

重
（

）
秋 石 井 紀 子 ・ ○

旧「演習（アメリカ史Ⅱ）」，「 （ ）

」， コ

（隔） 休講 坂 本 光 代 ・ ○ 注 ，旧「マイノリティ教育Ⅰ」， コ

隔 休講 坂 本 光 代 ・ ○ 注 ，旧「マイノリティ教育Ⅱ」， コ

・ ○ 旧「 単位 」

・ ○ 旧「 単位 」

・ ○ 旧「 単位 」

・ ○ 旧「 単位 」

春 ・ ○ ［ 名 ，旧「 」

秋 廣 田 秀 孝 ・ ○ ［ 名 ，旧「 」

秋 田 辺 希久子 ・ ○ ［ 名

春 ・ ○ ［ 名］，旧「 」

秋 ・ ○ ［ 名］，旧「 」

春 ・ ○ ［ 名］

秋 ・ ○ ［ 名］

春 ・ ○
［ 名］，旧「和文英訳」，旧「和文英訳

」

秋 ・ ○
［ 名］，旧「和文英訳」，旧「和文英訳

」

春 小 塩 和 人 ・ ○
名 ，旧「リーディング・スキルズ 」，

「 」

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

春 ○

グループ，旧「英作文 」
グループ，旧「英作文 」

グループ，旧「英作文 」

小 塩 和 人 グループ，旧「英作文 」

飯 島 真里子 グループ，旧「英作文 」

大 塚 祐 子 グループ，旧「英作文 」

北 原 真 冬 グループ，旧「英作文 」

北 原 真 冬 グループ，旧「英作文 」

秋 ○

グループ，旧「英作文 」

グループ，旧「英作文 」

未 定 グループ，旧「英作文 」

小 塩 和 人 グループ，旧「英作文 」

飯 島 真里子 グループ，旧「英作文 」

大 塚 祐 子 グループ，旧「英作文 」

北 原 真 冬 グループ，旧「英作文 」

北 原 真 冬 グループ，旧「英作文 」

学科科目〔専攻科目（選択科目）〕

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

［ ・ 年次選択科目］

北米地域研究入門 春
コーディネータ

出 口 真紀子
・ 輪講，注 ， コ

北米地域研究入門 秋 庭 山 雄 吉 ・ 名 ，注 ， コ

北米地域研究入門 春 小 塩 和 人 ・
旧「アメリカ研究入門 」，旧「アメリカ研究

入門 」， コ

北米地域研究入門 秋 小 塩 和 人 ・
旧「アメリカ研究入門 」，旧「アメリカ研究

入門 」， コ

シェイクスピア入門 春 東 郷 公 德 ・ 名，旧「英国研究入門」

春 吉 田 研 作 ・ ○ 名 ，旧「言語習得入門」， コ

秋 吉 田 研 作 ・ ○ 名 ，旧「心理言語学入門」

春 和 泉 伸 一 ・ ○ 旧「英語学入門 」， コ

秋 和 泉 伸 一 ・ ○ 旧「英語学入門 」， コ

英語音声学 秋 北 原 真 冬 名 ， コ

［ 年次英文講読］

春 石 井 紀 子 ○ 注 ，旧「英文講読（アメリカ研究）」

秋 石 井 紀 子 ○ 注 ，旧「英文講読（アメリカ研究） 」

秋 廣 田 秀 孝 ○
注 ，旧「 」，「英文講読（社

会史）Ⅰ」

休講 小 川 公 代 ○
注 ，旧「英文講読（英国文化思想研究Ⅰ）」，

旧「 」

英文学講読 春 東 郷 公 德 ［ 名］，注 ，旧「英文学講読（ 単位）」

英文学講読 秋 東 郷 公 德 ［ 名］，注 ，旧「英文学講読（ 単位）」

ＴＨＥ

春 北 原 真 冬 ○
名 ，注 ，旧「

」

ＴＨＥ

休講 北 原 真 冬 ○ 注 ，旧「 」

休講 大 塚 祐 子 ○ 注 ，旧「 」

春 大 塚 祐 子 ○
［ 名］，注 ，旧「

」
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履修度
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ナンバリング 授業科目

単

位

開
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期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

［教職科目］

英語科教育法 春 渡 部 良 典 ～ 名 ，旧「英語科教育法 」

春 佐 藤 敬 典 ～ ○
旧「英語科教育法 」，「英語科教育法

Ⅱ」

春 和 泉 伸 一 ～ ○ ［ 名］，旧「英語科教育法 」

秋 ～ ○ ［ 名］

秋 峰 松 愛 子 ～ ○
名 ，旧「 （ 単位）」，「英

語科教育法」

［ ・ 年次選択科目］

隔 AMERICAN WOMEN’S HISTORY 春 石 井 紀 子 ～ ○
旧「アメリカ女性史Ⅰ」，「アメリカ女性史 」，

コ

隔 AMERICAN WOMEN’S HISTORY 休講 石 井 紀 子 ～ ○
旧「アメリカ女性史Ⅱ」，「アメリカ女性史 」，

コ

隔

重
休講 小 川 公 代 ～ ○

旧「英国研究 」，「英国研究Ｂ－Ⅰ」，「

」，（コ）

隔

重
休講 小 川 公 代 ～ ○

旧「英国研究 」，「英国研究Ｂ－Ⅱ」，「

」，（コ）

隔 春 出 口 真紀子 ～ ○ 旧「文化心理学 」， コ

隔 秋 出 口 真紀子 ～ ○ 旧「文化心理学 」， コ

春 ～ ○ 名

秋 ～ ○ 名

隔 休講 飯 島 真里子 ～ ○
旧「太平洋日系移民史」，「太平洋日系移民史Ⅰ」，

コ

隔 秋 飯 島 真里子 ～ ○
旧「太平洋日系移民史」，「太平洋日系移民史Ⅱ」，

コ

重 休講 ～ ○ 旧「バイリンガル教育」， コ

重 春 ～ ○ 旧「異文化交渉と英語Ⅰ」， コ

重

隔
秋 ～ ○ 旧「異文化交渉と英語Ⅱ」， コ

隔 休講 ～ ○
旧「 」 単位 ，「

」（ 単位）

休講 ～ ○ 旧「社会暴力問題Ⅰ」

休講 ～ ○ 旧「社会暴力問題Ⅱ」

重 カナダの宗教 春 伊 達 聖 伸 ～ （コ）

重 秋 増 田 光 ・ ○ ［ 名］，旧「アメリカ演劇・映画論」， コ

重
）

春 小 塩 和 人 ・ ○
旧「演習（アメリカ研究Ⅰ）」，「 （

」， コ

重
）

秋 小 塩 和 人 ・ ○
旧「演習（アメリカ研究Ⅱ）」，「

」， コ

重
）

春 石 井 紀 子 ・ ○
旧「演習（アメリカ史Ⅰ）」，「 （ ）

」， コ

重
（

）
秋 石 井 紀 子 ・ ○

旧「演習（アメリカ史Ⅱ）」，「 （ ）

」， コ

（隔） 休講 坂 本 光 代 ・ ○ 注 ，旧「マイノリティ教育Ⅰ」， コ

隔 休講 坂 本 光 代 ・ ○ 注 ，旧「マイノリティ教育Ⅱ」， コ

・ ○ 旧「 単位 」

・ ○ 旧「 単位 」

・ ○ 旧「 単位 」

・ ○ 旧「 単位 」

春 ・ ○ ［ 名 ，旧「 」

秋 廣 田 秀 孝 ・ ○ ［ 名 ，旧「 」

秋 田 辺 希久子 ・ ○ ［ 名

春 ・ ○ ［ 名］，旧「 」

秋 ・ ○ ［ 名］，旧「 」

春 ・ ○ ［ 名］

秋 ・ ○ ［ 名］

春 ・ ○
［ 名］，旧「和文英訳」，旧「和文英訳

」

秋 ・ ○
［ 名］，旧「和文英訳」，旧「和文英訳

」

春 小 塩 和 人 ・ ○
名 ，旧「リーディング・スキルズ 」，

「 」

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

春 ○

グループ，旧「英作文 」
グループ，旧「英作文 」

グループ，旧「英作文 」

小 塩 和 人 グループ，旧「英作文 」

飯 島 真里子 グループ，旧「英作文 」

大 塚 祐 子 グループ，旧「英作文 」

北 原 真 冬 グループ，旧「英作文 」

北 原 真 冬 グループ，旧「英作文 」

秋 ○

グループ，旧「英作文 」

グループ，旧「英作文 」

未 定 グループ，旧「英作文 」

小 塩 和 人 グループ，旧「英作文 」

飯 島 真里子 グループ，旧「英作文 」

大 塚 祐 子 グループ，旧「英作文 」

北 原 真 冬 グループ，旧「英作文 」

北 原 真 冬 グループ，旧「英作文 」

学科科目〔専攻科目（選択科目）〕

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

［ ・ 年次選択科目］

北米地域研究入門 春
コーディネータ

出 口 真紀子
・ 輪講，注 ， コ

北米地域研究入門 秋 庭 山 雄 吉 ・ 名 ，注 ， コ

北米地域研究入門 春 小 塩 和 人 ・
旧「アメリカ研究入門 」，旧「アメリカ研究

入門 」， コ

北米地域研究入門 秋 小 塩 和 人 ・
旧「アメリカ研究入門 」，旧「アメリカ研究

入門 」， コ

シェイクスピア入門 春 東 郷 公 德 ・ 名，旧「英国研究入門」

春 吉 田 研 作 ・ ○ 名 ，旧「言語習得入門」， コ

秋 吉 田 研 作 ・ ○ 名 ，旧「心理言語学入門」

春 和 泉 伸 一 ・ ○ 旧「英語学入門 」， コ

秋 和 泉 伸 一 ・ ○ 旧「英語学入門 」， コ

英語音声学 秋 北 原 真 冬 名 ， コ

［ 年次英文講読］

春 石 井 紀 子 ○ 注 ，旧「英文講読（アメリカ研究）」

秋 石 井 紀 子 ○ 注 ，旧「英文講読（アメリカ研究） 」

秋 廣 田 秀 孝 ○
注 ，旧「 」，「英文講読（社

会史）Ⅰ」

休講 小 川 公 代 ○
注 ，旧「英文講読（英国文化思想研究Ⅰ）」，

旧「 」

英文学講読 春 東 郷 公 德 ［ 名］，注 ，旧「英文学講読（ 単位）」

英文学講読 秋 東 郷 公 德 ［ 名］，注 ，旧「英文学講読（ 単位）」

ＴＨＥ

春 北 原 真 冬 ○
名 ，注 ，旧「

」

ＴＨＥ

休講 北 原 真 冬 ○ 注 ，旧「 」

休講 大 塚 祐 子 ○ 注 ，旧「 」

春 大 塚 祐 子 ○
［ 名］，注 ，旧「

」

─ 763 ── 762 ─

13_外国語学部（13年次以前）.indd   763 2020/03/25   15:52:50



― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

（英語学）

英語科教育法 春 渡 部 良 典 ～ 名 ，旧「英語科教育法Ⅰ」

春 佐 藤 敬 典 ～ ○
旧「英語科教育法 」，「英語科教育法

Ⅱ」

春 和 泉 伸 一 ～ ○ ［ 名］，旧「英語科教育法Ⅲ」

秋 ～ ○ ［ 名］

秋 峰 松 愛 子 ～ ○
名 ，旧「 単位」，「英語科

教育法」

秋 大 塚 祐 子 ～ ○ 名 ，旧「 」，（コ）

隔 休講 大 塚 祐 子 ～ ○ （コ）

（コミュニケーション）

休講 ～ 〇

休講 ～ 〇

休講 ～ 〇

休講 ～ 〇

重 休講 ～ ○ 旧「バイリンガル教育」， コ

重 春 ～ ○ 旧「異文化交渉と英語Ⅰ」， コ

隔

重
秋 ～ ○ 旧「異文化交渉と英語Ⅱ」， コ

春 国 井 信 一 ～ ○ ［ 名］，旧「通訳入門Ａ－ 」， コ

秋 国 井 信 一 ～ ○ ［ 名］，旧「通訳入門Ａ－ 」， コ

通訳入門 － 春 国 井 信 一 ～ ［ 名］， コ

通訳入門 － 秋 国 井 信 一 ～ ［ 名］， コ

通訳入門 － 春 高 橋 絹 子 ～ 名 ，注 ， コ

通訳入門 － 秋 高 橋 絹 子 ～ 名 ，注 ， コ

春 ～ ○ （コ）

隔） 秋 ～ ○ （コ）

英語と社会 春
コーディネータ

東 郷 公 德
～ 輪講

英語と社会 秋
コーディネータ

東 郷 公 德
～ 輪講

秋 田 辺 希久子 ・ ○ ［ 名

（演習）

重 春 大 塚 祐 子 ・ ○ コ

重 秋 大 塚 祐 子 ・ ○ コ

重 （ ） 春 和 泉 伸 一 ・ ○ （他）言語学研究専門分野，注 ，旧「演習（応用言語学）Ⅰ」，コ

重 （ ） 秋 和 泉 伸 一 ・ ○ （他）言語学研究専門分野，注 ，旧「演習（応用言語学）Ⅱ」，コ

重 （ ） 休講 坂 本 光 代 ・ ○ 旧「演習（批判応用言語学Ⅰ）」， コ

重 （ ） 休講 坂 本 光 代 ・ ○ 旧「演習（批判応用言語学Ⅱ）」， コ

重 （ ） 春 ・ ○ 旧「演習（社会言語学Ⅰ）」， コ

重 （ ） 秋 ・ ○ 旧「演習（社会言語学Ⅱ）」， コ

重 演習（音声学・音韻論） 春 北 原 真 冬 ・
（他）言語学研究専門分野，注 ，旧「演習（音声学・

音韻論Ⅰ）」， コ

重 演習（音声学・音韻論） 秋 北 原 真 冬 ・
（他）言語学研究専門分野，注 ，旧「演習（音声学・

音韻論Ⅱ）」， コ

重 春 出 口 真紀子 ・ ○ （コ）

重 秋 出 口 真紀子 ・ ○ （コ）

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員 注

Ⅱ．アメリカ研究

（歴史・政治）
春 廣 田 秀 孝 ～ ○ （コ）

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

秋 小 塩 和 人 ・ ○
名 ，旧「リーディング・スキルズ 」，

「 」

休講 小 川 公 代 ・ ○

休講 小 川 公 代 ・ ○

春 ・ ○ ［ 名］

秋 ・ ○ ［ 名］

春 ・ ○ ［ 名］，旧「ビジネス・コミュニケーション 」

秋 ・ ○ ［ 名］，旧「ビジネス・コミュニケーション 」

春 ・ ○
名 ，注 ，旧「時事問題ディスカッション」，「時

事問題ディスカッション 」

秋 ・ ○ 名 ，注 ，旧「時事問題ディスカッション 」

秋 ・ ○ ［ 名］

春 廣 田 秀 孝 ・ ○ ［ 名］

秋 廣 田 秀 孝 ・ ○ ［ 名］

東 大 作 ○ （他）グローバル教育センター， 名

東 大 作 ○ （他）グローバル教育センター， 名

東 大 作 ○ （他）グローバル教育センター， 名

休講 東 大 作 ○ （他）グローバル教育センター

春 ・ ○ （他）国際教養学部，注

秋 ・ ○ （他）国際教養学部，注

春 ・ ○ （他）国際教養学部，注

春 ・ ○ （他）国際教養学部，注

秋 ・ ○ （他）国際教養学部，注

春 ・ ○ （他）国際教養学部，注

秋 ・ ○ （他）国際教養学部，注

春 ・ ○ （他）国際教養学部，注

秋 ・ ○ （他）国際教養学部，注

休講 ・ ○ （他）国際教養学部，注

春 ・ ○ （他）国際教養学部，注

春 ・ ○ （他）国際教養学部，注

秋 ・ ○ （他）国際教養学部，注

春 ・ ○ （他）国際教養学部，注

秋 ・ ○ （他）国際教養学部，注

休講 ・ ○ （他）国際教養学部，注

秋 ・ ○ （他）国際教養学部，注

［専門分野］

Ⅰ．英語研究

（文献研究）

隔 休講 出 口 真紀子 ～ ○ 旧「差別の心理学」， コ

春 和 泉 伸 一 ～ ○ 旧「第 言語習得研究 」， コ

秋 和 泉 伸 一 ～ ○ 旧「第 言語習得研究 」， コ

隔 休講 坂 本 光 代 ・ ○ 注 ，旧「マイノリティ教育Ⅰ」， コ

隔 休講 坂 本 光 代 ・ ○ 注 ，旧「マイノリティ教育Ⅱ」， コ
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

（英語学）

英語科教育法 春 渡 部 良 典 ～ 名 ，旧「英語科教育法Ⅰ」

春 佐 藤 敬 典 ～ ○
旧「英語科教育法 」，「英語科教育法

Ⅱ」

春 和 泉 伸 一 ～ ○ ［ 名］，旧「英語科教育法Ⅲ」

秋 ～ ○ ［ 名］

秋 峰 松 愛 子 ～ ○
名 ，旧「 単位」，「英語科

教育法」

秋 大 塚 祐 子 ～ ○ 名 ，旧「 」，（コ）

隔 休講 大 塚 祐 子 ～ ○ （コ）

（コミュニケーション）

休講 ～ 〇

休講 ～ 〇

休講 ～ 〇

休講 ～ 〇

重 休講 ～ ○ 旧「バイリンガル教育」， コ

重 春 ～ ○ 旧「異文化交渉と英語Ⅰ」， コ

隔

重
秋 ～ ○ 旧「異文化交渉と英語Ⅱ」， コ

春 国 井 信 一 ～ ○ ［ 名］，旧「通訳入門Ａ－ 」， コ

秋 国 井 信 一 ～ ○ ［ 名］，旧「通訳入門Ａ－ 」， コ

通訳入門 － 春 国 井 信 一 ～ ［ 名］， コ

通訳入門 － 秋 国 井 信 一 ～ ［ 名］， コ

通訳入門 － 春 高 橋 絹 子 ～ 名 ，注 ， コ

通訳入門 － 秋 高 橋 絹 子 ～ 名 ，注 ， コ

春 ～ ○ （コ）

隔） 秋 ～ ○ （コ）

英語と社会 春
コーディネータ

東 郷 公 德
～ 輪講

英語と社会 秋
コーディネータ

東 郷 公 德
～ 輪講

秋 田 辺 希久子 ・ ○ ［ 名

（演習）

重 春 大 塚 祐 子 ・ ○ コ

重 秋 大 塚 祐 子 ・ ○ コ

重 （ ） 春 和 泉 伸 一 ・ ○ （他）言語学研究専門分野，注 ，旧「演習（応用言語学）Ⅰ」，コ

重 （ ） 秋 和 泉 伸 一 ・ ○ （他）言語学研究専門分野，注 ，旧「演習（応用言語学）Ⅱ」，コ

重 （ ） 休講 坂 本 光 代 ・ ○ 旧「演習（批判応用言語学Ⅰ）」， コ

重 （ ） 休講 坂 本 光 代 ・ ○ 旧「演習（批判応用言語学Ⅱ）」， コ

重 （ ） 春 ・ ○ 旧「演習（社会言語学Ⅰ）」， コ

重 （ ） 秋 ・ ○ 旧「演習（社会言語学Ⅱ）」， コ

重 演習（音声学・音韻論） 春 北 原 真 冬 ・
（他）言語学研究専門分野，注 ，旧「演習（音声学・

音韻論Ⅰ）」， コ

重 演習（音声学・音韻論） 秋 北 原 真 冬 ・
（他）言語学研究専門分野，注 ，旧「演習（音声学・

音韻論Ⅱ）」， コ

重 春 出 口 真紀子 ・ ○ （コ）

重 秋 出 口 真紀子 ・ ○ （コ）

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員 注

Ⅱ．アメリカ研究

（歴史・政治）
春 廣 田 秀 孝 ～ ○ （コ）

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

秋 小 塩 和 人 ・ ○
名 ，旧「リーディング・スキルズ 」，

「 」

休講 小 川 公 代 ・ ○

休講 小 川 公 代 ・ ○

春 ・ ○ ［ 名］

秋 ・ ○ ［ 名］

春 ・ ○ ［ 名］，旧「ビジネス・コミュニケーション 」

秋 ・ ○ ［ 名］，旧「ビジネス・コミュニケーション 」

春 ・ ○
名 ，注 ，旧「時事問題ディスカッション」，「時

事問題ディスカッション 」

秋 ・ ○ 名 ，注 ，旧「時事問題ディスカッション 」

秋 ・ ○ ［ 名］

春 廣 田 秀 孝 ・ ○ ［ 名］

秋 廣 田 秀 孝 ・ ○ ［ 名］

東 大 作 ○ （他）グローバル教育センター， 名

東 大 作 ○ （他）グローバル教育センター， 名

東 大 作 ○ （他）グローバル教育センター， 名

休講 東 大 作 ○ （他）グローバル教育センター

春 ・ ○ （他）国際教養学部，注

秋 ・ ○ （他）国際教養学部，注

春 ・ ○ （他）国際教養学部，注

春 ・ ○ （他）国際教養学部，注

秋 ・ ○ （他）国際教養学部，注

春 ・ ○ （他）国際教養学部，注

秋 ・ ○ （他）国際教養学部，注

春 ・ ○ （他）国際教養学部，注

秋 ・ ○ （他）国際教養学部，注

休講 ・ ○ （他）国際教養学部，注

春 ・ ○ （他）国際教養学部，注

春 ・ ○ （他）国際教養学部，注

秋 ・ ○ （他）国際教養学部，注

春 ・ ○ （他）国際教養学部，注

秋 ・ ○ （他）国際教養学部，注

休講 ・ ○ （他）国際教養学部，注

秋 ・ ○ （他）国際教養学部，注

［専門分野］

Ⅰ．英語研究

（文献研究）

隔 休講 出 口 真紀子 ～ ○ 旧「差別の心理学」， コ

春 和 泉 伸 一 ～ ○ 旧「第 言語習得研究 」， コ

秋 和 泉 伸 一 ～ ○ 旧「第 言語習得研究 」， コ

隔 休講 坂 本 光 代 ・ ○ 注 ，旧「マイノリティ教育Ⅰ」， コ

隔 休講 坂 本 光 代 ・ ○ 注 ，旧「マイノリティ教育Ⅱ」， コ
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履修度
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コード
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択
科
目

休講 ～ 〇 コ

（英語文化圏）

休講 ～ ○ コ

秋 ～ ○ 名 ， コ

隔 アイルランド研究 秋 小 山 英 之 ～ 旧「アイルランド研究 」， コ

隔 アイルランド研究 休講 小 山 英 之 ～ 旧「アイルランド研究 」，（コ

休講 ～ 〇 コ

隔）
食のグローバル・ヒ

ストリー
休講 飯 島 真里子 ～ コ

経済入門 春 江 頭 隆 治 ～ 注 ， コ

経済入門 秋 江 頭 隆 治 ～ 注 ， コ

重 休講 ・ ○ 旧「オーストラリア社会 」

重 休講 ・ ○ 旧「オーストラリア社会 」

春 ～ ○ 名

秋 ～ ○ 名

（演習）

重 休講 ・ ○
旧「演習（オーストラリア研究）」，「演習（オーストラリア研

究 ）」

重 休講 ・ ○
旧「演習（オーストラリア研究）」，「演習（オーストラリア研

究 ）」

重
（

）
春 飯 島 真里子 ・ ○ 旧「演習（移民と帝国 ）」， コ

重
（

）
秋 飯 島 真里子 ・ ○ 旧「演習（移民と帝国 ）」， コ

重）演習（英文学） 春 東 郷 公 德 ・ 旧「演習（英文学） （ 単位）」， コ

重 演習（英文学） 秋 東 郷 公 德 ・ 旧「演習（英文学） （ 単位）」， コ

重 春 ・ ○ （コ）

重 秋 ・ ○ （コ）

重
演習

（イギリス文化・文学研究）
休講 小 川 公 代 ・

旧「演習（イギリス文化・文学研究 ）」，

コ

重
演習

（イギリス文化・文学研究）
休講 小 川 公 代 ・

旧「演習（イギリス文化・文学研究 ）」，

コ

（重） 春 ・ ○ コ

（重） 秋 ・ ○ コ

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員 注

Ⅳ．ヨーロッパ研究

ヨーロッパ研究専門分野のページを参照のこと

Ⅴ．言語学研究

言語学研究専門分野のページを参照のこと

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

隔

重
春 小 塩 和 人 ～ ○ 旧「米国史概説Ⅰ」， コ

隔

重
秋 小 塩 和 人 ～ ○ 旧「米国史概説Ⅱ」， コ

隔

重
休講 小 塩 和 人 ～ ○

旧「 」，「

」，「米国史特講Ⅰ」，「米国史特講Ⅱ」， コ

難民とアメリカ 秋 佐 原 彩 子 ～ （コ）

アメリカ社会史 秋 兼 子 歩 ～ （コ）

隔 食のグローバル・ヒストリー 休講 飯 島 真里子 ～ （コ）

隔 休講 飯 島 真里子 ～ ○
旧「太平洋日系移民史」，「太平洋日系移民史Ⅰ」，

コ

隔 秋 飯 島 真里子 ～ ○
旧「太平洋日系移民史」，「太平洋日系移民史Ⅱ」，

コ

隔 AMERICAN WOMEN’S HISTORY 春 石 井 紀 子 ～ ○ 旧「アメリカ女性史Ⅰ」，「アメリカ女性史 」，コ

隔 AMERICAN WOMEN’S HISTORY 休講 石 井 紀 子 ～ ○
旧「アメリカ女性史Ⅱ」，「アメリカ女性史 」，

コ

隔 海を越える女性史 秋 石 井 紀 子 ～ （コ）

重 カナダの宗教 春 伊 達 聖 伸 ～ （コ）

（文化・芸術）

北米風土論 春 生 井 英 考 ～ 名 ， コ

重 秋 増 田 光 ・ ○ ［ 名］，旧「アメリカ演劇・映画論」， コ

（経済・社会）

秋 今 野 裕 子 ～ ○ コ

経済入門 春 江 頭 隆 治 ～ 注 ， コ

経済入門 秋 江 頭 隆 治 ～ 注 ， コ

（演習）

重
（

）
春 石 井 紀 子 ・ ○

旧「演習（アメリカ史Ⅰ）」，「 （ ）

」， コ

重
（

）
秋 石 井 紀 子 ・ ○

旧「演習（アメリカ史Ⅱ）」，「 （ ）

」， コ

重
（

）
春 小 塩 和 人 ・ ○

旧「演習（アメリカ研究Ⅰ）」，「 （ ）

」， コ

重
（

）
秋 小 塩 和 人 ・ ○

旧「演習（アメリカ研究Ⅱ）」，「 （ ）

」， コ

重 春 出 口 真紀子 ・ ○ （コ）

重 秋 出 口 真紀子 ・ ○ （コ）

重） （ 春 飯 島 真里子 ・ ○ 旧「演習（移民と帝国 ）」， コ

重） （ 秋 飯 島 真里子 ・ ○ 旧「演習（移民と帝国 ）」， コ

重 春 ・ ○
旧「演習（アメリカメディア・フィルムⅠ）」，

（コ）

重 秋 ・ ○
旧「演習（アメリカメディア・フィルムⅡ）」，

（コ）

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員 注

Ⅲ．英国・英語圏研究

（イギリス）
シェイクスピア演劇 秋 東 郷 公 德 ～ 名 ，（コ）

隔）

重）
休講 小 川 公 代 ～ ○

旧「英国研究 」，「英国研究 」，「

」，（コ）

隔）

重）
休講 小 川 公 代 ～ ○

旧「英国研究 」，「英国研究 」，「

」，（コ）

隔 イギリス文化史概論 休講 小 川 公 代 ～ （コ）

春 ～ ○
名 ，旧「

」，（コ）

隔

重
秋 ～ ○

名 ，旧「

」，（コ）
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語
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目

休講 ～ 〇 コ

（英語文化圏）

休講 ～ ○ コ

秋 ～ ○ 名 ， コ

隔 アイルランド研究 秋 小 山 英 之 ～ 旧「アイルランド研究 」， コ

隔 アイルランド研究 休講 小 山 英 之 ～ 旧「アイルランド研究 」，（コ

休講 ～ 〇 コ

隔）
食のグローバル・ヒ

ストリー
休講 飯 島 真里子 ～ コ

経済入門 春 江 頭 隆 治 ～ 注 ， コ

経済入門 秋 江 頭 隆 治 ～ 注 ， コ

重 休講 ・ ○ 旧「オーストラリア社会 」

重 休講 ・ ○ 旧「オーストラリア社会 」

春 ～ ○ 名

秋 ～ ○ 名

（演習）

重 休講 ・ ○
旧「演習（オーストラリア研究）」，「演習（オーストラリア研

究 ）」

重 休講 ・ ○
旧「演習（オーストラリア研究）」，「演習（オーストラリア研

究 ）」

重
（

）
春 飯 島 真里子 ・ ○ 旧「演習（移民と帝国 ）」， コ

重
（

）
秋 飯 島 真里子 ・ ○ 旧「演習（移民と帝国 ）」， コ

重）演習（英文学） 春 東 郷 公 德 ・ 旧「演習（英文学） （ 単位）」， コ

重 演習（英文学） 秋 東 郷 公 德 ・ 旧「演習（英文学） （ 単位）」， コ

重 春 ・ ○ （コ）

重 秋 ・ ○ （コ）

重
演習

（イギリス文化・文学研究）
休講 小 川 公 代 ・

旧「演習（イギリス文化・文学研究 ）」，

コ

重
演習

（イギリス文化・文学研究）
休講 小 川 公 代 ・

旧「演習（イギリス文化・文学研究 ）」，

コ

（重） 春 ・ ○ コ

（重） 秋 ・ ○ コ

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員 注

Ⅳ．ヨーロッパ研究

ヨーロッパ研究専門分野のページを参照のこと

Ⅴ．言語学研究

言語学研究専門分野のページを参照のこと

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

隔

重
春 小 塩 和 人 ～ ○ 旧「米国史概説Ⅰ」， コ

隔

重
秋 小 塩 和 人 ～ ○ 旧「米国史概説Ⅱ」， コ

隔

重
休講 小 塩 和 人 ～ ○

旧「 」，「

」，「米国史特講Ⅰ」，「米国史特講Ⅱ」， コ

難民とアメリカ 秋 佐 原 彩 子 ～ （コ）

アメリカ社会史 秋 兼 子 歩 ～ （コ）

隔 食のグローバル・ヒストリー 休講 飯 島 真里子 ～ （コ）

隔 休講 飯 島 真里子 ～ ○
旧「太平洋日系移民史」，「太平洋日系移民史Ⅰ」，

コ

隔 秋 飯 島 真里子 ～ ○
旧「太平洋日系移民史」，「太平洋日系移民史Ⅱ」，

コ

隔 AMERICAN WOMEN’S HISTORY 春 石 井 紀 子 ～ ○ 旧「アメリカ女性史Ⅰ」，「アメリカ女性史 」，コ

隔 AMERICAN WOMEN’S HISTORY 休講 石 井 紀 子 ～ ○
旧「アメリカ女性史Ⅱ」，「アメリカ女性史 」，

コ

隔 海を越える女性史 秋 石 井 紀 子 ～ （コ）

重 カナダの宗教 春 伊 達 聖 伸 ～ （コ）

（文化・芸術）

北米風土論 春 生 井 英 考 ～ 名 ， コ

重 秋 増 田 光 ・ ○ ［ 名］，旧「アメリカ演劇・映画論」， コ

（経済・社会）

秋 今 野 裕 子 ～ ○ コ

経済入門 春 江 頭 隆 治 ～ 注 ， コ

経済入門 秋 江 頭 隆 治 ～ 注 ， コ

（演習）

重
（

）
春 石 井 紀 子 ・ ○

旧「演習（アメリカ史Ⅰ）」，「 （ ）

」， コ

重
（

）
秋 石 井 紀 子 ・ ○

旧「演習（アメリカ史Ⅱ）」，「 （ ）

」， コ

重
（

）
春 小 塩 和 人 ・ ○

旧「演習（アメリカ研究Ⅰ）」，「 （ ）

」， コ

重
（

）
秋 小 塩 和 人 ・ ○

旧「演習（アメリカ研究Ⅱ）」，「 （ ）

」， コ

重 春 出 口 真紀子 ・ ○ （コ）

重 秋 出 口 真紀子 ・ ○ （コ）

重） （ 春 飯 島 真里子 ・ ○ 旧「演習（移民と帝国 ）」， コ

重） （ 秋 飯 島 真里子 ・ ○ 旧「演習（移民と帝国 ）」， コ

重 春 ・ ○
旧「演習（アメリカメディア・フィルムⅠ）」，

（コ）

重 秋 ・ ○
旧「演習（アメリカメディア・フィルムⅡ）」，

（コ）

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員 注

Ⅲ．英国・英語圏研究

（イギリス）
シェイクスピア演劇 秋 東 郷 公 德 ～ 名 ，（コ）

隔）

重）
休講 小 川 公 代 ～ ○

旧「英国研究 」，「英国研究 」，「

」，（コ）

隔）

重）
休講 小 川 公 代 ～ ○

旧「英国研究 」，「英国研究 」，「

」，（コ）

隔 イギリス文化史概論 休講 小 川 公 代 ～ （コ）

春 ～ ○
名 ，旧「

」，（コ）

隔

重
秋 ～ ○

名 ，旧「

」，（コ）
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― ―

ドイツ語学科 

〔教育研究上の目的〕

ドイツ語の高度な運用能力を養い，地域研究，言語研究等の専門研究の基礎となる幅広い教養（人文・社会科学，ドイ

ツ語圏に関する基礎知識）を修得すること

〔人材養成の目的〕

ドイツ語の高度な運用能力を基礎として，グローバル化する社会に貢献しうる人物，並びに地域研究，言語研究等の専

門家を養成すること

◎カリキュラム・ポリシーおよびディプロマポリシーは，本学ホームページ， ＞学部・大学院＞学部・学科におけ

る教育研究上の目的及び人材養成の目的を参照のこと。

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

Ⅵ．国際関係研究

国際関係研究専門分野のページを参照のこと

Ⅶ．アジア文化研究

アジア文化研究専門分野のページを参照のこと

コ ：この記号の付された科目の開講曜日・時限については， の各研究コースの時間割を参照すること。

注 ： 年度より，重複履修不可。
注 ：最終年次生のみ履修可。
注 ：英語学科生のみ履修可。
注 ：演習科目 の履修は， を既に履修したか， 相当の学力があることを前提とする。
注 ：外国語学部生及び総合グローバル学部生のみ履修可。
注 ：国際教養学部の科目を履修する場合には，学事センターの指示に従い，所定の手続きをふむこと。
注 ：初回授業にて授業内抽選が行われる。
注 ：経済学科生は履修不可。

海外短期研修科目

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

春 英語学科教員 ～ ○ 注 ， ，

春 英語学科教員 ～ ○
注 ， ，

旧「海外短期研修（オックスフォード大学）」

注 ：本学で開講される事前事後指導を含む所定のプログラムを修了し，上記研修に参加して所定の成果を修めたものは，上記科目の単
位が付与される。なお，上記科目は，履修登録の必要はなく，学期・年間の最高履修限度にも算入されない。

注 ：付与される単位は，「全学共通科目 選択科目 」もしくは「学科科目：その他」に充当される。

注 ：評価は （合格）・ （不合格）を使用する。
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ドイツ語学科 

〔教育研究上の目的〕

ドイツ語の高度な運用能力を養い，地域研究，言語研究等の専門研究の基礎となる幅広い教養（人文・社会科学，ドイ

ツ語圏に関する基礎知識）を修得すること

〔人材養成の目的〕

ドイツ語の高度な運用能力を基礎として，グローバル化する社会に貢献しうる人物，並びに地域研究，言語研究等の専

門家を養成すること

◎カリキュラム・ポリシーおよびディプロマポリシーは，本学ホームページ， ＞学部・大学院＞学部・学科におけ

る教育研究上の目的及び人材養成の目的を参照のこと。

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

Ⅵ．国際関係研究

国際関係研究専門分野のページを参照のこと

Ⅶ．アジア文化研究

アジア文化研究専門分野のページを参照のこと

コ ：この記号の付された科目の開講曜日・時限については， の各研究コースの時間割を参照すること。

注 ： 年度より，重複履修不可。
注 ：最終年次生のみ履修可。
注 ：英語学科生のみ履修可。
注 ：演習科目 の履修は， を既に履修したか， 相当の学力があることを前提とする。
注 ：外国語学部生及び総合グローバル学部生のみ履修可。
注 ：国際教養学部の科目を履修する場合には，学事センターの指示に従い，所定の手続きをふむこと。
注 ：初回授業にて授業内抽選が行われる。
注 ：経済学科生は履修不可。

海外短期研修科目

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

春 英語学科教員 ～ ○ 注 ， ，

春 英語学科教員 ～ ○
注 ， ，

旧「海外短期研修（オックスフォード大学）」

注 ：本学で開講される事前事後指導を含む所定のプログラムを修了し，上記研修に参加して所定の成果を修めたものは，上記科目の単
位が付与される。なお，上記科目は，履修登録の必要はなく，学期・年間の最高履修限度にも算入されない。

注 ：付与される単位は，「全学共通科目 選択科目 」もしくは「学科科目：その他」に充当される。

注 ：評価は （合格）・ （不合格）を使用する。
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― ―

． 標準配当表

・ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

英語・フランス語・イス
パニア語・ロシア語・ポ
ルトガル語・中国語・コ
リア語・インドネシア
語・フィリピン語・アラ
ビア語・イタリア語・ラ
テン語から か国語

左記と同一の外国語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

基
礎
科
目

外
国
語
学
部

（

単
位
）

選
択

専
攻
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

基礎科目：

基礎ドイツ語Ⅰ

基礎ドイツ語Ⅰ

基礎ドイツ語Ⅰ

基礎ドイツ語Ⅰ

ドイツ語圏入門 注

基礎科目：

基礎ドイツ語Ⅱ

基礎ドイツ語Ⅱ

基礎ドイツ語Ⅱ

基礎ドイツ語Ⅱ

ドイツ語圏入門 注

ドイツ語圏入門 注

（

単
位
）

選
択

選択科目「ドイツ語Ⅲ」の表現・聴解のそれぞれから 科目
単位を履修すること。（注 ）
選択科目「専門読解準備コース」から履修する。

選択科目 専門分野 本学科開講Ⅰ・Ⅱまたは文学部

ドイツ文学科開講「学科科目」 群（外国語学部

またはドイツ語学科との合併科目を除く）から履修

する。

（

単
位
）

専
門
分
野
科
目
そ
の
他

①選択科目 専門分野 本学科開講Ⅰ・Ⅱおよび各専門分野開講Ⅲ Ⅵ（全学共通科目を除く），②文学部ドイツ

文学科開講「学科科目」 群（外国語学部またはドイツ語学科との合併科目を除く），③課程科目（実習を除

く），④他学部・他学科の科目，⑤学科科目としての外国語（ドイツ語以外で全学共通科目として選択したも

のとは異なる 言語を 単位まで）で充当する。

注 「ドイツ語圏入門 」を未修得の者は「ドイツ語圏研究Ａ」を履修すること。

注 「ドイツ語圏入門 」を未修得の者は「ドイツ語圏研究 」を履修すること。

注 「ドイツ語圏入門 」を未修得の者は「ドイツ語圏研究 」を履修すること。

注 年度より「口頭表現」は「表現」に科目名変更。

― ―

． 卒業に要する科目，単位数の最低基準

・ 年次生

〈全学共通科目〉

必 修 単位 体 育 単位

外国語科目 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

〈学科科目〉

外国語学部基礎科目＊ 単位

専 攻 科 目 単位 必修科目 単位

選択科目 単位

専門分野科目その他 単位

合 計 単位

＊ 外国語学部基礎科目については 参照。
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． 標準配当表

・ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

英語・フランス語・イス
パニア語・ロシア語・ポ
ルトガル語・中国語・コ
リア語・インドネシア
語・フィリピン語・アラ
ビア語・イタリア語・ラ
テン語から か国語

左記と同一の外国語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

基
礎
科
目

外
国
語
学
部

（

単
位
）

選
択

専
攻
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

基礎科目：

基礎ドイツ語Ⅰ

基礎ドイツ語Ⅰ

基礎ドイツ語Ⅰ

基礎ドイツ語Ⅰ

ドイツ語圏入門 注

基礎科目：

基礎ドイツ語Ⅱ

基礎ドイツ語Ⅱ

基礎ドイツ語Ⅱ

基礎ドイツ語Ⅱ

ドイツ語圏入門 注

ドイツ語圏入門 注

（

単
位
）

選
択

選択科目「ドイツ語Ⅲ」の表現・聴解のそれぞれから 科目
単位を履修すること。（注 ）
選択科目「専門読解準備コース」から履修する。

選択科目 専門分野 本学科開講Ⅰ・Ⅱまたは文学部

ドイツ文学科開講「学科科目」 群（外国語学部

またはドイツ語学科との合併科目を除く）から履修

する。

（

単
位
）

専
門
分
野
科
目
そ
の
他

①選択科目 専門分野 本学科開講Ⅰ・Ⅱおよび各専門分野開講Ⅲ Ⅵ（全学共通科目を除く），②文学部ドイツ

文学科開講「学科科目」 群（外国語学部またはドイツ語学科との合併科目を除く），③課程科目（実習を除

く），④他学部・他学科の科目，⑤学科科目としての外国語（ドイツ語以外で全学共通科目として選択したも

のとは異なる 言語を 単位まで）で充当する。

注 「ドイツ語圏入門 」を未修得の者は「ドイツ語圏研究Ａ」を履修すること。

注 「ドイツ語圏入門 」を未修得の者は「ドイツ語圏研究 」を履修すること。

注 「ドイツ語圏入門 」を未修得の者は「ドイツ語圏研究 」を履修すること。

注 年度より「口頭表現」は「表現」に科目名変更。

― ―

． 卒業に要する科目，単位数の最低基準

・ 年次生

〈全学共通科目〉

必 修 単位 体 育 単位

外国語科目 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

〈学科科目〉

外国語学部基礎科目＊ 単位

専 攻 科 目 単位 必修科目 単位

選択科目 単位

専門分野科目その他 単位

合 計 単位

＊ 外国語学部基礎科目については 参照。
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― ―

④ 専門分野について

年次春学期末に下記の専門分野のうちから つ選択し学科事務室に届け出なければならない（届出できる専門分

野は 学科同一ではないので注意すること）。専門分野の届出については を参照のこと。

Ⅰ ドイツ語研究

Ⅱ ドイツ語圏研究

Ⅲ ヨーロッパ研究

Ⅳ 言語学研究

Ⅴ 国際関係研究

Ⅵ アジア文化研究

本学科が提供する専門分野（「Ⅰ ドイツ語研究」「Ⅱ ドイツ語圏研究」）の履修証明取得に必要な 単位の内訳は

以下のとおりである。研究科目は各専門分野が指定する講義科目，演習科目はゼミ形式の科目である。

研究科目 単位

演習科目 単位

卒業論文・卒業研究 単位

専門分野が指定する科目は「開講科目担当表」を参照のこと。

「ヨーロッパ研究」「言語学研究」「国際関係研究」「アジア文化研究」の各専門分野の履修証明取得に必要な

単位および指定する科目はそれぞれのページに記載されている。

⑤ 「専門分野科目その他」について

「専門分野科目その他」は，①選択科目 専門分野 （全学共通科目を除く），②文学部ドイツ文学科開講「学科科

目」 群および（ ）の中のドイツ語学科との合併科目を除く 群，③課程科目（実習を除く），④他学部・他学科

開講の「学科科目」，⑤学科科目としての外国語（ドイツ語を除く）の中から履修すること。

⑤として全学共通科目として選択したものとは異なる 言語を 単位まで卒業要件に算入することができる。

他学部・他学科の科目を履修する場合は，科目の履修要覧やシラバスを参照したうえで，他学科生の履修可否に

ついて担当教員の確認を必要とする。

⑥ 時間割表について

「開講科目担当表」において，備考欄の「（コ）」は，その科目が研究コース科目であることを示す。研究コース科目

の履修登録については以下の通り行うこと。この記号のない科目の履修登録については，「ドイツ語学科」の時間割を

参照し，そこに記載されている登録コードで履修登録すること。

． の「学事センター（教務）掲示板」に各学期初めに掲載される「研究コース科目時間割所属について」

の掲示にて，履修したい科目がどの研究コース所属（時間割の参照先）であるかを確認すること。（研究コー

ス科目は複数の研究コースに跨っている科目があり，参照先をまず確認する必要がある）

． の時間割（トップ画面 カリキュラム履修登録→時間割）にて履修したい科目の研究コースの時間割を参

照し，そこに記載されている登録コードで履修登録すること。

⑦ 卒業論文・卒業研究について

卒業論文・卒業研究の履修登録・内容・提出については，外国語学部の説明 ～ を読むこと。

執筆要領の詳細については，ドイツ語学科で定めた「卒業論文執筆に関する内規」を参照すること。

⑧ 外国語科目について

下記の 言語（初級，中級あるいは上級，計 単位）を履修する。ただし， 単位はすべて同一の言語とすること。

履修にあたっては， ～を参照すること。

英語，フランス語，イスパニア語，ロシア語，ポルトガル語，中国語，コリア語，インドネシア語，フィリピン語，

アラビア語，イタリア語，ラテン語

⑨ 最高履修限度について

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修登録することは出来

ない。

― ―

． 履修上の注意

＊ 外国語学部の説明 ～ と合わせて読むこと。

＊ 科目に付記されている科目記号の定義については，外国語学部の説明 に解説があるので参照すること。

＊ 学則 条には，「連続する か年において，学部学科が指定する授業科目を含む 単位以上を修得できない者については，学長が

退学を決定する」とある。したがって，

） 連続する か年で 単位を修得できなかった場合は，退学となる。

） 学科が各年次で指定する下記科目のうち，同一科目を連続する か年において修得できなかった場合は，退学

となる。

〇 年次：「基礎ドイツ語Ⅰa 」，「基礎ドイツ語Ⅰa 」

「基礎ドイツ語Ⅰb 」，「基礎ドイツ語Ⅰb 」

〇 年次：「基礎ドイツ語Ⅱa 」，「基礎ドイツ語Ⅱa 」

「基礎ドイツ語Ⅱb 」，「基礎ドイツ語Ⅱb 」

ただし，「基礎ドイツ語Ⅰ 」，「基礎ドイツ語Ⅰb 」，「基礎ドイツ語Ⅱa 」，「基礎ドイツ語Ⅱb 」について，

履修の前提となる科目を修得できなかったために履修できなかった年度は，連続する か年には計上しない。なお，

「連続する か年」の定義は，履修要覧〔ガイド・資料編〕 を確認すること。

① 外国語学部基礎科目について

外国語学部の説明 および外国語学部基礎科目担当表 を参照すること。

② 学科「必修科目」について

本学科開講の必修および選択科目は，指定学年次に履修すること。

・ 年次必修のドイツ語文法クラスは次の順に履修をすること。

「基礎ドイツ語Ⅰ 」→「基礎ドイツ語Ⅰ 」→「基礎ドイツ語Ⅱ 」→「基礎ドイツ語Ⅱ 」

それぞれの単位を修得できなかった場合は，先に進めず再履修となる。なお，「基礎ドイツ語Ⅰ 」，「基礎ドイ

ツ語Ⅱ 」を修得できなかった場合は，それぞれの春学期の授業にも参加することを強く勧める。

・ 年次必修のドイツ語コミュニケーションクラスは次の順に履修をすること。

「基礎ドイツ語Ⅰ 」→「基礎ドイツ語Ⅰ 」→「基礎ドイツ語Ⅱ 」→「基礎ドイツ語Ⅱ 」

それぞれの単位を修得できなかった場合は，先に進めず再履修となる。なお，「基礎ドイツ語Ⅰ 」，「基礎ドイ

ツ語Ⅱ 」を修得できなかった場合は，それぞれの春学期の授業にも参加することを強く勧める。

「基礎ドイツ語Ⅱ 」および「基礎ドイツ語Ⅱ 」の単位を未修得の者は，「ドイツ語Ⅲ」と「専門読解準備コー

ス」を履修することはできない。

必修科目「ドイツ語圏入門 」は 年次で，「ドイツ語圏入門 」と「ドイツ語圏入門 」は 年次で履修すること。

単位が修得できなかった場合は，翌年再履修しなければならない。なお，「ドイツ語圏入門 」を未修得の者は「ド

イツ語圏研究 」，「ドイツ語圏入門 」を未修得のものは「ドイツ語圏研究 」，「ドイツ語圏入門 」を未修得の者

は「ドイツ語圏研究 」を履修すること。

ドイツ語既習者の履修すべき科目については，個別に指導する。

標準配当表の改訂がなされた場合，必修科目等の再履修者に関しては入学年度の履修要覧に記載された標準配当

表が適用される。

③ 学科「選択科目」について

選択科目【専門分野】本学科開講Ⅰ・Ⅱの修得単位の余剰分は，「専門分野科目その他」の単位に充当できる。

「ドイツ語Ⅲ」の 単位は，「表現」 単位と「聴解」 単位を修得すること（各科目の ， を続けて履修すること

が望ましい。例：表現 ，表現 ）。

「専門読解準備コース」は，開講されている科目の中から 科目 単位を修得すること。ただし，原則として同じ

クォーターに 科目以上の「専門読解準備コース」を履修することはできない。
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④ 専門分野について

年次春学期末に下記の専門分野のうちから つ選択し学科事務室に届け出なければならない（届出できる専門分

野は 学科同一ではないので注意すること）。専門分野の届出については を参照のこと。

Ⅰ ドイツ語研究

Ⅱ ドイツ語圏研究

Ⅲ ヨーロッパ研究

Ⅳ 言語学研究

Ⅴ 国際関係研究

Ⅵ アジア文化研究

本学科が提供する専門分野（「Ⅰ ドイツ語研究」「Ⅱ ドイツ語圏研究」）の履修証明取得に必要な 単位の内訳は

以下のとおりである。研究科目は各専門分野が指定する講義科目，演習科目はゼミ形式の科目である。

研究科目 単位

演習科目 単位

卒業論文・卒業研究 単位

専門分野が指定する科目は「開講科目担当表」を参照のこと。

「ヨーロッパ研究」「言語学研究」「国際関係研究」「アジア文化研究」の各専門分野の履修証明取得に必要な

単位および指定する科目はそれぞれのページに記載されている。

⑤ 「専門分野科目その他」について

「専門分野科目その他」は，①選択科目 専門分野 （全学共通科目を除く），②文学部ドイツ文学科開講「学科科

目」 群および（ ）の中のドイツ語学科との合併科目を除く 群，③課程科目（実習を除く），④他学部・他学科

開講の「学科科目」，⑤学科科目としての外国語（ドイツ語を除く）の中から履修すること。

⑤として全学共通科目として選択したものとは異なる 言語を 単位まで卒業要件に算入することができる。

他学部・他学科の科目を履修する場合は，科目の履修要覧やシラバスを参照したうえで，他学科生の履修可否に

ついて担当教員の確認を必要とする。

⑥ 時間割表について

「開講科目担当表」において，備考欄の「（コ）」は，その科目が研究コース科目であることを示す。研究コース科目

の履修登録については以下の通り行うこと。この記号のない科目の履修登録については，「ドイツ語学科」の時間割を

参照し，そこに記載されている登録コードで履修登録すること。

． の「学事センター（教務）掲示板」に各学期初めに掲載される「研究コース科目時間割所属について」

の掲示にて，履修したい科目がどの研究コース所属（時間割の参照先）であるかを確認すること。（研究コー

ス科目は複数の研究コースに跨っている科目があり，参照先をまず確認する必要がある）

． の時間割（トップ画面 カリキュラム履修登録→時間割）にて履修したい科目の研究コースの時間割を参

照し，そこに記載されている登録コードで履修登録すること。

⑦ 卒業論文・卒業研究について

卒業論文・卒業研究の履修登録・内容・提出については，外国語学部の説明 ～ を読むこと。

執筆要領の詳細については，ドイツ語学科で定めた「卒業論文執筆に関する内規」を参照すること。

⑧ 外国語科目について

下記の 言語（初級，中級あるいは上級，計 単位）を履修する。ただし， 単位はすべて同一の言語とすること。

履修にあたっては， ～を参照すること。

英語，フランス語，イスパニア語，ロシア語，ポルトガル語，中国語，コリア語，インドネシア語，フィリピン語，

アラビア語，イタリア語，ラテン語

⑨ 最高履修限度について

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修登録することは出来

ない。

― ―

． 履修上の注意

＊ 外国語学部の説明 ～ と合わせて読むこと。

＊ 科目に付記されている科目記号の定義については，外国語学部の説明 に解説があるので参照すること。

＊ 学則 条には，「連続する か年において，学部学科が指定する授業科目を含む 単位以上を修得できない者については，学長が

退学を決定する」とある。したがって，

） 連続する か年で 単位を修得できなかった場合は，退学となる。

） 学科が各年次で指定する下記科目のうち，同一科目を連続する か年において修得できなかった場合は，退学

となる。

〇 年次：「基礎ドイツ語Ⅰa 」，「基礎ドイツ語Ⅰa 」

「基礎ドイツ語Ⅰb 」，「基礎ドイツ語Ⅰb 」

〇 年次：「基礎ドイツ語Ⅱa 」，「基礎ドイツ語Ⅱa 」

「基礎ドイツ語Ⅱb 」，「基礎ドイツ語Ⅱb 」

ただし，「基礎ドイツ語Ⅰ 」，「基礎ドイツ語Ⅰb 」，「基礎ドイツ語Ⅱa 」，「基礎ドイツ語Ⅱb 」について，

履修の前提となる科目を修得できなかったために履修できなかった年度は，連続する か年には計上しない。なお，

「連続する か年」の定義は，履修要覧〔ガイド・資料編〕 を確認すること。

① 外国語学部基礎科目について

外国語学部の説明 および外国語学部基礎科目担当表 を参照すること。

② 学科「必修科目」について

本学科開講の必修および選択科目は，指定学年次に履修すること。

・ 年次必修のドイツ語文法クラスは次の順に履修をすること。

「基礎ドイツ語Ⅰ 」→「基礎ドイツ語Ⅰ 」→「基礎ドイツ語Ⅱ 」→「基礎ドイツ語Ⅱ 」

それぞれの単位を修得できなかった場合は，先に進めず再履修となる。なお，「基礎ドイツ語Ⅰ 」，「基礎ドイ

ツ語Ⅱ 」を修得できなかった場合は，それぞれの春学期の授業にも参加することを強く勧める。

・ 年次必修のドイツ語コミュニケーションクラスは次の順に履修をすること。

「基礎ドイツ語Ⅰ 」→「基礎ドイツ語Ⅰ 」→「基礎ドイツ語Ⅱ 」→「基礎ドイツ語Ⅱ 」

それぞれの単位を修得できなかった場合は，先に進めず再履修となる。なお，「基礎ドイツ語Ⅰ 」，「基礎ドイ

ツ語Ⅱ 」を修得できなかった場合は，それぞれの春学期の授業にも参加することを強く勧める。

「基礎ドイツ語Ⅱ 」および「基礎ドイツ語Ⅱ 」の単位を未修得の者は，「ドイツ語Ⅲ」と「専門読解準備コー

ス」を履修することはできない。

必修科目「ドイツ語圏入門 」は 年次で，「ドイツ語圏入門 」と「ドイツ語圏入門 」は 年次で履修すること。

単位が修得できなかった場合は，翌年再履修しなければならない。なお，「ドイツ語圏入門 」を未修得の者は「ド

イツ語圏研究 」，「ドイツ語圏入門 」を未修得のものは「ドイツ語圏研究 」，「ドイツ語圏入門 」を未修得の者

は「ドイツ語圏研究 」を履修すること。

ドイツ語既習者の履修すべき科目については，個別に指導する。

標準配当表の改訂がなされた場合，必修科目等の再履修者に関しては入学年度の履修要覧に記載された標準配当

表が適用される。

③ 学科「選択科目」について

選択科目【専門分野】本学科開講Ⅰ・Ⅱの修得単位の余剰分は，「専門分野科目その他」の単位に充当できる。

「ドイツ語Ⅲ」の 単位は，「表現」 単位と「聴解」 単位を修得すること（各科目の ， を続けて履修すること

が望ましい。例：表現 ，表現 ）。

「専門読解準備コース」は，開講されている科目の中から 科目 単位を修得すること。ただし，原則として同じ

クォーターに 科目以上の「専門読解準備コース」を履修することはできない。
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開講科目担当表

学科科目〔専攻科目（必修科目）〕注

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

基礎ドイツ語Ⅰ 春 浅 見 昇 吾
基礎ドイツ語Ⅰ 秋 浅 見 昇 吾

基礎ドイツ語Ⅰ 春

クラス

川 名 真 矢 クラス

クラス

クラス

木村 護郎クリストフ クラス

クラス

新 倉 真矢子 クラス

クラス

猪 刈 由 紀 クラス

クラス

木村 護郎クリストフ クラス

クラス

基礎ドイツ語Ⅰ 秋

クラス

川 名 真 矢 クラス

クラス

クラス

クラス

クラス

新 倉 真矢子 クラス

クラス

オプヒュルス鹿島 ライノルト クラス

クラス

猪 刈 由 紀 クラス

クラス

基礎ドイツ語Ⅱ 春 高 橋 亮 介

基礎ドイツ語Ⅱ 秋
髙 橋 由美子
高 橋 亮 介

基礎ドイツ語Ⅱ 春

川 名 真 矢 クラス

クラス

クラス

河 﨑 健 クラス

クラス

クラス

オプヒュルス鹿島 ライノルト クラス

オプヒュルス鹿島 ライノルト クラス

川 名 真 矢 クラス

クラス

クラス

クラス

クラス

クラス

猪 刈 由 紀 クラス

猪 刈 由 紀 クラス

クラス

クラス

基礎ドイツ語Ⅱ 秋
オプヒュルス鹿島 ライノルト

河 﨑 健

ドイツ語圏研究 春
コーディネータ

木村 護郎 クリストフ
輪講，旧「ドイツ語圏入門 」

ドイツ語圏研究 春
コーディネータ

川 名 真 矢
輪講，旧「ドイツ語圏入門 」

ドイツ語圏研究 秋
コーディネータ

高 橋 亮 介
輪講，旧「ドイツ語圏入門 」

― ―

（注）春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回る

ことは出来ない。

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目
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開講科目担当表

学科科目〔専攻科目（必修科目）〕注

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

基礎ドイツ語Ⅰ 春 浅 見 昇 吾
基礎ドイツ語Ⅰ 秋 浅 見 昇 吾

基礎ドイツ語Ⅰ 春

クラス

川 名 真 矢 クラス

クラス

クラス

木村 護郎クリストフ クラス

クラス

新 倉 真矢子 クラス

クラス

猪 刈 由 紀 クラス

クラス

木村 護郎クリストフ クラス

クラス

基礎ドイツ語Ⅰ 秋

クラス

川 名 真 矢 クラス

クラス

クラス

クラス

クラス

新 倉 真矢子 クラス

クラス

オプヒュルス鹿島 ライノルト クラス

クラス

猪 刈 由 紀 クラス

クラス

基礎ドイツ語Ⅱ 春 高 橋 亮 介

基礎ドイツ語Ⅱ 秋
髙 橋 由美子
高 橋 亮 介

基礎ドイツ語Ⅱ 春

川 名 真 矢 クラス

クラス

クラス

河 﨑 健 クラス

クラス

クラス

オプヒュルス鹿島 ライノルト クラス

オプヒュルス鹿島 ライノルト クラス

川 名 真 矢 クラス

クラス

クラス

クラス

クラス

クラス

猪 刈 由 紀 クラス

猪 刈 由 紀 クラス

クラス

クラス

基礎ドイツ語Ⅱ 秋
オプヒュルス鹿島 ライノルト

河 﨑 健

ドイツ語圏研究 春
コーディネータ

木村 護郎 クリストフ
輪講，旧「ドイツ語圏入門 」

ドイツ語圏研究 春
コーディネータ

川 名 真 矢
輪講，旧「ドイツ語圏入門 」

ドイツ語圏研究 秋
コーディネータ

高 橋 亮 介
輪講，旧「ドイツ語圏入門 」

― ―

（注）春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回る

ことは出来ない。

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

［専門分野］

Ⅰ．ドイツ語研究
ドイツ文法 秋 高 橋 亮 介 ～ 旧「ドイツ文法 」「同 」，（コ）

隔
重

ドイツ語通訳入門 春 中 山 純 ・
（ 名），ドイツ文学科「ドイツ語学研究Ⅲ 」と合併，
注 ， コ

隔
重

ドイツ語通訳入門 休講 中 山 純 ・
（ 名），ドイツ文学科「ドイツ語学研究Ⅲ 」と合併，
注 ， コ

隔
重

独日翻訳入門 休講 浅 見 昇 吾 ～ 旧「ドイツ語翻訳入門 」， コ

隔
重

独日翻訳入門 春 高 橋 由美子 ～ 旧「ドイツ語翻訳入門 」， コ

隔
重

ドイツ語圏の社会と言語 休講 木村 護郎クリストフ ～ コ

隔
重

ヨーロッパの社会と言語 休講 木村 護郎クリストフ ～ 旧「ヨーロッパ言語社会論 」， コ

隔
ヨーロッパの言語と宗
教

春
コーディネータ

木村護郎クリストフ
～

輪講，［ 名］，外国語学部生・総合グローバル学部生
優先

日独経済概論 秋 芳 賀 和 恵 ～ コ

重 日独経済比較研究 秋 芳 賀 和 恵 ～ ○ 旧「ドイツの経済 」「同 」， コ

重 日独環境比較研究 春 竹 内 彩 乃 ～ コ

重 異文化間コミュニケーション 春 ～ ○ ドイツ文学科「ドイツ語学研究Ⅲ 」と合併，コ

重 異文化間コミュニケーション 秋 米 山 かおる ～ ○ コ

隔 スイス社会事情 休講 ～ ○ 旧｢ｽｲｽ事情 ｣， コ

ｍ 隔
ドイツ語音声学入

門
春 藤沢 ～ コ

ドイツ語科教育法 春 中 井 真 之 ～
ドイツ文学科「ドイツ語科教育法Ⅰ」と合併，
旧「ドイツ語科教育法Ⅰ 」

ドイツ語科教育法 秋 中 井 真 之 ～
ドイツ文学科「ドイツ語科教育法Ⅱ」と合併，
旧「ドイツ語科教育法Ⅰ 」

隔 ドイツ語科教育法 秋 ～ ○
ドイツ文学科「ドイツ語科教育法Ⅲ」と合併，
旧「ドイツ語科教育法Ⅱ」

隔 ドイツ語科教育法 休講 ～ ○ ドイツ文学科「ドイツ語科教育法Ⅳ」と合併

重
演習（応用言語学・日本にお
けるドイツ語教育）

春 ・ ○ 旧「演習（一般・応用言語学） 」，コ

重
演習（応用言語学・日本にお
けるドイツ語教育）

秋 ・ ○ 旧「演習（一般・応用言語学） 」，コ

重 演習（語の意味と語法） 春 高 橋 亮 介 ・ コ

重 演習（語の意味と語法） 秋 高 橋 亮 介 ・ コ

ドイツ文学科開講「学科科目」 群（外国語学部またはドイ
ツ語学科との合併科目を除く）から履修する。

文学部ドイツ文学科開講科目担当表を参照

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員 年次生のみ履修可

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員 年次生のみ履修可

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員 年次生のみ履修可

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員 年次生のみ履修可

Ⅱ．ドイツ語圏研究
隔
重

ドイツ語圏の社会と言語 休講 木村 護郎クリストフ ～ コ

ヨーロッパ思想 秋 石 田 安 実 ～ ｺ

隔 スイス社会事情 休講 ～ ○ 旧｢ｽｲｽ事情 ｣， ｺ

日独経済概論 秋 芳 賀 和 恵 ～ コ
重 日独経済比較研究 秋 芳 賀 和 恵 ～ ○ 旧「ドイツの経済 」「同 」， コ

重 日独環境比較研究 春 竹 内 彩 乃 ～ コ

重 異文化間コミュニケーション 春 ～ ○ ドイツ文学科「ドイツ語学研究Ⅲ 」と合併，コ

重 異文化間コミュニケーション 秋 米 山 かおる ～ ○ コ
ドイツ近現代史 春 尾 崎 修 治 ～ 旧「ドイツ近現代史 」「同 」， ｺ

隔
重

ヨーロッパの社会と言語 休講 木村 護郎クリストフ ～ 旧「ヨーロッパ言語社会論 」， コ

隔 ヨーロッパの言語と宗教 春 コーディネータ

木村護郎クリストフ
～

輪講，［ 名］，外国語学部生・総合グローバル学部生
優先

ドイツ音楽 秋 田 中 公一朗 ～ 名 ，旧「ドイツ音楽 」「同 」，コ
隔
重

ドイツ政治研究 秋 河 﨑 健 ～ 旧「ドイツ政治研究 」「同 」，（コ）

－法と社会 秋 吉 田 元 子 ～ 旧「 法」， コ
ドイツ語圏美術 秋 森 山 緑 ～ 旧「ドイツ語圏研究特講」， コ
オーストリア文化史 秋 ～ ○ 旧「オーストリア文化史 」「同 」，（コ）

隔 ヨーロッパ政治経済入門 春 河 﨑 健 ～ 注 ，旧「ヨーロッパ政治論 」， コ

― ―

学科科目〔専攻科目（選択科目）・（専門分野科目その他）〕

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

選択科目「専門読解準備コース」［ ・ 年次生対象］注

重 言語 休講 高 橋 亮 介 ・ 注 ，旧「言語 」の一部に該当

重 言語 休講 高 橋 亮 介 ・ 注 ，旧「言語 」の一部に該当

重 言語 休講 高 橋 亮 介 ・ 注 ，旧「言語 」の一部に該当

重 言語 休講 高 橋 亮 介 ・ 注 ，旧「言語 」の一部に該当

重 言語 高 橋 亮 介 ・ 注 ，旧「言語 」の一部に該当

重 言語 高 橋 亮 介 ・ 注 ，旧「言語 」の一部に該当

重 言語 高 橋 亮 介 ・ 注 ，旧「言語 」の一部に該当

重 言語 高 橋 亮 介 ・ 注 ，旧「言語 」の一部に該当

重 思想・文化 休講 浅 見 昇 吾 ・
注 ，旧「思想・文化 」の一部に該

当

重 思想・文化 休講 浅 見 昇 吾 ・
注 ，旧「思想・文化 」の一部に該

当

重 思想・文化 休講 浅 見 昇 吾 ・
注 ，旧「思想・文化 」の一部に該

当

重 思想・文化 休講 浅 見 昇 吾 ・
注 ，旧「思想・文化 」の一部に該

当

重 思想・文化 浅 見 昇 吾 ・
注 ，旧「思想・文化 」の一部に該

当

重 思想・文化 浅 見 昇 吾 ・
注 ，旧「思想・文化 」の一部に該

当

重 思想・文化 浅 見 昇 吾 ・
注 ，旧「思想・文化 」の一部に該

当

重 思想・文化 浅 見 昇 吾 ・
注 ，旧「思想・文化 」の一部に該

当

重 政治・社会 休講 河 﨑 健 ・
注 ，旧「政治・社会 」の一部に該

当

重 政治・社会 休講 河 﨑 健 ・
注 ，旧「政治・社会 」の一部に該

当

重 政治・社会 休講 河 﨑 健 ・
注 ，旧「政治・社会 」の一部に該

当

重 政治・社会 休講 河 﨑 健 ・
注 ，旧「政治・社会 」の一部に該

当

重 政治・社会 河 﨑 健 ・
注 ，旧「政治・社会 」の一部に該

当

重 政治・社会 河 﨑 健 ・
注 ，旧「政治・社会 」の一部に該

当

重 政治・社会 河 﨑 健 ・
注 ，旧「政治・社会 」の一部に該

当

重 政治・社会 河 﨑 健 ・
注 ，旧「政治・社会 」の一部に該

当

選択科目「ドイツ語Ⅲ」注 ，

重 表現 春 オプヒュルス鹿島 ライノルト ・ ○ 旧「口頭表現 」

重 表現 秋 オプヒュルス鹿島 ライノルト ・ ○ 旧「口頭表現 」

重 表現 春 ・ ○ 旧「口頭表現 」

重 表現 秋 藤 沢 ・ ○ 旧「口頭表現 」

重 聴解 春 ü ・ ○

重 聴解 秋 ü ・ ○

重 聴解 春 高 橋 由美子 ・ ○

重 聴解 秋 ・ ○

［教職科目］

ドイツ語科教育法 春 中 井 真 之 ～
ドイツ文学科「ドイツ語科教育法Ⅰ」と合併，
旧「ドイツ語科教育法Ⅰ 」

ドイツ語科教育法 秋 中 井 真 之 ～
ドイツ文学科「ドイツ語科教育法Ⅱ」と合併，
旧「ドイツ語科教育法Ⅰ 」

隔 ドイツ語科教育法 秋 ～ ○
ドイツ文学科「ドイツ語科教育法Ⅲ」と合併，
旧「ドイツ語科教育法Ⅱ」

隔 ドイツ語科教育法 休講 ～ ○ ドイツ文学科「ドイツ語科教育法Ⅳ」と合併
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

［専門分野］

Ⅰ．ドイツ語研究
ドイツ文法 秋 高 橋 亮 介 ～ 旧「ドイツ文法 」「同 」，（コ）

隔
重

ドイツ語通訳入門 春 中 山 純 ・
（ 名），ドイツ文学科「ドイツ語学研究Ⅲ 」と合併，
注 ， コ

隔
重

ドイツ語通訳入門 休講 中 山 純 ・
（ 名），ドイツ文学科「ドイツ語学研究Ⅲ 」と合併，
注 ， コ

隔
重

独日翻訳入門 休講 浅 見 昇 吾 ～ 旧「ドイツ語翻訳入門 」， コ

隔
重

独日翻訳入門 春 高 橋 由美子 ～ 旧「ドイツ語翻訳入門 」， コ

隔
重

ドイツ語圏の社会と言語 休講 木村 護郎クリストフ ～ コ

隔
重

ヨーロッパの社会と言語 休講 木村 護郎クリストフ ～ 旧「ヨーロッパ言語社会論 」， コ

隔
ヨーロッパの言語と宗
教

春
コーディネータ

木村護郎クリストフ
～

輪講，［ 名］，外国語学部生・総合グローバル学部生
優先

日独経済概論 秋 芳 賀 和 恵 ～ コ

重 日独経済比較研究 秋 芳 賀 和 恵 ～ ○ 旧「ドイツの経済 」「同 」， コ

重 日独環境比較研究 春 竹 内 彩 乃 ～ コ

重 異文化間コミュニケーション 春 ～ ○ ドイツ文学科「ドイツ語学研究Ⅲ 」と合併，コ

重 異文化間コミュニケーション 秋 米 山 かおる ～ ○ コ

隔 スイス社会事情 休講 ～ ○ 旧｢ｽｲｽ事情 ｣， コ

ｍ 隔
ドイツ語音声学入

門
春 藤沢 ～ コ

ドイツ語科教育法 春 中 井 真 之 ～
ドイツ文学科「ドイツ語科教育法Ⅰ」と合併，
旧「ドイツ語科教育法Ⅰ 」

ドイツ語科教育法 秋 中 井 真 之 ～
ドイツ文学科「ドイツ語科教育法Ⅱ」と合併，
旧「ドイツ語科教育法Ⅰ 」

隔 ドイツ語科教育法 秋 ～ ○
ドイツ文学科「ドイツ語科教育法Ⅲ」と合併，
旧「ドイツ語科教育法Ⅱ」

隔 ドイツ語科教育法 休講 ～ ○ ドイツ文学科「ドイツ語科教育法Ⅳ」と合併

重
演習（応用言語学・日本にお
けるドイツ語教育）

春 ・ ○ 旧「演習（一般・応用言語学） 」，コ

重
演習（応用言語学・日本にお
けるドイツ語教育）

秋 ・ ○ 旧「演習（一般・応用言語学） 」，コ

重 演習（語の意味と語法） 春 高 橋 亮 介 ・ コ

重 演習（語の意味と語法） 秋 高 橋 亮 介 ・ コ

ドイツ文学科開講「学科科目」 群（外国語学部またはドイ
ツ語学科との合併科目を除く）から履修する。

文学部ドイツ文学科開講科目担当表を参照

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員 年次生のみ履修可

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員 年次生のみ履修可

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員 年次生のみ履修可

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員 年次生のみ履修可

Ⅱ．ドイツ語圏研究
隔
重

ドイツ語圏の社会と言語 休講 木村 護郎クリストフ ～ コ

ヨーロッパ思想 秋 石 田 安 実 ～ ｺ

隔 スイス社会事情 休講 ～ ○ 旧｢ｽｲｽ事情 ｣， ｺ

日独経済概論 秋 芳 賀 和 恵 ～ コ
重 日独経済比較研究 秋 芳 賀 和 恵 ～ ○ 旧「ドイツの経済 」「同 」， コ

重 日独環境比較研究 春 竹 内 彩 乃 ～ コ

重 異文化間コミュニケーション 春 ～ ○ ドイツ文学科「ドイツ語学研究Ⅲ 」と合併，コ

重 異文化間コミュニケーション 秋 米 山 かおる ～ ○ コ
ドイツ近現代史 春 尾 崎 修 治 ～ 旧「ドイツ近現代史 」「同 」， ｺ

隔
重

ヨーロッパの社会と言語 休講 木村 護郎クリストフ ～ 旧「ヨーロッパ言語社会論 」， コ

隔 ヨーロッパの言語と宗教 春 コーディネータ

木村護郎クリストフ
～

輪講，［ 名］，外国語学部生・総合グローバル学部生
優先

ドイツ音楽 秋 田 中 公一朗 ～ 名 ，旧「ドイツ音楽 」「同 」，コ
隔
重

ドイツ政治研究 秋 河 﨑 健 ～ 旧「ドイツ政治研究 」「同 」，（コ）

－法と社会 秋 吉 田 元 子 ～ 旧「 法」， コ
ドイツ語圏美術 秋 森 山 緑 ～ 旧「ドイツ語圏研究特講」， コ
オーストリア文化史 秋 ～ ○ 旧「オーストリア文化史 」「同 」，（コ）

隔 ヨーロッパ政治経済入門 春 河 﨑 健 ～ 注 ，旧「ヨーロッパ政治論 」， コ

― ―

学科科目〔専攻科目（選択科目）・（専門分野科目その他）〕

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

選択科目「専門読解準備コース」［ ・ 年次生対象］注

重 言語 休講 高 橋 亮 介 ・ 注 ，旧「言語 」の一部に該当

重 言語 休講 高 橋 亮 介 ・ 注 ，旧「言語 」の一部に該当

重 言語 休講 高 橋 亮 介 ・ 注 ，旧「言語 」の一部に該当

重 言語 休講 高 橋 亮 介 ・ 注 ，旧「言語 」の一部に該当

重 言語 高 橋 亮 介 ・ 注 ，旧「言語 」の一部に該当

重 言語 高 橋 亮 介 ・ 注 ，旧「言語 」の一部に該当

重 言語 高 橋 亮 介 ・ 注 ，旧「言語 」の一部に該当

重 言語 高 橋 亮 介 ・ 注 ，旧「言語 」の一部に該当

重 思想・文化 休講 浅 見 昇 吾 ・
注 ，旧「思想・文化 」の一部に該

当

重 思想・文化 休講 浅 見 昇 吾 ・
注 ，旧「思想・文化 」の一部に該

当

重 思想・文化 休講 浅 見 昇 吾 ・
注 ，旧「思想・文化 」の一部に該

当

重 思想・文化 休講 浅 見 昇 吾 ・
注 ，旧「思想・文化 」の一部に該

当

重 思想・文化 浅 見 昇 吾 ・
注 ，旧「思想・文化 」の一部に該

当

重 思想・文化 浅 見 昇 吾 ・
注 ，旧「思想・文化 」の一部に該

当

重 思想・文化 浅 見 昇 吾 ・
注 ，旧「思想・文化 」の一部に該

当

重 思想・文化 浅 見 昇 吾 ・
注 ，旧「思想・文化 」の一部に該

当

重 政治・社会 休講 河 﨑 健 ・
注 ，旧「政治・社会 」の一部に該

当

重 政治・社会 休講 河 﨑 健 ・
注 ，旧「政治・社会 」の一部に該

当

重 政治・社会 休講 河 﨑 健 ・
注 ，旧「政治・社会 」の一部に該

当

重 政治・社会 休講 河 﨑 健 ・
注 ，旧「政治・社会 」の一部に該

当

重 政治・社会 河 﨑 健 ・
注 ，旧「政治・社会 」の一部に該

当

重 政治・社会 河 﨑 健 ・
注 ，旧「政治・社会 」の一部に該

当

重 政治・社会 河 﨑 健 ・
注 ，旧「政治・社会 」の一部に該

当

重 政治・社会 河 﨑 健 ・
注 ，旧「政治・社会 」の一部に該

当

選択科目「ドイツ語Ⅲ」注 ，

重 表現 春 オプヒュルス鹿島 ライノルト ・ ○ 旧「口頭表現 」

重 表現 秋 オプヒュルス鹿島 ライノルト ・ ○ 旧「口頭表現 」

重 表現 春 ・ ○ 旧「口頭表現 」

重 表現 秋 藤 沢 ・ ○ 旧「口頭表現 」

重 聴解 春 ü ・ ○

重 聴解 秋 ü ・ ○

重 聴解 春 高 橋 由美子 ・ ○

重 聴解 秋 ・ ○

［教職科目］

ドイツ語科教育法 春 中 井 真 之 ～
ドイツ文学科「ドイツ語科教育法Ⅰ」と合併，
旧「ドイツ語科教育法Ⅰ 」

ドイツ語科教育法 秋 中 井 真 之 ～
ドイツ文学科「ドイツ語科教育法Ⅱ」と合併，
旧「ドイツ語科教育法Ⅰ 」

隔 ドイツ語科教育法 秋 ～ ○
ドイツ文学科「ドイツ語科教育法Ⅲ」と合併，
旧「ドイツ語科教育法Ⅱ」

隔 ドイツ語科教育法 休講 ～ ○ ドイツ文学科「ドイツ語科教育法Ⅳ」と合併
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― ―

フランス語学科 

〔教育研究上の目的〕

フランス語の高度な運用能力を養い，地域研究，言語研究等の専門研究の基礎となる幅広い教養（人文・社会科学，フ

ランス語圏に関する基礎知識）を修得すること

〔人材養成の目的〕

フランス語の高度な運用能力を基礎として，グローバル化する社会に貢献しうる人物，並びに地域研究，言語研究等の

専門家を養成すること

◎カリキュラム・ポリシーおよびディプロマポリシーは，本学ホームページ， ＞学部・大学院＞学部・学科におけ

る教育研究上の目的及び人材養成の目的を参照のこと。

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

隔
重

ヨーロッパ政治経済論 休講 河 﨑 健 ～ ［ 名］，旧「ヨーロッパ政治論 」， コ

西洋法制史 春 松 本 尚 子 ・ （他）法学部
ドイツ法Ⅰ 松 本 尚 子 ・ （他）法学部，クオーター科目
ドイツ法Ⅰ 松 本 尚 子 ・ （他）法学部，クオーター科目
ドイツ法Ⅱ 秋 松 本 尚 子 ・ （他）法学部

重 歴史学特講（西洋近現代政治社会史） 秋 井 上 茂 子 ～
（他）史学科，旧「西洋史特講（近現代政治

社会史）」

重 演習（現代ドイツ文化論） 春 オプヒュルス鹿島 ライノルト ・ コ

重 演習（現代ドイツ文化論） 秋 オプヒュルス鹿島 ライノルト ・ コ

重
演習 日本とヨーロッ
パの政治） 春 河 﨑 健 ・ 旧「演習（日独比較政治） 」， コ

重
演習 日本とヨーロッ
パの政治） 秋 河 﨑 健 ・ 旧「演習（日独比較政治） 」， コ

重 演習（ドイツ思想） 春 浅 見 昇 吾 ・ コ

重 演習（ドイツ思想） 秋 浅 見 昇 吾 ・ コ

重 演習（日独社会研究） 春 木村 護郎クリストフ ・ 旧「演習（ドイツ社会研究） 」，コ

重 演習（日独社会研究） 休講 木村 護郎クリストフ ・ ○ 旧「演習（ドイツ社会研究） 」，コ

重 演習（比較文化論） 春 オプヒュルス鹿島 ライノルト ・ 旧「演習（比較現代文化論） 」， コ

重 演習（比較文化論） 秋 オプヒュルス鹿島 ライノルト ・ 旧「演習（比較現代文化論） 」， コ

ドイツ文学科開講「学科科目」 群（外国語学部またはドイ
ツ語学科との合併科目を除く）から履修する。

文学部ドイツ文学科開講科目担当表を参照

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員 年次生のみ履修可

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員 年次生のみ履修可

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員 年次生のみ履修可

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員 年次生のみ履修可

Ⅲ．ヨーロッパ研究

ヨーロッパ研究専門分野のページを参照のこと

Ⅳ．言語学研究

言語学研究専門分野のページを参照のこと

Ⅴ．国際関係研究

国際関係研究専門分野のページを参照のこと

Ⅵ．アジア文化研究

アジア文化研究専門分野のページを参照のこと

（コ）この記号の付された科目の開講曜日・時限については， の各研究コースの時間割を参照すること。

注 ：ドイツ語学科生のみ履修可（「ドイツ語圏研究 」，「同 」，「同 」を除く）

注 ： 年度より「口頭表現」は「表現」に科目名変更。

注 ：外国語学部生と総合グローバル学部生のみ履修可

注 ：初回授業時に教室定員以上の受講希望者がいた場合は授業内抽選とする。

注 ： 年度よりクォーター科目。

海外短期研修科目

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

海外短期研修（トリア大学） 春 ドイツ語学科教員 ・ ○ 注 ， ， ，

注 ：本研修を履修できるのは，ドイツ語学科生に限られる。

注 ：本学で開講される事前事後指導を含む所定のプログラムを修了し，上記研修に参加して所定の成果を修めたものは，上記科目の単
位が付与される。なお，上記科目は，履修登録の必要はなく，学期・年間の最高履修限度にも算入されない。

注 ：上記科目は，学科第一主専攻選択科目「ドイツ語Ⅲ」に算入することができる。

注 ：評価は （合格）・ （不合格）を使用する。
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フランス語学科 

〔教育研究上の目的〕

フランス語の高度な運用能力を養い，地域研究，言語研究等の専門研究の基礎となる幅広い教養（人文・社会科学，フ

ランス語圏に関する基礎知識）を修得すること

〔人材養成の目的〕

フランス語の高度な運用能力を基礎として，グローバル化する社会に貢献しうる人物，並びに地域研究，言語研究等の

専門家を養成すること

◎カリキュラム・ポリシーおよびディプロマポリシーは，本学ホームページ， ＞学部・大学院＞学部・学科におけ

る教育研究上の目的及び人材養成の目的を参照のこと。

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

隔
重

ヨーロッパ政治経済論 休講 河 﨑 健 ～ ［ 名］，旧「ヨーロッパ政治論 」， コ

西洋法制史 春 松 本 尚 子 ・ （他）法学部
ドイツ法Ⅰ 松 本 尚 子 ・ （他）法学部，クオーター科目
ドイツ法Ⅰ 松 本 尚 子 ・ （他）法学部，クオーター科目
ドイツ法Ⅱ 秋 松 本 尚 子 ・ （他）法学部

重 歴史学特講（西洋近現代政治社会史） 秋 井 上 茂 子 ～
（他）史学科，旧「西洋史特講（近現代政治

社会史）」

重 演習（現代ドイツ文化論） 春 オプヒュルス鹿島 ライノルト ・ コ

重 演習（現代ドイツ文化論） 秋 オプヒュルス鹿島 ライノルト ・ コ

重
演習 日本とヨーロッ
パの政治） 春 河 﨑 健 ・ 旧「演習（日独比較政治） 」， コ

重
演習 日本とヨーロッ
パの政治） 秋 河 﨑 健 ・ 旧「演習（日独比較政治） 」， コ

重 演習（ドイツ思想） 春 浅 見 昇 吾 ・ コ

重 演習（ドイツ思想） 秋 浅 見 昇 吾 ・ コ

重 演習（日独社会研究） 春 木村 護郎クリストフ ・ 旧「演習（ドイツ社会研究） 」，コ

重 演習（日独社会研究） 休講 木村 護郎クリストフ ・ ○ 旧「演習（ドイツ社会研究） 」，コ

重 演習（比較文化論） 春 オプヒュルス鹿島 ライノルト ・ 旧「演習（比較現代文化論） 」， コ

重 演習（比較文化論） 秋 オプヒュルス鹿島 ライノルト ・ 旧「演習（比較現代文化論） 」， コ

ドイツ文学科開講「学科科目」 群（外国語学部またはドイ
ツ語学科との合併科目を除く）から履修する。

文学部ドイツ文学科開講科目担当表を参照

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員 年次生のみ履修可

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員 年次生のみ履修可

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員 年次生のみ履修可

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員 年次生のみ履修可

Ⅲ．ヨーロッパ研究

ヨーロッパ研究専門分野のページを参照のこと

Ⅳ．言語学研究

言語学研究専門分野のページを参照のこと

Ⅴ．国際関係研究

国際関係研究専門分野のページを参照のこと

Ⅵ．アジア文化研究

アジア文化研究専門分野のページを参照のこと

（コ）この記号の付された科目の開講曜日・時限については， の各研究コースの時間割を参照すること。

注 ：ドイツ語学科生のみ履修可（「ドイツ語圏研究 」，「同 」，「同 」を除く）

注 ： 年度より「口頭表現」は「表現」に科目名変更。

注 ：外国語学部生と総合グローバル学部生のみ履修可

注 ：初回授業時に教室定員以上の受講希望者がいた場合は授業内抽選とする。

注 ： 年度よりクォーター科目。

海外短期研修科目

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

海外短期研修（トリア大学） 春 ドイツ語学科教員 ・ ○ 注 ， ， ，

注 ：本研修を履修できるのは，ドイツ語学科生に限られる。

注 ：本学で開講される事前事後指導を含む所定のプログラムを修了し，上記研修に参加して所定の成果を修めたものは，上記科目の単
位が付与される。なお，上記科目は，履修登録の必要はなく，学期・年間の最高履修限度にも算入されない。

注 ：上記科目は，学科第一主専攻選択科目「ドイツ語Ⅲ」に算入することができる。

注 ：評価は （合格）・ （不合格）を使用する。
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標準配当表

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

英語・ドイツ語・イスパ

ニア語・ロシア語・ポル

トガル語・中国語・コリ

ア語・インドネシア語・

フィリピン語・アラビア

語・イタリア語・ラテン

語のうち か国語

左記と同一の外国語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

基
礎
科
目

外
国
語
学
部

（

単
位
）

選
択

専
攻
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

基礎フランス語Ⅰ

基礎フランス語Ⅰ

フランス研究入門

フランス研究入門 （注 ）

基礎フランス語Ⅱ

基礎フランス語Ⅱ

選
択
（

単
位
）

＜総合フランス語科目 の「表現演習Ⅲ」，「聴解演習Ⅲ」，

「講読演習Ⅲ」の各科目から 科目 単位（計 科目 単位），

「総合演習Ⅳ‐ 」「総合演習Ⅳ‐ 」（注 ）から 科目 単位

を履修すること。

専門分野 のⅠフランス語研究，Ⅱフランス語圏研究， 教

職科目 （注 ）から 単位以上，また各専門分野で開講さ

れる演習（注 ）から 単位以上を修得すること。

① 総合フランス語科目 ，②〔専門分野〕全学共通科目をのぞく ，③演習科目，④課程科目（実習をのぞく），

⑤他学部・他学科の科目，⑥学科科目としての外国語（種類は限られるので，詳細は「履修上の注意」を参照）

から選択履修する科目によって最低 単位以上を修得すること（課程科目（実習をのぞく）および外国語学部

以外の学部・学科が開講している科目で充当できる単位数は 単位までとする）。

注 ：「フランス研究入門 ・ 」を未修得の者は「フランス語圏研究 ・ 」を履修する。
注 ： 年度からは「総合演習Ⅳ－ 」「総合演習Ⅳ－ 」に代わって，「総合演習Ⅳ」のいずれかの科目から 科目 単位を履修するこ

と。
注 ： 教職科目 とは，「フランス語科教育法 」，「フランス語科教育法 」，「フランス語科教育法 」および「フランス語科教育法 」

を指す。
注 ： 年度まで開講されていた「フランス語学演習 ・ 」，「フランスの文学・思想演習 ・ 」および「フランス哲学演習」はここ

でいう卒業のために必要な演習科目とはならないので注意すること。

― ―

卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生

〈全学共通科目〉

必 修 単位 体 育 単位

外国語科目 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

〈学科科目〉

外国語学部基礎科目＊ 単位

専 攻 科 目 単位 必 修 科 目 単位

選 択 科 目 単位

合 計 単位

＊ 外国語学部基礎科目については 参照。
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標準配当表

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

英語・ドイツ語・イスパ

ニア語・ロシア語・ポル

トガル語・中国語・コリ

ア語・インドネシア語・

フィリピン語・アラビア

語・イタリア語・ラテン

語のうち か国語

左記と同一の外国語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

基
礎
科
目

外
国
語
学
部

（

単
位
）

選
択

専
攻
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

基礎フランス語Ⅰ

基礎フランス語Ⅰ

フランス研究入門

フランス研究入門 （注 ）

基礎フランス語Ⅱ

基礎フランス語Ⅱ

選
択
（

単
位
）

＜総合フランス語科目 の「表現演習Ⅲ」，「聴解演習Ⅲ」，

「講読演習Ⅲ」の各科目から 科目 単位（計 科目 単位），

「総合演習Ⅳ‐ 」「総合演習Ⅳ‐ 」（注 ）から 科目 単位

を履修すること。

専門分野 のⅠフランス語研究，Ⅱフランス語圏研究， 教

職科目 （注 ）から 単位以上，また各専門分野で開講さ

れる演習（注 ）から 単位以上を修得すること。

① 総合フランス語科目 ，②〔専門分野〕全学共通科目をのぞく ，③演習科目，④課程科目（実習をのぞく），

⑤他学部・他学科の科目，⑥学科科目としての外国語（種類は限られるので，詳細は「履修上の注意」を参照）

から選択履修する科目によって最低 単位以上を修得すること（課程科目（実習をのぞく）および外国語学部

以外の学部・学科が開講している科目で充当できる単位数は 単位までとする）。

注 ：「フランス研究入門 ・ 」を未修得の者は「フランス語圏研究 ・ 」を履修する。
注 ： 年度からは「総合演習Ⅳ－ 」「総合演習Ⅳ－ 」に代わって，「総合演習Ⅳ」のいずれかの科目から 科目 単位を履修するこ

と。
注 ： 教職科目 とは，「フランス語科教育法 」，「フランス語科教育法 」，「フランス語科教育法 」および「フランス語科教育法 」

を指す。
注 ： 年度まで開講されていた「フランス語学演習 ・ 」，「フランスの文学・思想演習 ・ 」および「フランス哲学演習」はここ

でいう卒業のために必要な演習科目とはならないので注意すること。

― ―

卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生

〈全学共通科目〉

必 修 単位 体 育 単位

外国語科目 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

〈学科科目〉

外国語学部基礎科目＊ 単位

専 攻 科 目 単位 必 修 科 目 単位

選 択 科 目 単位

合 計 単位

＊ 外国語学部基礎科目については 参照。
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― ―

本学科開講の選択科目は指定学年次に履修すること。専門分野の「フランス語研究」および「フランス語圏研究」

を履修するためには，「基礎フランス語Ⅱ 」と「基礎フランス語Ⅱ 」を修得していなければならない。ただし，

「基礎フランス語Ⅱ 」と「基礎フランス語Ⅱ 」の履修を終了できなかった場合，日本語のみでおこなわれる「フ

ランス語研究」および「フランス語圏研究」の開講科目に限り，担当教員の許可があれば履修することができる。

専門分野 のⅠフランス語研究，Ⅱフランス語圏研究， 教職科目 から 単位以上，また学科が指定する専門分野

で開講される演習 単位（計 単位）以上を修得すること。

〔専門分野〕で履修する科目は，各自が 年次に届け出た〔専門分野〕の科目群から選択することが望ましい。

本学科開講科目のうち，副題が変更された場合には，異なる科目として履修できる。

「演習」については次の点に留意すること｡

・「演習」は 単位を履修，修得すること｡

・履修を希望する「演習」の担当教員と事前に面談の上，履修登録すること｡

・フランス語学科に所属しない教員の「演習」を履修する者は，その担当教員の指導・指示を受けること｡

・「演習」について 単位を超えて修得した場合，超過分のうちのフランス語学科開講科目の演習の単位は「Ⅰ．フラン

ス語研究，Ⅱ．フランス語圏研究」（ 単位）のカテゴリに算入される。超過分のうちのフランス語学科以外で

開講する演習科目の単位は，「学科科目：選択（標準配当表の最下欄）」に算入される。

「学科科目としての外国語」は全学共通科目で選択したものとは異なる 言語を 単位まで「選択科目」に含める

ことができる。ただし，以下の言語に限る。（ ～も参照すること。）

英語・ドイツ語・イスパニア語・ロシア語・ポルトガル語・中国語・コリア語・インドネシア語・フィリピン

語・アラビア語・イタリア語・タイ語・ペルシア語・ラテン語・カンボジア語・ビルマ語・トルコ語・ベトナム

語・ヒンディー語・スワヒリ語

④ ＜総合フランス語科目＞について

総合フランス語科目は 年次に「表現演習Ⅲ」，「聴解演習Ⅲ」，「講読演習Ⅲ」の各科目から 科目 単位ずつ 計 科

目 単位 ， 年次に「総合演習Ⅳ」のいずれかの科目から 科目 単位，合計 科目 単位を履修すること。

年次生の登録手続に際しては，履修登録期間前に ， ， の つのグループ分けをした名簿を掲示するので，各

自が指定されたグループの「表現演習Ⅲ」，「聴解演習Ⅲ」，「講読演習Ⅲ」を，それぞれ 科目 単位ずつ（計 科目

単位）履修すること。

「総合演習Ⅳ」 科目の同時履修が望ましい。

「特別演習 」を「総合演習Ⅳ」のかわりに履修することもできる。

⑤ 専門分野について

年次春学期末に下記の専門分野のうちから つ選択し，学科事務室に届け出なければならない（届出できる専門

分野は 学科同一ではないので注意すること）。専門分野の届出については を参照のこと。

Ⅰ フランス語研究

Ⅱ フランス語圏研究

Ⅲ ヨーロッパ研究

Ⅳ 言語学研究

Ⅴ 国際関係研究

Ⅵ アジア文化研究

本学科が提供する専門分野（「フランス語研究」「フランス語圏研究」）の履修証明取得に必要な 単位の内訳は以

下のとおりである。研究科目は各専門分野が指定する講義科目，演習科目はゼミ形式の科目である。

研究科目 単位

演習科目 単位

卒業論文・卒業研究 単位

専門分野が指定する科目は「開講科目担当表」を参照のこと。

「ヨーロッパ研究」「言語学研究」「国際関係研究」「アジア文化研究」の履修証明取得に必要な単位および指定

する科目はそれぞれのページに記載されている。

― ―

履修上の注意

＊ 外国語学部の説明 ～ と合わせて読むこと。

＊ 科目に付記されている科目記号の定義については，外国語学部の説明 に解説があるので参照すること。

＊ 学則 条には，「連続する か年において，学部学科が指定する授業科目を含む 単位以上を修得できない者につい

ては，学長が退学を決定する」とある。したがって，

） 連続する か年で 単位を修得できなかった場合は，退学となる。

） 学科が各年次で指定する下記科目のうち，同一科目を連続する か年において修得できなかった場合は，退学

となる。

〇 年次：「基礎フランス語Ⅰ 」，「基礎フランス語Ⅰ 」

〇 年次：「基礎フランス語Ⅱ 」，「基礎フランス語Ⅱ 」

ただし，「基礎フランス語Ⅰ 」，「基礎フランス語Ⅱ 」について，履修の前提となる科目を修得できなかったた

めに履修できなかった年度は，連続する か年には計上しない。なお，「連続する か年」の定義は履修要覧〔ガイド・

資料編〕 を確認すること。

① 外国語学部基礎科目について

外国語学部の説明 および外国語学部基礎科目担当表 を参照すること。

② 学科「必修科目」について

本学科開講の必修科目は指定学年次に履修すること。

年次において「基礎フランス語Ⅰ 」（ 単位）と「基礎フランス語Ⅰ 」（ 単位）を， 年次において「基礎フ

ランス語Ⅱ 」（ 単位）と「基礎フランス語Ⅱ 」（ 単位）を履修する。さらに 年次において「フランス研究入門

」（ 単位）および「フランス研究入門 」（ 単位）を履修する。

前年度までに「基礎フランス語Ⅰ 」と「基礎フランス語Ⅰ 」を修得していなければ「基礎フランス語Ⅱ 」

および「基礎フランス語Ⅱ 」を履修できない。また，「基礎フランス語Ⅱ 」と「基礎フランス語Ⅱ 」を修得し

ていなければ， ・ 年次に履修すべき＜総合フランス語科目＞を履修することはできない。

フランス語既習者の履修すべき科目については，個別に指導する。

「基礎フランス語Ⅰ」の履修者を，「文法」の授業においては つのグループ（ 及び ）に，「コミュニケーション」

の授業においては つのグループ（ ， ， ）に分けることとする。

また， 年度より，「基礎フランス語Ⅱ」の履修者を，「専門研究へのフランス語」の授業においては つのグルー

プ（ 及び ）に，「コミュニケーション」の授業においては つのグループ（ ， ， ）に分けることとする。従っ

て，学科に指定された組分けにより，各々下記のグループの授業に出席すること。

年次【基礎フランス語Ⅰ 】【基礎フランス語Ⅰ 】

登録コード分類（ ） 「文法」 「コミュニケーション」

Ｘ Ａグループ グループ グループ

Ｘ Ｂグループ グループ グループ

Ｙ Ｂグループ グループ グループ

Ｙ Ｃグループ グループ グループ

年次【基礎フランス語Ⅱ 】【基礎フランス語Ⅱ 】

登録コード分類（ ） 「専門研究へのフランス語」 「コミュニケーション」

Ｘ Ａグループ グループ グループ

Ｘ Ｂグループ グループ グループ

Ｙ Ｂグループ グループ グループ

Ｙ Ｃグループ グループ グループ

③ 学科「選択科目」について

①＜総合フランス語科目＞，②〔専門分野〕（全学共通科目を除く），③演習科目，④課程科目（実習を除く），⑤

他学部・他学科の「学科科目」，⑥学科科目としての外国語（ 単位まで。種類は年次により異なるので注意するこ

と。）から選択履修した科目によって 年次生以降は最低 単位以上を修得すること。（課程科目（実習をのぞく）

および外国語学部以外の学部・学科が開講している科目で充当できる単位数は 単位までとする）。

─ 783 ── 782 ─

13_外国語学部（13年次以前）.indd   782 2020/03/25   15:53:17



学
部
共
通
英

語
ド
イ
ツ
語
フ
ラ
ン
ス
語
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

言
語
学 

専
門
分
野
国
際
関
係 

専
門
分
野
ア
ジ
ア
文
化 

専
門
分
野

ヨ
ー
ロ
ッ
パ 

専
門
分
野

ラ
テ
ン 

ア
メ
リ
カ

専
門
分
野

― ―

本学科開講の選択科目は指定学年次に履修すること。専門分野の「フランス語研究」および「フランス語圏研究」

を履修するためには，「基礎フランス語Ⅱ 」と「基礎フランス語Ⅱ 」を修得していなければならない。ただし，

「基礎フランス語Ⅱ 」と「基礎フランス語Ⅱ 」の履修を終了できなかった場合，日本語のみでおこなわれる「フ

ランス語研究」および「フランス語圏研究」の開講科目に限り，担当教員の許可があれば履修することができる。

専門分野 のⅠフランス語研究，Ⅱフランス語圏研究， 教職科目 から 単位以上，また学科が指定する専門分野

で開講される演習 単位（計 単位）以上を修得すること。

〔専門分野〕で履修する科目は，各自が 年次に届け出た〔専門分野〕の科目群から選択することが望ましい。

本学科開講科目のうち，副題が変更された場合には，異なる科目として履修できる。

「演習」については次の点に留意すること｡

・「演習」は 単位を履修，修得すること｡

・履修を希望する「演習」の担当教員と事前に面談の上，履修登録すること｡

・フランス語学科に所属しない教員の「演習」を履修する者は，その担当教員の指導・指示を受けること｡

・「演習」について 単位を超えて修得した場合，超過分のうちのフランス語学科開講科目の演習の単位は「Ⅰ．フラン

ス語研究，Ⅱ．フランス語圏研究」（ 単位）のカテゴリに算入される。超過分のうちのフランス語学科以外で

開講する演習科目の単位は，「学科科目：選択（標準配当表の最下欄）」に算入される。

「学科科目としての外国語」は全学共通科目で選択したものとは異なる 言語を 単位まで「選択科目」に含める

ことができる。ただし，以下の言語に限る。（ ～も参照すること。）

英語・ドイツ語・イスパニア語・ロシア語・ポルトガル語・中国語・コリア語・インドネシア語・フィリピン

語・アラビア語・イタリア語・タイ語・ペルシア語・ラテン語・カンボジア語・ビルマ語・トルコ語・ベトナム

語・ヒンディー語・スワヒリ語

④ ＜総合フランス語科目＞について

総合フランス語科目は 年次に「表現演習Ⅲ」，「聴解演習Ⅲ」，「講読演習Ⅲ」の各科目から 科目 単位ずつ 計 科

目 単位 ， 年次に「総合演習Ⅳ」のいずれかの科目から 科目 単位，合計 科目 単位を履修すること。

年次生の登録手続に際しては，履修登録期間前に ， ， の つのグループ分けをした名簿を掲示するので，各

自が指定されたグループの「表現演習Ⅲ」，「聴解演習Ⅲ」，「講読演習Ⅲ」を，それぞれ 科目 単位ずつ（計 科目

単位）履修すること。

「総合演習Ⅳ」 科目の同時履修が望ましい。

「特別演習 」を「総合演習Ⅳ」のかわりに履修することもできる。

⑤ 専門分野について

年次春学期末に下記の専門分野のうちから つ選択し，学科事務室に届け出なければならない（届出できる専門

分野は 学科同一ではないので注意すること）。専門分野の届出については を参照のこと。

Ⅰ フランス語研究

Ⅱ フランス語圏研究

Ⅲ ヨーロッパ研究

Ⅳ 言語学研究

Ⅴ 国際関係研究

Ⅵ アジア文化研究

本学科が提供する専門分野（「フランス語研究」「フランス語圏研究」）の履修証明取得に必要な 単位の内訳は以

下のとおりである。研究科目は各専門分野が指定する講義科目，演習科目はゼミ形式の科目である。

研究科目 単位

演習科目 単位

卒業論文・卒業研究 単位

専門分野が指定する科目は「開講科目担当表」を参照のこと。

「ヨーロッパ研究」「言語学研究」「国際関係研究」「アジア文化研究」の履修証明取得に必要な単位および指定

する科目はそれぞれのページに記載されている。

― ―

履修上の注意

＊ 外国語学部の説明 ～ と合わせて読むこと。

＊ 科目に付記されている科目記号の定義については，外国語学部の説明 に解説があるので参照すること。

＊ 学則 条には，「連続する か年において，学部学科が指定する授業科目を含む 単位以上を修得できない者につい

ては，学長が退学を決定する」とある。したがって，

） 連続する か年で 単位を修得できなかった場合は，退学となる。

） 学科が各年次で指定する下記科目のうち，同一科目を連続する か年において修得できなかった場合は，退学

となる。

〇 年次：「基礎フランス語Ⅰ 」，「基礎フランス語Ⅰ 」

〇 年次：「基礎フランス語Ⅱ 」，「基礎フランス語Ⅱ 」

ただし，「基礎フランス語Ⅰ 」，「基礎フランス語Ⅱ 」について，履修の前提となる科目を修得できなかったた

めに履修できなかった年度は，連続する か年には計上しない。なお，「連続する か年」の定義は履修要覧〔ガイド・

資料編〕 を確認すること。

① 外国語学部基礎科目について

外国語学部の説明 および外国語学部基礎科目担当表 を参照すること。

② 学科「必修科目」について

本学科開講の必修科目は指定学年次に履修すること。

年次において「基礎フランス語Ⅰ 」（ 単位）と「基礎フランス語Ⅰ 」（ 単位）を， 年次において「基礎フ

ランス語Ⅱ 」（ 単位）と「基礎フランス語Ⅱ 」（ 単位）を履修する。さらに 年次において「フランス研究入門

」（ 単位）および「フランス研究入門 」（ 単位）を履修する。

前年度までに「基礎フランス語Ⅰ 」と「基礎フランス語Ⅰ 」を修得していなければ「基礎フランス語Ⅱ 」

および「基礎フランス語Ⅱ 」を履修できない。また，「基礎フランス語Ⅱ 」と「基礎フランス語Ⅱ 」を修得し

ていなければ， ・ 年次に履修すべき＜総合フランス語科目＞を履修することはできない。

フランス語既習者の履修すべき科目については，個別に指導する。

「基礎フランス語Ⅰ」の履修者を，「文法」の授業においては つのグループ（ 及び ）に，「コミュニケーション」

の授業においては つのグループ（ ， ， ）に分けることとする。

また， 年度より，「基礎フランス語Ⅱ」の履修者を，「専門研究へのフランス語」の授業においては つのグルー

プ（ 及び ）に，「コミュニケーション」の授業においては つのグループ（ ， ， ）に分けることとする。従っ

て，学科に指定された組分けにより，各々下記のグループの授業に出席すること。

年次【基礎フランス語Ⅰ 】【基礎フランス語Ⅰ 】

登録コード分類（ ） 「文法」 「コミュニケーション」

Ｘ Ａグループ グループ グループ

Ｘ Ｂグループ グループ グループ

Ｙ Ｂグループ グループ グループ

Ｙ Ｃグループ グループ グループ

年次【基礎フランス語Ⅱ 】【基礎フランス語Ⅱ 】

登録コード分類（ ） 「専門研究へのフランス語」 「コミュニケーション」

Ｘ Ａグループ グループ グループ

Ｘ Ｂグループ グループ グループ

Ｙ Ｂグループ グループ グループ

Ｙ Ｃグループ グループ グループ

③ 学科「選択科目」について

①＜総合フランス語科目＞，②〔専門分野〕（全学共通科目を除く），③演習科目，④課程科目（実習を除く），⑤

他学部・他学科の「学科科目」，⑥学科科目としての外国語（ 単位まで。種類は年次により異なるので注意するこ

と。）から選択履修した科目によって 年次生以降は最低 単位以上を修得すること。（課程科目（実習をのぞく）

および外国語学部以外の学部・学科が開講している科目で充当できる単位数は 単位までとする）。
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開講科目担当表

学科科目〔専攻科目（必修科目）〕注

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

基礎フランス語Ⅰ 春

小 島 真智子

コミュニケーション

グループ高 橋 暁 生

原 田 早 苗

コミュニケーション

グループ高 橋 暁 生

原 田 早 苗

コミュニケーション

グループ高 橋 暁 生

牧 陽 子
文法 グループ

岩 﨑 えり奈

牧 陽 子
文法 グループ

岩 﨑 えり奈

基礎フランス語Ⅰ 秋

小 島 真智子

コミュニケーション

グループ高 橋 暁 生

原 田 早 苗

コミュニケーション

グループ高 橋 暁 生

原 田 早 苗

コミュニケーション

グループ高 橋 暁 生

牧 陽 子
文法 グループ

岩 﨑 えり奈

牧 陽 子
文法 グループ

岩 﨑 えり奈

基礎フランス語Ⅱ 春

é
コミュニケーション

グループ
眞紀

塩 田 明 子

é
コミュニケーション

グループ
眞紀

塩 田 明 子

é
コミュニケーション

グループ
眞紀

塩 田 明 子

山 根 祐 佳

専門研究へのフランス語 グループ

牧 陽 子

岩 﨑 えり奈

専門研究へのフランス語 グループ山 根 祐 佳

小 島 真智子

― ―

⑥ 時間割表について

「開講科目担当表」において，備考欄の「（コ）」は，その科目が研究コース科目であることを示す。研究コース科

目の履修登録については以下の通り行うこと。この記号のない科目の履修登録については，「フランス語学科」の時

間割を参照し，そこに記載されている登録コードで履修登録すること。

． の「学事センター（教務）掲示板」に各学期初めに掲載される「研究コース科目時間割所属について」

の掲示にて，履修したい科目がどの研究コース所属（時間割の参照先）であるかを確認すること。（研究コー

ス科目は複数の研究コースに跨っている科目があり，参照先をまず確認する必要がある）

． の時間割（トップ画面 カリキュラム履修登録→時間割）にて履修したい科目の研究コースの時間割を参

照し，そこに記載されている登録コードで履修登録すること。

⑦ 卒業論文・卒業研究について

卒業論文・卒業研究の履修登録・内容・提出については，外国語学部の説明 ～ を読むこと。

本学科の専門分野における卒業論文の執筆要領については，「卒業論文についてのフランス語学科内規」を参照すること。

⑧ 外国語科目について

下記の か国語（初級，中級あるいは上級，計 単位）を履修する。ただし， 単位はすべて同一の言語とすること。

履修にあたっては， ～を参照すること。

英語，ドイツ語，イスパニア語，ロシア語，ポルトガル語，中国語，コリア語，インドネシア語，フィリピン語，

アラビア語，イタリア語，ラテン語。

⑨ 年間最高履修限度について

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修登録することは出来

ない。

（注）春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回ること

は出来ない。

【 年次生以降】

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目
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開講科目担当表

学科科目〔専攻科目（必修科目）〕注

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

基礎フランス語Ⅰ 春

小 島 真智子

コミュニケーション

グループ高 橋 暁 生

原 田 早 苗

コミュニケーション

グループ高 橋 暁 生

原 田 早 苗

コミュニケーション

グループ高 橋 暁 生

牧 陽 子
文法 グループ

岩 﨑 えり奈

牧 陽 子
文法 グループ

岩 﨑 えり奈

基礎フランス語Ⅰ 秋

小 島 真智子

コミュニケーション

グループ高 橋 暁 生

原 田 早 苗

コミュニケーション

グループ高 橋 暁 生

原 田 早 苗

コミュニケーション

グループ高 橋 暁 生

牧 陽 子
文法 グループ

岩 﨑 えり奈

牧 陽 子
文法 グループ

岩 﨑 えり奈

基礎フランス語Ⅱ 春

é
コミュニケーション

グループ
眞紀

塩 田 明 子

é
コミュニケーション

グループ
眞紀

塩 田 明 子

é
コミュニケーション

グループ
眞紀

塩 田 明 子

山 根 祐 佳

専門研究へのフランス語 グループ

牧 陽 子

岩 﨑 えり奈

専門研究へのフランス語 グループ山 根 祐 佳

小 島 真智子

― ―

⑥ 時間割表について

「開講科目担当表」において，備考欄の「（コ）」は，その科目が研究コース科目であることを示す。研究コース科

目の履修登録については以下の通り行うこと。この記号のない科目の履修登録については，「フランス語学科」の時

間割を参照し，そこに記載されている登録コードで履修登録すること。

． の「学事センター（教務）掲示板」に各学期初めに掲載される「研究コース科目時間割所属について」

の掲示にて，履修したい科目がどの研究コース所属（時間割の参照先）であるかを確認すること。（研究コー

ス科目は複数の研究コースに跨っている科目があり，参照先をまず確認する必要がある）

． の時間割（トップ画面 カリキュラム履修登録→時間割）にて履修したい科目の研究コースの時間割を参

照し，そこに記載されている登録コードで履修登録すること。

⑦ 卒業論文・卒業研究について

卒業論文・卒業研究の履修登録・内容・提出については，外国語学部の説明 ～ を読むこと。

本学科の専門分野における卒業論文の執筆要領については，「卒業論文についてのフランス語学科内規」を参照すること。

⑧ 外国語科目について

下記の か国語（初級，中級あるいは上級，計 単位）を履修する。ただし， 単位はすべて同一の言語とすること。

履修にあたっては， ～を参照すること。

英語，ドイツ語，イスパニア語，ロシア語，ポルトガル語，中国語，コリア語，インドネシア語，フィリピン語，

アラビア語，イタリア語，ラテン語。

⑨ 年間最高履修限度について

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修登録することは出来

ない。

（注）春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回ること

は出来ない。

【 年次生以降】

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

［教職科目］

フランス語科教育法 春 室 井 幾世子 ～ 旧「フランス語科教育法Ⅲ」

フランス語科教育法 春 原 田 早 苗 ～
旧「演習 （フランス語科教育法Ⅰ）」を履修した者は重複履

修できない

フランス語科教育法 秋 常 盤 僚 子 ～
旧「演習 （フランス語科教育法Ⅱ）」を履修した者は重複履

修できない

フランス語科教育法 秋 原 田 早 苗 ～

［専門分野］

Ⅰ．フランス語研究

隔 フランス語学の諸問題 休講 ～ ○ コ

隔 フランス語学の諸問題 休講 ～ ○ コ

隔 重 フランス語学の諸問題 休講 ～ ○ コ

フランス語圏の社会と言語 春 佐 野 彩 ～ ［ 名］，注 ，旧「ヨーロッパ言語社会論 」， コ

ヨーロッパの社会と言語Ｂ 秋 佐 野 彩 ～ ［ 名］，注 ，旧「ヨーロッパ言語社会論 」， コ

言語学概論 休講 加 藤 孝 臣 ～ （他）言語学研究専門分野， コ

言語学概論 休講 加 藤 孝 臣 ～ （他）言語学研究専門分野， コ

音韻論 春 北 原 真 冬 ～ （他）言語学研究専門分野，旧「音韻論」，コ

音韻論 休講 北 原 真 冬 ～ （他）言語学研究専門分野，旧「音韻論」，コ

意味論 春 加 藤 孝 臣 ～ （他）言語学研究専門分野，［ 名］， コ

意味論 秋 加 藤 孝 臣 ～ （他）言語学研究専門分野，［ 名］， コ

日本語学概説 春 加 藤 孝 臣 ～ （他）言語学研究専門分野，［ 名］， コ

日本語学概説 秋 加 藤 孝 臣 ～ （他）言語学研究専門分野，［ 名］， コ

翻訳論 春 河野 万里子 他 ～ （他）言語学研究専門分野，輪講，［ 名］，コ

隔 フランス語通訳入門 春
宇都宮 彰 子

寺 嶋 美 穂
・

（他）言語学研究専門分野，輪講，旧「通訳入門（日

仏）」， コ

フランス語科教育法Ａ 春 室 井 幾世子 ～ 旧「フランス語科教育法Ⅲ」

フランス語科教育法Ｂ 春 原 田 早 苗 ～
旧「演習 （フランス語科教育法Ⅰ）」を履修した者は重複履

修できない

フランス語科教育法Ｃ 秋 常 盤 僚 子 ～
旧「演習 （フランス語科教育法Ⅱ）」を履修した者は重複履

修できない

フランス語科教育法 秋 原 田 早 苗 ～

重
演習（フランス語教育と異

文化コミュニケーション）
春 原 田 早 苗 ・ 注 ， コ

重
演習（フランス語教育と異

文化コミュニケーション）
秋 原 田 早 苗 ・ 注 ， コ

重 演習（フランス語学） 休講 ・ ○ 注 ， コ

重 演習（フランス語学） 休講 ・ ○ 注 ， コ

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員 注

Ⅱ．フランス語圏研究

経済学概論～フランスと

ヨーロッパ
春 ・ コ

隔

重
福祉国家とジェンダー 休講 牧 陽 子 ～ コ

重 フランス哲学の会話 秋 é ・ ○ コ

フランス近現代史研究 秋 高 橋 暁 生 ～ コ ［ 名］，注

フランス語圏アフリカ

の社会と経済
春 岩 﨑 えり奈 ～ コ

隔

重
北アフリカ社会開発論 秋 岩 﨑 えり奈 ～ コ

フランス政治研究 春 ・ コ

重 フランス国際関係論 春 小 島 真智子 ・ （コ）

フランス美術史特論 春 船 岡 美穂子 ・ ［ 名］，注 ， コ

フランス語圏の社会と言語 春 佐 野 彩 ～ ［ 名］，注 ，旧「ヨーロッパ言語社会論 」， コ

ヨーロッパの社会と言語 秋 佐 野 彩 ～ ［ 名］，注 ，旧「ヨーロッパ言語社会論 」， コ

の現在と過去 春 若 林 広 ～ コ

隔 政治哲学Ⅰ 春 杉 田 孝 夫 ・ （他）哲学科

隔 社会哲学Ⅰ 休講 ・ （他）哲学科

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

基礎フランス語Ⅱ 秋

é
コミュニケーション

グループ
眞紀

塩 田 明 子

é
コミュニケーション

グループ
眞紀

塩 田 明 子

é
コミュニケーション

グループ
眞紀

塩 田 明 子

岩 﨑 えり奈

専門研究へのフランス語 グループ山 根 祐 佳

小 島 真智子

山 根 祐 佳

専門研究へのフランス語 グループ

牧 陽 子

フランス語圏研究Ａ

歴史と文化
春 高 橋 暁 生 旧「フランス研究入門 」

フランス語圏研究Ｂ

政治と宗教
秋 旧「フランス研究入門 」

注 ：フランス語学科生のみ履修可

学科科目〔専攻科目（選択科目）〕

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

＜総合フランス語科目＞注

重 表現演習Ⅲ 春 é

重 表現演習Ⅲ 秋 é

重 表現演習Ⅲ 春 é

重 表現演習Ⅲ 秋 é

重 表現演習Ⅲ 春

重 表現演習Ⅲ 秋

重 聴解演習Ⅲ 春

重 聴解演習Ⅲ 秋

重 聴解演習Ⅲ 春

重 聴解演習Ⅲ 秋

重 聴解演習Ⅲ 春

重 聴解演習Ⅲ 秋

重 講読演習Ⅲ 春 小 島 真智子

重 講読演習Ⅲ 秋 小 島 真智子

重 講読演習Ⅲ 春 岩 﨑 えり奈

重 講読演習Ⅲ 秋 岩 﨑 えり奈

重 講読演習Ⅲ 春

重 講読演習Ⅲ 秋

重 総合演習Ⅳ 春 é

重 総合演習Ⅳ 秋 é

重 総合演習Ⅳ

重 総合演習Ⅳ 秋

重 総合演習Ⅳ 春

重 総合演習Ⅳ 秋

重 特別演習 春 ・

［既習者用科目］※フランス語学科生及びフランス文学科生のみ履修可

重 既習者用フランス語 春 ～ 既習者のみ履修可

重 既習者用フランス語 秋 ～ 既習者のみ履修可

重 既習者用フランス語 春 ～ 既習者のみ履修可

重 既習者用フランス語 秋 ～ 既習者のみ履修可

重 既習者用フランス語 春 博 多 かおる ～ （他）フランス文学科，既習者のみ履修可

重 既習者用フランス語 秋 小 倉 博 孝 ～ （他）フランス文学科，既習者のみ履修可
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

［教職科目］

フランス語科教育法 春 室 井 幾世子 ～ 旧「フランス語科教育法Ⅲ」

フランス語科教育法 春 原 田 早 苗 ～
旧「演習 （フランス語科教育法Ⅰ）」を履修した者は重複履

修できない

フランス語科教育法 秋 常 盤 僚 子 ～
旧「演習 （フランス語科教育法Ⅱ）」を履修した者は重複履

修できない

フランス語科教育法 秋 原 田 早 苗 ～

［専門分野］

Ⅰ．フランス語研究

隔 フランス語学の諸問題 休講 ～ ○ コ

隔 フランス語学の諸問題 休講 ～ ○ コ

隔 重 フランス語学の諸問題 休講 ～ ○ コ

フランス語圏の社会と言語 春 佐 野 彩 ～ ［ 名］，注 ，旧「ヨーロッパ言語社会論 」， コ

ヨーロッパの社会と言語Ｂ 秋 佐 野 彩 ～ ［ 名］，注 ，旧「ヨーロッパ言語社会論 」， コ

言語学概論 休講 加 藤 孝 臣 ～ （他）言語学研究専門分野， コ

言語学概論 休講 加 藤 孝 臣 ～ （他）言語学研究専門分野， コ

音韻論 春 北 原 真 冬 ～ （他）言語学研究専門分野，旧「音韻論」，コ

音韻論 休講 北 原 真 冬 ～ （他）言語学研究専門分野，旧「音韻論」，コ

意味論 春 加 藤 孝 臣 ～ （他）言語学研究専門分野，［ 名］， コ

意味論 秋 加 藤 孝 臣 ～ （他）言語学研究専門分野，［ 名］， コ

日本語学概説 春 加 藤 孝 臣 ～ （他）言語学研究専門分野，［ 名］， コ

日本語学概説 秋 加 藤 孝 臣 ～ （他）言語学研究専門分野，［ 名］， コ

翻訳論 春 河野 万里子 他 ～ （他）言語学研究専門分野，輪講，［ 名］，コ

隔 フランス語通訳入門 春
宇都宮 彰 子

寺 嶋 美 穂
・

（他）言語学研究専門分野，輪講，旧「通訳入門（日

仏）」， コ

フランス語科教育法Ａ 春 室 井 幾世子 ～ 旧「フランス語科教育法Ⅲ」

フランス語科教育法Ｂ 春 原 田 早 苗 ～
旧「演習 （フランス語科教育法Ⅰ）」を履修した者は重複履

修できない

フランス語科教育法Ｃ 秋 常 盤 僚 子 ～
旧「演習 （フランス語科教育法Ⅱ）」を履修した者は重複履

修できない

フランス語科教育法 秋 原 田 早 苗 ～

重
演習（フランス語教育と異

文化コミュニケーション）
春 原 田 早 苗 ・ 注 ， コ

重
演習（フランス語教育と異

文化コミュニケーション）
秋 原 田 早 苗 ・ 注 ， コ

重 演習（フランス語学） 休講 ・ ○ 注 ， コ

重 演習（フランス語学） 休講 ・ ○ 注 ， コ

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員 注

Ⅱ．フランス語圏研究

経済学概論～フランスと

ヨーロッパ
春 ・ コ

隔

重
福祉国家とジェンダー 休講 牧 陽 子 ～ コ

重 フランス哲学の会話 秋 é ・ ○ コ

フランス近現代史研究 秋 高 橋 暁 生 ～ コ ［ 名］，注

フランス語圏アフリカ

の社会と経済
春 岩 﨑 えり奈 ～ コ

隔

重
北アフリカ社会開発論 秋 岩 﨑 えり奈 ～ コ

フランス政治研究 春 ・ コ

重 フランス国際関係論 春 小 島 真智子 ・ （コ）

フランス美術史特論 春 船 岡 美穂子 ・ ［ 名］，注 ， コ

フランス語圏の社会と言語 春 佐 野 彩 ～ ［ 名］，注 ，旧「ヨーロッパ言語社会論 」， コ

ヨーロッパの社会と言語 秋 佐 野 彩 ～ ［ 名］，注 ，旧「ヨーロッパ言語社会論 」， コ

の現在と過去 春 若 林 広 ～ コ

隔 政治哲学Ⅰ 春 杉 田 孝 夫 ・ （他）哲学科

隔 社会哲学Ⅰ 休講 ・ （他）哲学科

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

基礎フランス語Ⅱ 秋

é
コミュニケーション

グループ
眞紀

塩 田 明 子

é
コミュニケーション

グループ
眞紀

塩 田 明 子

é
コミュニケーション

グループ
眞紀

塩 田 明 子

岩 﨑 えり奈

専門研究へのフランス語 グループ山 根 祐 佳

小 島 真智子

山 根 祐 佳

専門研究へのフランス語 グループ

牧 陽 子

フランス語圏研究Ａ

歴史と文化
春 高 橋 暁 生 旧「フランス研究入門 」

フランス語圏研究Ｂ

政治と宗教
秋 旧「フランス研究入門 」

注 ：フランス語学科生のみ履修可

学科科目〔専攻科目（選択科目）〕

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

＜総合フランス語科目＞注

重 表現演習Ⅲ 春 é

重 表現演習Ⅲ 秋 é

重 表現演習Ⅲ 春 é

重 表現演習Ⅲ 秋 é

重 表現演習Ⅲ 春

重 表現演習Ⅲ 秋

重 聴解演習Ⅲ 春

重 聴解演習Ⅲ 秋

重 聴解演習Ⅲ 春

重 聴解演習Ⅲ 秋

重 聴解演習Ⅲ 春

重 聴解演習Ⅲ 秋

重 講読演習Ⅲ 春 小 島 真智子

重 講読演習Ⅲ 秋 小 島 真智子

重 講読演習Ⅲ 春 岩 﨑 えり奈

重 講読演習Ⅲ 秋 岩 﨑 えり奈

重 講読演習Ⅲ 春

重 講読演習Ⅲ 秋

重 総合演習Ⅳ 春 é

重 総合演習Ⅳ 秋 é

重 総合演習Ⅳ

重 総合演習Ⅳ 秋

重 総合演習Ⅳ 春

重 総合演習Ⅳ 秋

重 特別演習 春 ・

［既習者用科目］※フランス語学科生及びフランス文学科生のみ履修可

重 既習者用フランス語 春 ～ 既習者のみ履修可

重 既習者用フランス語 秋 ～ 既習者のみ履修可

重 既習者用フランス語 春 ～ 既習者のみ履修可

重 既習者用フランス語 秋 ～ 既習者のみ履修可

重 既習者用フランス語 春 博 多 かおる ～ （他）フランス文学科，既習者のみ履修可

重 既習者用フランス語 秋 小 倉 博 孝 ～ （他）フランス文学科，既習者のみ履修可
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― ―

海外短期研修科目

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

海外短期研修

（パリ政治学院）
秋 フランス語学科教員 ～ 〇 注 ， ， ， ，

注 ：本学で開講される事前事後指導を含む所定のプログラムを修了し，上記研修に参加して所定の成果を修めたものは，上記科目の単
位が付与される。なお，上記科目は，履修登録の必要はなく，学期・年間の最高履修限度にも算入されない。

注 ： 年 月卒業予定者は，単位付与が翌年度に行われるため，プログラムには参加可能だが，単位は認められない。

注 ：「海外短期研修（パリ政治学院）」は，英語で実施されるため，学科選択科目＜総合フランス語科目＞に参入することは出来ないの
で注意すること。

注 ：短期研修に係る参加資格，申込期間等詳細については，グローバル教育センター発行の「留学ハンドブック」および掲示等を参照
すること。

注 ：評価は （合格）・ （不合格）を使用する

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

ヨーロッパ・アメ

リカ史系概説Ⅲ
秋 坂 野 正 則 ～ （他）史学科，旧「西洋史概説Ⅲ」

重
歴史学特講（フラン

ス史の諸問題）
秋 坂 野 正 則 ～ ○

（他）史学科，旧「西洋史特講（フランス史の諸問

題）」

重 西洋美術史 春 安 藤 さやか ～ （他）史学科

隔 フランス美術論Ⅰ 春 吉 村 和 明 ～ （他）フランス文学科，［ 名］

隔 フランス美術論Ⅱ 休講 ～ （他）フランス文学科，［ 名］

フランス映画論Ⅰ 休講 ～ （他）フランス文学科，［ 名］

フランス映画論Ⅱ 秋 古 賀 太 ～ （他）フランス文学科，［ 名］

隔 フランス法Ⅰ 休講 ・ （他）法学部

隔 フランス法Ⅱ 休講 ・ （他）法学部，「フランス法Ⅰ」を履修していること

隔 法 休講 ・ （他）法学部

重 演習（日仏社会研究） 春 牧 陽 子 ・ 注 ，旧「演習（フランス社会研究） 」， コ

重 演習（日仏社会研究） 秋 牧 陽 子 ・ 注 ，旧「演習（フランス社会研究） 」， コ

重 演習（日仏比較政治） 春 ・ 注 ， コ

重 演習（日仏比較政治） 秋 ・ 注 ， コ

重 演習（フランス国際政治） 春 小 島 真智子 ・ 注 ， コ

重 演習（フランス国際政治） 秋 小 島 真智子 ・ 注 ， コ

重 演習（北アフリカ社会経済） 春 岩 﨑 えり奈 ・ 注 ， コ

重 演習（北アフリカ社会経済） 秋 岩 﨑 えり奈 ・ 注 ， コ

重 演習（フランス語学） 休講 ・ ○ 注 ， コ

重 演習（フランス語学） 休講 ・ ○ 注 ， コ

重
演習（日々の哲学：フラン

ス哲学入門）
春 é ・ ○ 注 ， コ

重
演習（日々の哲学：フラン

ス哲学入門）
秋 é ・ ○ 注 ， コ

重 演習（経済学） 春 ・ 注 ， コ

重 演習（経済学） 秋 ・ 注 ， コ

重 演習（フランス語圏の歴史） 春 高 橋 暁 生 ・ 注 ， コ

重 演習（フランス語圏の歴史） 秋 高 橋 暁 生 ・ 注 ， コ

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員 注

Ⅲ．ヨーロッパ研究

ヨーロッパ研究専門分野のページを参照

Ⅳ．言語学研究

言語学研究専門分野のページを参照

Ⅴ．国際関係研究

国際関係研究専門分野のページを参照

Ⅵ．アジア文化研究

アジア文化研究専門分野のページを参照

（コ）：この記号の付された科目の開講曜日・時限については， の各研究コースの時間割を参照すること。

注 ：原則として他学部・他学科生は履修不可だが，人数に余裕がある場合に限ってフランス文学科 ・ 年次生も履修することができ
る。

注 ：「演習 」，「演習 」は原則として同一担当者によるものを履修すること。

注 ： 年次生のみ履修可。

注 ：外国語学部生優先。

─ 789 ── 788 ─

13_外国語学部（13年次以前）.indd   788 2020/03/25   15:53:27



学
部
共
通
英

語
ド
イ
ツ
語
フ
ラ
ン
ス
語
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

言
語
学 

専
門
分
野
国
際
関
係 

専
門
分
野
ア
ジ
ア
文
化 

専
門
分
野

ヨ
ー
ロ
ッ
パ 

専
門
分
野

ラ
テ
ン 

ア
メ
リ
カ

専
門
分
野

― ―

海外短期研修科目

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

海外短期研修

（パリ政治学院）
秋 フランス語学科教員 ～ 〇 注 ， ， ， ，

注 ：本学で開講される事前事後指導を含む所定のプログラムを修了し，上記研修に参加して所定の成果を修めたものは，上記科目の単
位が付与される。なお，上記科目は，履修登録の必要はなく，学期・年間の最高履修限度にも算入されない。

注 ： 年 月卒業予定者は，単位付与が翌年度に行われるため，プログラムには参加可能だが，単位は認められない。

注 ：「海外短期研修（パリ政治学院）」は，英語で実施されるため，学科選択科目＜総合フランス語科目＞に参入することは出来ないの
で注意すること。

注 ：短期研修に係る参加資格，申込期間等詳細については，グローバル教育センター発行の「留学ハンドブック」および掲示等を参照
すること。

注 ：評価は （合格）・ （不合格）を使用する

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

ヨーロッパ・アメ

リカ史系概説Ⅲ
秋 坂 野 正 則 ～ （他）史学科，旧「西洋史概説Ⅲ」

重
歴史学特講（フラン

ス史の諸問題）
秋 坂 野 正 則 ～ ○

（他）史学科，旧「西洋史特講（フランス史の諸問

題）」

重 西洋美術史 春 安 藤 さやか ～ （他）史学科

隔 フランス美術論Ⅰ 春 吉 村 和 明 ～ （他）フランス文学科，［ 名］

隔 フランス美術論Ⅱ 休講 ～ （他）フランス文学科，［ 名］

フランス映画論Ⅰ 休講 ～ （他）フランス文学科，［ 名］

フランス映画論Ⅱ 秋 古 賀 太 ～ （他）フランス文学科，［ 名］

隔 フランス法Ⅰ 休講 ・ （他）法学部

隔 フランス法Ⅱ 休講 ・ （他）法学部，「フランス法Ⅰ」を履修していること

隔 法 休講 ・ （他）法学部

重 演習（日仏社会研究） 春 牧 陽 子 ・ 注 ，旧「演習（フランス社会研究） 」， コ

重 演習（日仏社会研究） 秋 牧 陽 子 ・ 注 ，旧「演習（フランス社会研究） 」， コ

重 演習（日仏比較政治） 春 ・ 注 ， コ

重 演習（日仏比較政治） 秋 ・ 注 ， コ

重 演習（フランス国際政治） 春 小 島 真智子 ・ 注 ， コ

重 演習（フランス国際政治） 秋 小 島 真智子 ・ 注 ， コ

重 演習（北アフリカ社会経済） 春 岩 﨑 えり奈 ・ 注 ， コ

重 演習（北アフリカ社会経済） 秋 岩 﨑 えり奈 ・ 注 ， コ

重 演習（フランス語学） 休講 ・ ○ 注 ， コ

重 演習（フランス語学） 休講 ・ ○ 注 ， コ

重
演習（日々の哲学：フラン

ス哲学入門）
春 é ・ ○ 注 ， コ

重
演習（日々の哲学：フラン

ス哲学入門）
秋 é ・ ○ 注 ， コ

重 演習（経済学） 春 ・ 注 ， コ

重 演習（経済学） 秋 ・ 注 ， コ

重 演習（フランス語圏の歴史） 春 高 橋 暁 生 ・ 注 ， コ

重 演習（フランス語圏の歴史） 秋 高 橋 暁 生 ・ 注 ， コ

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員 注

Ⅲ．ヨーロッパ研究

ヨーロッパ研究専門分野のページを参照

Ⅳ．言語学研究

言語学研究専門分野のページを参照

Ⅴ．国際関係研究

国際関係研究専門分野のページを参照

Ⅵ．アジア文化研究

アジア文化研究専門分野のページを参照

（コ）：この記号の付された科目の開講曜日・時限については， の各研究コースの時間割を参照すること。

注 ：原則として他学部・他学科生は履修不可だが，人数に余裕がある場合に限ってフランス文学科 ・ 年次生も履修することができ
る。

注 ：「演習 」，「演習 」は原則として同一担当者によるものを履修すること。

注 ： 年次生のみ履修可。

注 ：外国語学部生優先。
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― ―

卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生

〈全学共通科目〉

必 修 単位 体 育 単位

外国語科目 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

〈学科科目〉

外国語学部基礎科目＊ 単位

専 攻 科 目 単位 必 修 科 目 単位

選 択 科 目 単位

専門分野その他 単位

合 計 単位

＊ 外国語学部基礎科目については 参照。

― ―

ポルトガル語学科 

〔教育研究上の目的〕

ポルトガル語の高度な運用能力を養い，地域研究，言語研究等の専門研究の基礎となる幅広い教養（人文・社会科学，

ポルトガル語圏に関する基礎知識）を修得すること

〔人材養成の目的〕

ポルトガル語の高度な運用能力を基礎として，グローバル化する社会に貢献しうる人物，並びに地域研究，言語研究等

の専門家を養成すること

◎カリキュラム・ポリシーおよびディプロマポリシーは，本学ホームページ， ＞学部・大学院＞学部・学科におけ

る教育研究上の目的及び人材養成の目的を参照のこと。
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― ―

卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生

〈全学共通科目〉

必 修 単位 体 育 単位

外国語科目 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

〈学科科目〉

外国語学部基礎科目＊ 単位

専 攻 科 目 単位 必 修 科 目 単位

選 択 科 目 単位

専門分野その他 単位

合 計 単位

＊ 外国語学部基礎科目については 参照。

― ―

ポルトガル語学科 

〔教育研究上の目的〕

ポルトガル語の高度な運用能力を養い，地域研究，言語研究等の専門研究の基礎となる幅広い教養（人文・社会科学，

ポルトガル語圏に関する基礎知識）を修得すること

〔人材養成の目的〕

ポルトガル語の高度な運用能力を基礎として，グローバル化する社会に貢献しうる人物，並びに地域研究，言語研究等

の専門家を養成すること

◎カリキュラム・ポリシーおよびディプロマポリシーは，本学ホームページ， ＞学部・大学院＞学部・学科におけ

る教育研究上の目的及び人材養成の目的を参照のこと。
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― ―

履修上の注意

年次生

＊ 外国語学部の説明 ～ と合わせて読むこと。

＊ 科目に付記されている科目記号の定義については，外国語学部の説明 に解説があるので参照すること。

＊ 学則 条には，「連続する か年において，学部学科が指定する授業科目を含む 単位以上を修得できない者につい

ては，学長が退学を決定する」とある。したがって，

） 連続する か年で 単位を修得できなかった場合は，退学となる。

） 学科が各年次で指定する下記科目のうち，同一科目を連続する か年において修得できなかった場合は，退学となる。

〇 年次：「基礎ポルトガル語Ⅰ 」，「基礎ポルトガル語Ⅰ 」

〇 年次：「基礎ポルトガル語Ⅱ 」，「基礎ポルトガル語Ⅱ 」

ただし，「基礎ポルトガル語Ⅰ 」，「基礎ポルトガル語Ⅱ 」について，履修の前提となる科目を修得できなかっ

たために履修できなかった年度は，連続する か年には計上しない。なお，「連続する か年」の定義は履修要覧〔ガ

イド・資料編〕 を確認すること。

① 外国語学部基礎科目について

外国語学部の説明 および外国語学部基礎科目担当表 を参照すること。

② 学科「必修科目」について

本学科の必修語学カリキュラムの基本構成は次のとおり。

年次 「基礎ポルトガル語Ⅰ 」（春学期必修 単位），「基礎ポルトガル語Ⅰ 」（秋学期必修 単位）

年次 「基礎ポルトガル語Ⅱ 」（春学期必修 単位），「基礎ポルトガル語Ⅱ 」（秋学期必修 単位）

※「基礎ポルトガル語Ⅰ 」を未修得の者は「基礎ポルトガル語Ⅰ （再履修者用）」を，「基礎ポルトガル語Ⅰ

」を未修得の者は「基礎ポルトガル語Ⅰ （再履修者用）」を履修すること。

※「基礎ポルトガル語Ⅱ 」を未修得の者は「基礎ポルトガル語Ⅱ （再履修者用）」を，「基礎ポルトガル語Ⅱ

」を未修得の者は「基礎ポルトガル語Ⅱ （再履修者用）」を履修すること。

履修規則

上記 ～ 年次の必修語学科目は，順を追って指定学年次に履修することを原則とし，単位が取得できない場合は，

翌年再履修しなければならない。

「基礎ポルトガル語Ⅰ 」を修得していない場合（評価 ）は，「基礎ポルトガル語Ⅰ 」を履修することはでき

ない。

「基礎ポルトガル語Ⅱ 」を修得していない場合（評価 ）は，「基礎ポルトガル語Ⅱ 」を履修することはできな

い。

「基礎ポルトガル語Ⅰ 」，「基礎ポルトガル語Ⅰ 」，「基礎ポルトガル語Ⅱ 」「基礎ポルトガル語Ⅱ 」の各科

目は履修要覧〔ガイド・資料編〕 の評価基準にかかわらず，正当な理由なくして， 出席率 ％未満の場合，

またはⅱ 試験欠席で評価不能の場合，不合格（評価 ）とする。

） 「地域研究入門」を未修得の者は，「ポルトガル語圏研究入門」を履修すること。

③ 学科「選択科目」について

「総合ポルトガル語」 単位

「基礎ポルトガル語Ⅱ 」を修得していない場合は，「総合ポルトガル語」および履修年次が「 ・ 」と指定さ

れている本学科選択科目を履修することができない。

， 年次生は「総合ポルトガル語科目」から 単位を修得しなければならない。 単位のうちの 単位は 年次で

修得する必要がある。よって， 年次で卒業に必要な 単位すべてを修得することはできない。ただし基礎ポル

トガル語再履修者はこの限りではない。

． 「総合ポルトガル語」の修得単位の余剰分は，「学科指定の専門分野科目」 ｢ポルトガル語研究｣及び「ポルト

ガル語圏研究」 の単位として充当する。

「学科開講選択科目」（ 単位）の余剰単位は「専門分野科目その他」の単位に充当する。

― ―

． 標準配当表

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

英語・ドイツ語・フラン
ス語・イスパニア語・ロ
シア語・中国語・コリア

語・インドネシア語・
フィリピン語・アラビア
語・イタリア語・ラテン

語から か国語

左記と同一の外国語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

基
礎
科
目

外
国
語
学
部

（

単
位
）

選
択

専
攻
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

基礎ポルトガル語Ⅰ （注 ）

基礎ポルトガル語Ⅰ （注 ）

ポルトガル語圏研究入門

ポルトガル史

ブラジル史

基礎ポルトガル語Ⅱ （注 ）

基礎ポルトガル語Ⅱ （注 ）

ポルトガル語圏アフリカ史

アジアとポルトガル語圏

（

単
位
）

選
択

総合ポルトガル語から 単位修得すること。但しそ

のうち 単位は 年次に修得すること。

本学科開講選択科目から履修すること。

（

単
位
）

専
門
分
野
科
目
そ
の
他

①専門分野科目 全学共通科目を除く ，②本学科開講選択科目，③課程科目（実習を除く），④他学部・他学科

の科目，⑤学科科目としての外国語（ポルトガル語を除く。ただし，全学共通科目として選択したものとは異

なる 言語を 単位までとする。）で充当する。

注 ：「基礎ポルトガル語Ⅰ 」を未修得の者は，「基礎ポルトガル語Ⅰ （再履修者用）」を履修すること。

注 ：「基礎ポルトガル語Ⅰ 」を未修得の者は，「基礎ポルトガル語Ⅰ （再履修者用）」を履修すること。

注 ：「基礎ポルトガル語Ⅱ 」を未修得の者は，「基礎ポルトガル語Ⅱ （再履修者用）」を履修すること。

注 ：「基礎ポルトガル語Ⅱ 」を未修得の者は，「基礎ポルトガル語Ⅱ （再履修者用）」を履修すること。
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履修上の注意

年次生

＊ 外国語学部の説明 ～ と合わせて読むこと。

＊ 科目に付記されている科目記号の定義については，外国語学部の説明 に解説があるので参照すること。

＊ 学則 条には，「連続する か年において，学部学科が指定する授業科目を含む 単位以上を修得できない者につい

ては，学長が退学を決定する」とある。したがって，

） 連続する か年で 単位を修得できなかった場合は，退学となる。

） 学科が各年次で指定する下記科目のうち，同一科目を連続する か年において修得できなかった場合は，退学となる。

〇 年次：「基礎ポルトガル語Ⅰ 」，「基礎ポルトガル語Ⅰ 」

〇 年次：「基礎ポルトガル語Ⅱ 」，「基礎ポルトガル語Ⅱ 」

ただし，「基礎ポルトガル語Ⅰ 」，「基礎ポルトガル語Ⅱ 」について，履修の前提となる科目を修得できなかっ

たために履修できなかった年度は，連続する か年には計上しない。なお，「連続する か年」の定義は履修要覧〔ガ

イド・資料編〕 を確認すること。

① 外国語学部基礎科目について

外国語学部の説明 および外国語学部基礎科目担当表 を参照すること。

② 学科「必修科目」について

本学科の必修語学カリキュラムの基本構成は次のとおり。

年次 「基礎ポルトガル語Ⅰ 」（春学期必修 単位），「基礎ポルトガル語Ⅰ 」（秋学期必修 単位）

年次 「基礎ポルトガル語Ⅱ 」（春学期必修 単位），「基礎ポルトガル語Ⅱ 」（秋学期必修 単位）

※「基礎ポルトガル語Ⅰ 」を未修得の者は「基礎ポルトガル語Ⅰ （再履修者用）」を，「基礎ポルトガル語Ⅰ

」を未修得の者は「基礎ポルトガル語Ⅰ （再履修者用）」を履修すること。

※「基礎ポルトガル語Ⅱ 」を未修得の者は「基礎ポルトガル語Ⅱ （再履修者用）」を，「基礎ポルトガル語Ⅱ

」を未修得の者は「基礎ポルトガル語Ⅱ （再履修者用）」を履修すること。

履修規則

上記 ～ 年次の必修語学科目は，順を追って指定学年次に履修することを原則とし，単位が取得できない場合は，

翌年再履修しなければならない。

「基礎ポルトガル語Ⅰ 」を修得していない場合（評価 ）は，「基礎ポルトガル語Ⅰ 」を履修することはでき

ない。

「基礎ポルトガル語Ⅱ 」を修得していない場合（評価 ）は，「基礎ポルトガル語Ⅱ 」を履修することはできな

い。

「基礎ポルトガル語Ⅰ 」，「基礎ポルトガル語Ⅰ 」，「基礎ポルトガル語Ⅱ 」「基礎ポルトガル語Ⅱ 」の各科

目は履修要覧〔ガイド・資料編〕 の評価基準にかかわらず，正当な理由なくして， 出席率 ％未満の場合，

またはⅱ 試験欠席で評価不能の場合，不合格（評価 ）とする。

） 「地域研究入門」を未修得の者は，「ポルトガル語圏研究入門」を履修すること。

③ 学科「選択科目」について

「総合ポルトガル語」 単位

「基礎ポルトガル語Ⅱ 」を修得していない場合は，「総合ポルトガル語」および履修年次が「 ・ 」と指定さ

れている本学科選択科目を履修することができない。

， 年次生は「総合ポルトガル語科目」から 単位を修得しなければならない。 単位のうちの 単位は 年次で

修得する必要がある。よって， 年次で卒業に必要な 単位すべてを修得することはできない。ただし基礎ポル

トガル語再履修者はこの限りではない。

． 「総合ポルトガル語」の修得単位の余剰分は，「学科指定の専門分野科目」 ｢ポルトガル語研究｣及び「ポルト

ガル語圏研究」 の単位として充当する。

「学科開講選択科目」（ 単位）の余剰単位は「専門分野科目その他」の単位に充当する。

― ―

． 標準配当表

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

英語・ドイツ語・フラン
ス語・イスパニア語・ロ
シア語・中国語・コリア

語・インドネシア語・
フィリピン語・アラビア
語・イタリア語・ラテン

語から か国語

左記と同一の外国語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

基
礎
科
目

外
国
語
学
部

（

単
位
）

選
択

専
攻
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

基礎ポルトガル語Ⅰ （注 ）

基礎ポルトガル語Ⅰ （注 ）

ポルトガル語圏研究入門

ポルトガル史

ブラジル史

基礎ポルトガル語Ⅱ （注 ）

基礎ポルトガル語Ⅱ （注 ）

ポルトガル語圏アフリカ史

アジアとポルトガル語圏

（

単
位
）

選
択

総合ポルトガル語から 単位修得すること。但しそ

のうち 単位は 年次に修得すること。

本学科開講選択科目から履修すること。

（

単
位
）

専
門
分
野
科
目
そ
の
他

①専門分野科目 全学共通科目を除く ，②本学科開講選択科目，③課程科目（実習を除く），④他学部・他学科

の科目，⑤学科科目としての外国語（ポルトガル語を除く。ただし，全学共通科目として選択したものとは異

なる 言語を 単位までとする。）で充当する。

注 ：「基礎ポルトガル語Ⅰ 」を未修得の者は，「基礎ポルトガル語Ⅰ （再履修者用）」を履修すること。

注 ：「基礎ポルトガル語Ⅰ 」を未修得の者は，「基礎ポルトガル語Ⅰ （再履修者用）」を履修すること。

注 ：「基礎ポルトガル語Ⅱ 」を未修得の者は，「基礎ポルトガル語Ⅱ （再履修者用）」を履修すること。

注 ：「基礎ポルトガル語Ⅱ 」を未修得の者は，「基礎ポルトガル語Ⅱ （再履修者用）」を履修すること。
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⑨ 最高履修限度について

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修登録することは出来

ない。

（注） 春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回る

ことは出来ない。

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

― ―

④ 専門分野について

年次春学期末に下記の専門分野のうちから つ選択し学科事務室に届け出なければならない（届出できる専門分

野は 学科同一ではないので注意すること）。専門分野の届出については を参照のこと。

Ⅰ ポルトガル語研究

Ⅱ ポルトガル語圏研究

Ⅲ ヨーロッパ研究

Ⅳ ラテンアメリカ研究

Ⅴ 言語学研究

Ⅵ 国際関係研究

Ⅶ アジア文化研究

本学科が提供する専門分野（「ポルトガル語研究」「ポルトガル語圏研究」）の履修証明取得に必要な 単位の内訳

は以下のとおりである。研究科目は各専門分野が指定する講義科目，演習科目はゼミ形式の科目である。

研究科目 単位

演習科目 単位

卒業論文・卒業研究 単位

専門分野が指定する科目は「開講科目担当表」を参照のこと。

「ヨーロッパ研究」「ラテンアメリカ研究」「言語学研究」「国際関係研究」「アジア文化研究」各専門分野の履修証明

取得に必要な単位および指定する科目はそれぞれのページに記載されている。

⑤ 時間割表について

「開講科目担当表」において，備考欄の「（コ）」は，その科目が研究コース科目であることを示す。研究コース科

目の履修登録については以下の通り行うこと。この記号のない科目の履修登録については，「ポルトガル語学科」の時

間割を参照し，そこに記載されている登録コードで履修登録すること。

． の「学事センター（教務）掲示板」に各学期初めに掲載される「研究コース科目時間割所属について」の

掲示にて，履修したい科目がどの研究コース所属（時間割の参照先）であるかを確認すること。（研究コース科

目は複数の研究コースに跨っている科目があり，参照先をまず確認する必要がある）

． の時間割（トップ画面 カリキュラム履修登録→時間割）にて履修したい科目の研究コースの時間割を参

照し，そこに記載されている登録コードで履修登録すること。

⑥ 「専門分野科目その他」について

他学部・他学科開講学科科目を履修する場合は，担当教員の許可を必要とする。

「専門分野」の履修証明書取得希望者は，それぞれの専門分野履修規定にしたがって履修すること。

⑦ 卒業論文・卒業研究について

卒業論文・卒業研究の履修登録・内容・提出については，外国語学部の説明 ～ を読むこと。

本学科の専門分野における卒業論文の執筆要領は，以下の通りである。

規格：縦長 版・横書き。

執筆言語：日本語，あるいは指導教員と相談の上，外国語での執筆も可能である。

分量：日本語で執筆する場合 字以上 字以下，英語で執筆する場合 語以上 語以下，その他

の言語で執筆する場合は上記相当量を基準とする。いずれも表紙，目次，注記，図表，文献目録を除く本文

の分量である。より具体的な様式については指導教員の指示に従うこと。

要約：卒業論文を日本語で執筆する場合には外国語（ 版 枚程度），外国語で執筆する場合には日本語（ 版 枚

程度）の要約を，それぞれつけること。使用する外国語に関しては指導教員に相談すること。

⑧ 外国語科目について

下記の 言語（初級，中級あるいは上級，計 単位）を履修する。ただし， 単位はすべて同一の言語とすること。履

修にあたっては， ～を参照すること。

英語，ドイツ語，フランス語，イスパニア語，ロシア語，中国語，コリア語，インドネシア語，フィリピン語，ア

ラビア語，イタリア語，ラテン語。
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⑨ 最高履修限度について

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修登録することは出来

ない。

（注） 春学期・秋学期が履修登録単位上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回る

ことは出来ない。

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

― ―

④ 専門分野について

年次春学期末に下記の専門分野のうちから つ選択し学科事務室に届け出なければならない（届出できる専門分

野は 学科同一ではないので注意すること）。専門分野の届出については を参照のこと。

Ⅰ ポルトガル語研究

Ⅱ ポルトガル語圏研究

Ⅲ ヨーロッパ研究

Ⅳ ラテンアメリカ研究

Ⅴ 言語学研究

Ⅵ 国際関係研究

Ⅶ アジア文化研究

本学科が提供する専門分野（「ポルトガル語研究」「ポルトガル語圏研究」）の履修証明取得に必要な 単位の内訳

は以下のとおりである。研究科目は各専門分野が指定する講義科目，演習科目はゼミ形式の科目である。

研究科目 単位

演習科目 単位

卒業論文・卒業研究 単位

専門分野が指定する科目は「開講科目担当表」を参照のこと。

「ヨーロッパ研究」「ラテンアメリカ研究」「言語学研究」「国際関係研究」「アジア文化研究」各専門分野の履修証明

取得に必要な単位および指定する科目はそれぞれのページに記載されている。

⑤ 時間割表について

「開講科目担当表」において，備考欄の「（コ）」は，その科目が研究コース科目であることを示す。研究コース科

目の履修登録については以下の通り行うこと。この記号のない科目の履修登録については，「ポルトガル語学科」の時

間割を参照し，そこに記載されている登録コードで履修登録すること。

． の「学事センター（教務）掲示板」に各学期初めに掲載される「研究コース科目時間割所属について」の

掲示にて，履修したい科目がどの研究コース所属（時間割の参照先）であるかを確認すること。（研究コース科

目は複数の研究コースに跨っている科目があり，参照先をまず確認する必要がある）

． の時間割（トップ画面 カリキュラム履修登録→時間割）にて履修したい科目の研究コースの時間割を参

照し，そこに記載されている登録コードで履修登録すること。

⑥ 「専門分野科目その他」について

他学部・他学科開講学科科目を履修する場合は，担当教員の許可を必要とする。

「専門分野」の履修証明書取得希望者は，それぞれの専門分野履修規定にしたがって履修すること。

⑦ 卒業論文・卒業研究について

卒業論文・卒業研究の履修登録・内容・提出については，外国語学部の説明 ～ を読むこと。

本学科の専門分野における卒業論文の執筆要領は，以下の通りである。

規格：縦長 版・横書き。

執筆言語：日本語，あるいは指導教員と相談の上，外国語での執筆も可能である。

分量：日本語で執筆する場合 字以上 字以下，英語で執筆する場合 語以上 語以下，その他

の言語で執筆する場合は上記相当量を基準とする。いずれも表紙，目次，注記，図表，文献目録を除く本文

の分量である。より具体的な様式については指導教員の指示に従うこと。

要約：卒業論文を日本語で執筆する場合には外国語（ 版 枚程度），外国語で執筆する場合には日本語（ 版 枚

程度）の要約を，それぞれつけること。使用する外国語に関しては指導教員に相談すること。

⑧ 外国語科目について

下記の 言語（初級，中級あるいは上級，計 単位）を履修する。ただし， 単位はすべて同一の言語とすること。履

修にあたっては， ～を参照すること。

英語，ドイツ語，フランス語，イスパニア語，ロシア語，中国語，コリア語，インドネシア語，フィリピン語，ア

ラビア語，イタリア語，ラテン語。
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

Ⅱ．ポルトガル語圏研究

ＥＵの現在と過去 春 若 林 広 ～ （他）フランス語学科， コ

隔
ヨーロッパ政治経

済入門
春 河 崎 健 ～

（他）ドイツ語学科，

旧「ヨーロッパ政治論 」， コ

隔

重
ヨーロッパ政治経済論 休講 河 崎 健 ～

（他）ドイツ語学科， 名 ，

旧「ヨーロッパ政治論 」， コ

ラ米経済概論 春 谷 洋 之 ～ （他）イスパニア語学科， コ

ラ米現代史概論 春 幡 谷 則 子 ～ （他）イスパニア語学科， コ

隔 ラ米政治社会特論 休講 幡 谷 則 子 ～ （他）イスパニア語学科， コ

隔

重
ラ米政治社会特論 秋 幡 谷 則 子 ～ （他）イスパニア語学科， コ

マカオの言葉と文化 秋 内 藤 理 佳 ～ 名 ，外国語学部優先， コ

隔
特講現代ブラジル

国際関係
秋 子 安 昭 子 ～

旧「ポルトガル語圏研究特講 」旧「現代ブラジル国際関係

研究」，（コ）

隔 近現代ポルトガル研究 休講 市之瀬 敦 ～ 旧「ポルトガル語圏研究特講 」，（コ）

隔

重
現代アフリカ研究特講 休講 矢 澤 達 宏 ～ 旧｢ポルトガル語圏研究特講 ｣，（コ）

ポップカルチャー論 休講 ～

ブラジル社会概論 春 田 村 梨 花 ～ コ

ブラジル経済論 春 竹 下 幸治郎 ～ 名 ，注 （コ）

ブラジル政治概論 春 子 安 昭 子 ～ 旧「ブラジル政治論」，（コ）

アフロ・ブラジル文化論 秋 矢 澤 達 宏 ～ （コ）

ラ米産業論 秋 竹 下 幸治郎 ～ 名 ，注 ，旧「ラ米産業論 」，「ラ米産業論 」，（コ）

日本・ラテンアメリカ比較

教育論
秋 ～ （コ）

ブラジル社会開発協力 秋 蝋 山 はるみ ～ ［ 名］，（コ）

隔 特講ブラジル社会開発論 秋 田 村 梨 花 ～ 旧「ブラジルの教育と開発」，（コ）

欧州ポ語 春 ～ ○ ［ 名］

ポルトガルの文化と社会 秋 ～ ○ ［ 名］，（コ）

ポルトガル文学 春 内 藤 理 佳 ～ （コ）

ブラジル文学 春 ～ （コ）

隔 ブラジル現代文学特講 休講 コーディネータ ～ 輪講， コ

重 演習 アフロ・ブラジル研究 春 矢 澤 達 宏 ・ 旧「演習 アフロ・ブラジル研究 」，（コ

重 演習 アフロ・ブラジル研究 秋 矢 澤 達 宏 ・ 旧「演習 アフロ・ブラジル研究 」，（コ

重 演習ブラジル社会研究 春 田 村 梨 花 ・ 旧「演習 開発協力研究 」，（コ）

重 演習ブラジル社会研究 秋 田 村 梨 花 ・ 旧「演習 開発協力研究 ）」，（コ）

重 演習 ポップカルチャー研究 休講 ・ 旧「演習ポップカルチャー ）」，（コ）

重 演習 ポップカルチャー研究 休講 ・ 旧「演習ポップカルチャー ）」，（コ）

重 演習ブラジル文学研究 春 ・ 旧「演習 文学研究 ）」，（コ）

重 演習ブラジル文学研究 秋 ・ 旧「演習 文学研究 ）」，（コ）

重 演習ルゾフォニア研究 春 市之瀬 敦 ・ 旧「演習 ルゾフォニア研究 ）」，（コ）

重 演習ルゾフォニア研究 秋 市之瀬 敦 ・ 旧「演習 ルゾフォニア研究 ）」，（コ）

重 演習 ブラジル政治経済研究 春 子 安 昭 子 ・ 旧「演習 政治経済研究 」，（コ）

重 演習 ブラジル政治経済研究 秋 子 安 昭 子 ・ 旧「演習 政治経済研究 」，（コ）

重
演習 在日ブラジル人教育・社会

事情研究
春 ・ 〇 （コ）

重
演習 在日ブラジル人教育・社会
事情研究

秋 ・ 〇 （コ）

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員 注

Ⅲ．ヨーロッパ研究

ヨーロッパ研究専門分野のページを参照

Ⅳ．ラテンアメリカ研究

ラテンアメリカ研究専門分野のページを参照

― ―

開講科目担当表

学科科目〔専攻科目（必修科目）〕

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

ポルトガル史 春 荻 野 恵 注 ，旧「ポルトガル語圏の歴史 」

ブラジル史 秋
矢 澤 達 宏

子 安 昭 子
注 ，注 ，旧「ポルトガル語圏の歴史 」

ポルトガル語圏研究入門 春
コーディネータ

田 村 梨 花
輪講，注 ，旧「地域研究入門」

ポルトガル語圏アフリカ史 春 矢 澤 達 宏 注 ，旧「ポルトガル語圏の歴史 」

アジアとポルトガル語圏 秋
コーディネータ

輪講，注 ，旧「ポルトガル語圏の歴史 」

学科科目〔専攻科目（選択科目）・（副専攻科目その他）〕

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

［総合ポルトガル語科目］〈 年次生以降対象〉

重 総合ポルトガル語 － 春 ・ ○ 名 ，注

重 総合ポルトガル語 － ・ ○ 注

重 総合ポルトガル語 － 春 内 藤 理 佳 ・ ○ 名 ，注

重 総合ポルトガル語 － 秋 内 藤 理 佳 ・ ○ 名 ，注

重 総合ポルトガル語 － ・ ○ 注

重 総合ポルトガル語 － 秋 荻 野 恵 ・ ○ 注

重 総合ポルトガル語 － 春 ・ ○ 名 ，注

重 総合ポルトガル語 － 秋 ・ ○ 名 ，注

重 総合ポルトガル語 － 春 ・ ○ 注

重 総合ポルトガル語 － 秋 Ã ・ ○ 注

重 総合ポルトガル語 － 春 矢 澤 達 宏 ・ 注

重 総合ポルトガル語 － 秋 矢 澤 達 宏 ・ 注

重 総合ポルトガル語 － 春 ・ ○ 注

重 総合ポルトガル語 － 春 ・ ○ 注

［教職科目］

ポルトガル語科教育法 春 ～ 旧「ポルトガル語科教育法Ⅰ」

ポルトガル語科教育法 秋 拝 野 寿美子 ～ 旧「ポルトガル語科教育法Ⅱ」

［専門分野］
Ⅰ．ポルトガル語研究

※（コ）この科目の開講曜日・時限については，

の「外国語学部コース科目」の時間割を参照すること。

隔 近現代ポルトガル研究 休講 市之瀬 敦 ～ 旧「ポルトガル語圏研究特講 」，（コ）

ポルトガル語表現法 ～

欧州ポ語 春 ～ ○ ［ 名］

日ポ対照研究 秋 市之瀬 敦 ・ コ

マカオの言葉と文化 秋 内 藤 理 佳 ～ 名 ，外国語学部優先， コ

隔 イベリア半島の社会と言語 休講 ～ コ

ポルトガル語統語論 春 黒 澤 直 俊 ～ コ

ポルトガル文学 春 内 藤 理 佳 ～ コ

隔 日ポ翻訳通訳入門 秋 ・ 旧「ポルトガル語翻訳通訳入門」， コ

ブラジル文学 春 ～ コ

隔 ブラジル現代文学特講 休講
コーディネータ

～ 輪講， コ

言語接触と日本語 秋 ～ （コ

ポルトガル語とクレオール 春 市之瀬 敦 ～ （コ

ポルトガル語科教育法 春 ～ 旧「ポルトガル語科教育法Ⅰ」

ポルトガル語科教育法 秋 拝 野 寿美子 ～ 旧「ポルトガル語科教育法Ⅱ」

重 演習 ルゾフォニア研究 春 市之瀬 敦 ・ 旧「演習（ルゾフォニア研究 ）」，コ

重 演習 ルゾフォニア研究 秋 市之瀬 敦 ・ 旧「演習（ルゾフォニア研究 ）」，コ

重 演習 ブラジル文学研究 春 ・ 旧「演習 文学研究 ）」， コ

重 演習 ブラジル文学研究 秋 ・ 旧「演習 文学研究 ）」， コ

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員 注
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

Ⅱ．ポルトガル語圏研究

ＥＵの現在と過去 春 若 林 広 ～ （他）フランス語学科， コ

隔
ヨーロッパ政治経

済入門
春 河 崎 健 ～

（他）ドイツ語学科，

旧「ヨーロッパ政治論 」， コ

隔

重
ヨーロッパ政治経済論 休講 河 崎 健 ～

（他）ドイツ語学科， 名 ，

旧「ヨーロッパ政治論 」， コ

ラ米経済概論 春 谷 洋 之 ～ （他）イスパニア語学科， コ

ラ米現代史概論 春 幡 谷 則 子 ～ （他）イスパニア語学科， コ

隔 ラ米政治社会特論 休講 幡 谷 則 子 ～ （他）イスパニア語学科， コ

隔

重
ラ米政治社会特論 秋 幡 谷 則 子 ～ （他）イスパニア語学科， コ

マカオの言葉と文化 秋 内 藤 理 佳 ～ 名 ，外国語学部優先， コ

隔
特講現代ブラジル

国際関係
秋 子 安 昭 子 ～

旧「ポルトガル語圏研究特講 」旧「現代ブラジル国際関係

研究」，（コ）

隔 近現代ポルトガル研究 休講 市之瀬 敦 ～ 旧「ポルトガル語圏研究特講 」，（コ）

隔

重
現代アフリカ研究特講 休講 矢 澤 達 宏 ～ 旧｢ポルトガル語圏研究特講 ｣，（コ）

ポップカルチャー論 休講 ～

ブラジル社会概論 春 田 村 梨 花 ～ コ

ブラジル経済論 春 竹 下 幸治郎 ～ 名 ，注 （コ）

ブラジル政治概論 春 子 安 昭 子 ～ 旧「ブラジル政治論」，（コ）

アフロ・ブラジル文化論 秋 矢 澤 達 宏 ～ （コ）

ラ米産業論 秋 竹 下 幸治郎 ～ 名 ，注 ，旧「ラ米産業論 」，「ラ米産業論 」，（コ）

日本・ラテンアメリカ比較

教育論
秋 ～ （コ）

ブラジル社会開発協力 秋 蝋 山 はるみ ～ ［ 名］，（コ）

隔 特講ブラジル社会開発論 秋 田 村 梨 花 ～ 旧「ブラジルの教育と開発」，（コ）

欧州ポ語 春 ～ ○ ［ 名］

ポルトガルの文化と社会 秋 ～ ○ ［ 名］，（コ）

ポルトガル文学 春 内 藤 理 佳 ～ （コ）

ブラジル文学 春 ～ （コ）

隔 ブラジル現代文学特講 休講 コーディネータ ～ 輪講， コ

重 演習 アフロ・ブラジル研究 春 矢 澤 達 宏 ・ 旧「演習 アフロ・ブラジル研究 」，（コ

重 演習 アフロ・ブラジル研究 秋 矢 澤 達 宏 ・ 旧「演習 アフロ・ブラジル研究 」，（コ

重 演習ブラジル社会研究 春 田 村 梨 花 ・ 旧「演習 開発協力研究 」，（コ）

重 演習ブラジル社会研究 秋 田 村 梨 花 ・ 旧「演習 開発協力研究 ）」，（コ）

重 演習 ポップカルチャー研究 休講 ・ 旧「演習ポップカルチャー ）」，（コ）

重 演習 ポップカルチャー研究 休講 ・ 旧「演習ポップカルチャー ）」，（コ）

重 演習ブラジル文学研究 春 ・ 旧「演習 文学研究 ）」，（コ）

重 演習ブラジル文学研究 秋 ・ 旧「演習 文学研究 ）」，（コ）

重 演習ルゾフォニア研究 春 市之瀬 敦 ・ 旧「演習 ルゾフォニア研究 ）」，（コ）

重 演習ルゾフォニア研究 秋 市之瀬 敦 ・ 旧「演習 ルゾフォニア研究 ）」，（コ）

重 演習 ブラジル政治経済研究 春 子 安 昭 子 ・ 旧「演習 政治経済研究 」，（コ）

重 演習 ブラジル政治経済研究 秋 子 安 昭 子 ・ 旧「演習 政治経済研究 」，（コ）

重
演習 在日ブラジル人教育・社会

事情研究
春 ・ 〇 （コ）

重
演習 在日ブラジル人教育・社会
事情研究

秋 ・ 〇 （コ）

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員 注

Ⅲ．ヨーロッパ研究

ヨーロッパ研究専門分野のページを参照

Ⅳ．ラテンアメリカ研究

ラテンアメリカ研究専門分野のページを参照

― ―

開講科目担当表

学科科目〔専攻科目（必修科目）〕

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

ポルトガル史 春 荻 野 恵 注 ，旧「ポルトガル語圏の歴史 」

ブラジル史 秋
矢 澤 達 宏

子 安 昭 子
注 ，注 ，旧「ポルトガル語圏の歴史 」

ポルトガル語圏研究入門 春
コーディネータ

田 村 梨 花
輪講，注 ，旧「地域研究入門」

ポルトガル語圏アフリカ史 春 矢 澤 達 宏 注 ，旧「ポルトガル語圏の歴史 」

アジアとポルトガル語圏 秋
コーディネータ

輪講，注 ，旧「ポルトガル語圏の歴史 」

学科科目〔専攻科目（選択科目）・（副専攻科目その他）〕

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

［総合ポルトガル語科目］〈 年次生以降対象〉

重 総合ポルトガル語 － 春 ・ ○ 名 ，注

重 総合ポルトガル語 － ・ ○ 注

重 総合ポルトガル語 － 春 内 藤 理 佳 ・ ○ 名 ，注

重 総合ポルトガル語 － 秋 内 藤 理 佳 ・ ○ 名 ，注

重 総合ポルトガル語 － ・ ○ 注

重 総合ポルトガル語 － 秋 荻 野 恵 ・ ○ 注

重 総合ポルトガル語 － 春 ・ ○ 名 ，注

重 総合ポルトガル語 － 秋 ・ ○ 名 ，注

重 総合ポルトガル語 － 春 ・ ○ 注

重 総合ポルトガル語 － 秋 Ã ・ ○ 注

重 総合ポルトガル語 － 春 矢 澤 達 宏 ・ 注

重 総合ポルトガル語 － 秋 矢 澤 達 宏 ・ 注

重 総合ポルトガル語 － 春 ・ ○ 注

重 総合ポルトガル語 － 春 ・ ○ 注

［教職科目］

ポルトガル語科教育法 春 ～ 旧「ポルトガル語科教育法Ⅰ」

ポルトガル語科教育法 秋 拝 野 寿美子 ～ 旧「ポルトガル語科教育法Ⅱ」

［専門分野］
Ⅰ．ポルトガル語研究

※（コ）この科目の開講曜日・時限については，

の「外国語学部コース科目」の時間割を参照すること。

隔 近現代ポルトガル研究 休講 市之瀬 敦 ～ 旧「ポルトガル語圏研究特講 」，（コ）

ポルトガル語表現法 ～

欧州ポ語 春 ～ ○ ［ 名］

日ポ対照研究 秋 市之瀬 敦 ・ コ

マカオの言葉と文化 秋 内 藤 理 佳 ～ 名 ，外国語学部優先， コ

隔 イベリア半島の社会と言語 休講 ～ コ

ポルトガル語統語論 春 黒 澤 直 俊 ～ コ

ポルトガル文学 春 内 藤 理 佳 ～ コ

隔 日ポ翻訳通訳入門 秋 ・ 旧「ポルトガル語翻訳通訳入門」， コ

ブラジル文学 春 ～ コ

隔 ブラジル現代文学特講 休講
コーディネータ

～ 輪講， コ

言語接触と日本語 秋 ～ （コ

ポルトガル語とクレオール 春 市之瀬 敦 ～ （コ

ポルトガル語科教育法 春 ～ 旧「ポルトガル語科教育法Ⅰ」

ポルトガル語科教育法 秋 拝 野 寿美子 ～ 旧「ポルトガル語科教育法Ⅱ」

重 演習 ルゾフォニア研究 春 市之瀬 敦 ・ 旧「演習（ルゾフォニア研究 ）」，コ

重 演習 ルゾフォニア研究 秋 市之瀬 敦 ・ 旧「演習（ルゾフォニア研究 ）」，コ

重 演習 ブラジル文学研究 春 ・ 旧「演習 文学研究 ）」， コ

重 演習 ブラジル文学研究 秋 ・ 旧「演習 文学研究 ）」， コ

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員 注
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

Ⅴ．言語学研究

言語学研究専門分野のページを参照

Ⅵ．国際関係研究

国際関係研究専門分野のページを参照

Ⅶ．アジア文化研究

アジア文化研究専門分野のページを参照

（コ）この記号の付された科目の開演曜日・時限については， の各研究コースの時間割を参照すること。

注 ：原則としてポルトガル語学科生のみ履修可。他学科の学生は言語教育研究センター開講の「（ブラジル）ポルトガル語」の中級
を 単位修得した場合のみ，言語教育研究センターにより指定されている一部科目は履修できる。詳しくは，語学科目，（ブラ
ジル）ポルトガル語の欄を参照すること。

注 ：この科目の開講曜日・時限・登録コードについて，ポルトガル語学科生は の「ポルトガル語学科」の時間割表を，他学科
生は各研究コースの時間割表を参照すること。

注 ：外国語学部，総合グローバル学部及び史学科の学生のみ履修可。

注 ： 年次生のみ履修可。

注 ：外国語学部，総合グローバル学部及び経済学部の学生のみ履修可。

― ―

言語学研究専門分野（言語学副専攻） 

言語学研究専門分野（言語学副専攻）の開講科目は，次のように分類される。

Ⅰ 全学共通科目（外国語学部基礎科目）

Ⅱ 研究科目

中心科目

関連科目

個別語学科目

通訳科目

Ⅲ 演習科目

Ⅳ 卒業論文・卒業研究

＊ 上記の科目は外国語学部の学生には言語学研究専門分野科目として，他学部の学生には言語学副専攻科目として開

講される。

＊ 履修上の注意に指定された要件を満たした場合は，履修証明が交付される。

＊ 個別の科目は，履修上の注意に特に指定がない限り，履修証明取得を目的としない場合にも，また外国語学部の学

生については言語学研究専門分野に届出をしていない場合にも履修できる。

履修上の注意

＊ 外国語学部の説明 ～ と合わせて読むこと。

＊ 科目に付記されている科目記号の定義については，外国語学部の説明 に解説があるので参照すること。

① 履修証明取得に必要な単位と科目

研 究 科 目 単位（うち中心科目 単位，関連科目 単位，個別語学科目 単位）

演 習 科 目 単位

卒業論文・卒業研究 単位 （言語学研究（副専攻）の「卒業論文・卒業研究Ⅰ」「同Ⅱ」各 単位）

合 計 単位

この他に全学共通科目（外国語学部基礎科目）「言語と人間Ⅰ，Ⅱ」 単位を履修しておくことが望ましい。

外国語学部以外の学生は上記の条件を満たせば履修証明（言語学副専攻履修証明）を取得できる。

外国語学部の学生が履修証明（言語学研究履修証明）を取得するためには「専門分野」として「言語学研究」

を届出なければならない。届出手続きについては，外国語学部の説明 を参照のこと。

個別語学科目に充当できるのは，科目表「個別語学科目」で指定した科目のうち，所属学科開講科目のみであ

る。

② 履修証明の交付について

履修証明の交付は学生の申請に基づくものとする。

外国語学部の学生の申請手続きについては，外国語学部の説明 を参照すること。

外国語学部以外の学生は， 月末日までに所定用紙に必要事項を記入の上，言語学研究専門分野（副専攻）に

提出すること。手続きの詳細については 月に 掲示板（学科・専攻別）で通知する。

③ 時間割表について

「開講科目担当表」のすべての科目の履修登録については以下の通り行うこと。ただし，備考欄に「（他）」の記号

のある科目については，該当する他学部・他学科の時間割を参照すること。

． の「学事センター（教務）掲示板」に各学期初めに掲載される「研究コース科目時間割所属について」の

掲示にて，履修したい科目がどの研究コース所属（時間割の参照先）であるかを確認すること。（研究コース科

目は複数の研究コースに跨っている科目があり，参照先をまず確認する必要がある）

． の時間割（トップ画面 カリキュラム履修登録→時間割）にて履修したい科目の研究コースの時間割を参照

し，そこに記載されている登録コードで履修登録すること。
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

Ⅴ．言語学研究

言語学研究専門分野のページを参照

Ⅵ．国際関係研究

国際関係研究専門分野のページを参照

Ⅶ．アジア文化研究

アジア文化研究専門分野のページを参照

（コ）この記号の付された科目の開演曜日・時限については， の各研究コースの時間割を参照すること。

注 ：原則としてポルトガル語学科生のみ履修可。他学科の学生は言語教育研究センター開講の「（ブラジル）ポルトガル語」の中級
を 単位修得した場合のみ，言語教育研究センターにより指定されている一部科目は履修できる。詳しくは，語学科目，（ブラ
ジル）ポルトガル語の欄を参照すること。

注 ：この科目の開講曜日・時限・登録コードについて，ポルトガル語学科生は の「ポルトガル語学科」の時間割表を，他学科
生は各研究コースの時間割表を参照すること。

注 ：外国語学部，総合グローバル学部及び史学科の学生のみ履修可。

注 ： 年次生のみ履修可。

注 ：外国語学部，総合グローバル学部及び経済学部の学生のみ履修可。

― ―

言語学研究専門分野（言語学副専攻） 

言語学研究専門分野（言語学副専攻）の開講科目は，次のように分類される。

Ⅰ 全学共通科目（外国語学部基礎科目）

Ⅱ 研究科目

中心科目

関連科目

個別語学科目

通訳科目

Ⅲ 演習科目

Ⅳ 卒業論文・卒業研究

＊ 上記の科目は外国語学部の学生には言語学研究専門分野科目として，他学部の学生には言語学副専攻科目として開

講される。

＊ 履修上の注意に指定された要件を満たした場合は，履修証明が交付される。

＊ 個別の科目は，履修上の注意に特に指定がない限り，履修証明取得を目的としない場合にも，また外国語学部の学

生については言語学研究専門分野に届出をしていない場合にも履修できる。

履修上の注意

＊ 外国語学部の説明 ～ と合わせて読むこと。

＊ 科目に付記されている科目記号の定義については，外国語学部の説明 に解説があるので参照すること。

① 履修証明取得に必要な単位と科目

研 究 科 目 単位（うち中心科目 単位，関連科目 単位，個別語学科目 単位）

演 習 科 目 単位

卒業論文・卒業研究 単位 （言語学研究（副専攻）の「卒業論文・卒業研究Ⅰ」「同Ⅱ」各 単位）

合 計 単位

この他に全学共通科目（外国語学部基礎科目）「言語と人間Ⅰ，Ⅱ」 単位を履修しておくことが望ましい。

外国語学部以外の学生は上記の条件を満たせば履修証明（言語学副専攻履修証明）を取得できる。

外国語学部の学生が履修証明（言語学研究履修証明）を取得するためには「専門分野」として「言語学研究」

を届出なければならない。届出手続きについては，外国語学部の説明 を参照のこと。

個別語学科目に充当できるのは，科目表「個別語学科目」で指定した科目のうち，所属学科開講科目のみであ

る。

② 履修証明の交付について

履修証明の交付は学生の申請に基づくものとする。

外国語学部の学生の申請手続きについては，外国語学部の説明 を参照すること。

外国語学部以外の学生は， 月末日までに所定用紙に必要事項を記入の上，言語学研究専門分野（副専攻）に

提出すること。手続きの詳細については 月に 掲示板（学科・専攻別）で通知する。

③ 時間割表について

「開講科目担当表」のすべての科目の履修登録については以下の通り行うこと。ただし，備考欄に「（他）」の記号

のある科目については，該当する他学部・他学科の時間割を参照すること。

． の「学事センター（教務）掲示板」に各学期初めに掲載される「研究コース科目時間割所属について」の

掲示にて，履修したい科目がどの研究コース所属（時間割の参照先）であるかを確認すること。（研究コース科

目は複数の研究コースに跨っている科目があり，参照先をまず確認する必要がある）

． の時間割（トップ画面 カリキュラム履修登録→時間割）にて履修したい科目の研究コースの時間割を参照

し，そこに記載されている登録コードで履修登録すること。
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④ その他の注意

演習科目については，旧科目名で既に修得した科目を新科目名で履修した場合には， 回までの重複履修を認

める。ただし，他学科開講の演習科目については，当該学科のページを参照し，その指示に従うこと。

言語学特殊講義は担当者が変更になった場合のみ重複履修を認める。

個別語学科目については，各学科のカリキュラムを参照すること。

⑤ 卒業論文・卒業研究について

卒業論文・卒業研究は①「履修証明取得に必要な単位と科目」のうち，卒業論文・卒業研究以外の条件を既に満

たすか，または卒業年度内に満たすことが予想される者に限り，その作成にとりかかることができる。

登録

言語学研究専門分野（言語学副専攻）の「卒業論文・卒業研究Ⅰ」，「同Ⅱ」を履修登録すること。また履修登

録とは別に，「卒業論文・卒業研究作成届」を 月末日までに主査教授・言語学研究専門分野（副専攻）にそれ

ぞれ提出すること。届出用紙は 掲示板（学科・専攻別）に掲示する。

卒業論文 装丁・規格について

規 格： 判，縦書き・横書きどちらでも可

綴じ方：製本（簡易製本可）

その他：原則としてパソコンで書く。指導教員と相談の上，日本語以外での執筆も可

詳細については指導教員の指示に従うこと。

卒業論文・卒業研究の内容・提出については，「卒業論文・卒業研究Ⅰ」の履修登録者に 授業掲示板より

通知する。

科目表（数字は単位数）
Ⅰ 全学共通科目 言語学史

言語と人間Ⅰ（外国語学部基礎科目） 言語学特殊講義 （ロマンス語研究）

言語と人間Ⅱ（外国語学部基礎科目） 言語学特殊講義 （ロマンス語研究）

日本語史

Ⅱ 研究科目 日本語史

．中心科目 比較文法論（日英語比較）

言語学概論 言語聴覚障害学概論

言語学概論 言語聴覚障害学特殊講義Ａ（失語症）

一般音声学 言語聴覚障害学特殊講義Ｂ（言語発達遅滞）

一般音声学 日本語教育入門

文法論 日本語教育入門

文法論 日本語教育学Ａ（文法）

音韻論 日本語教育学Ａ（文法）

音韻論 日本語教育学Ｂ（言語習得）

意味論 日本語教育学Ｂ（言語習得）

意味論 日本語教育学Ｃ（社会言語学）

日本語学概説 日本語教育学Ｃ（社会言語学）

日本語学概説 日本語教授法Ａ（初級）

日本語教授法Ａ（初級）

．関連科目 日本語教授法Ｂ（中上級）

翻訳論 日本語教授法Ｂ（中上級）

言語処理入門 日本語教授法Ｃ（技能別）

認知心理学Ⅰ（知覚・認知心理学） 日本語教授法Ｃ（技能別）

認知心理学Ⅱ

言語と認知 ．個別語学科目

言語と認知

応用言語学研究入門

応用言語学研究入門

言語学史

― ―

独日翻訳入門Ａ

独日翻訳入門Ｂ

ドイツ語通訳入門

英語音声学 ドイツ語通訳入門

英語科教育法Ａ

：

：

ドイツ文法 ：

ヨーロッパ言語社会論

ヨーロッパの社会と言語Ａ Ⅲ 演習科目

ドイツ語圏の社会と言語 演習（文法論・意味論）

ドイツ語科教育法Ａ 演習（文法論・意味論）

ドイツ語科教育法Ａ （ ）

ドイツ語科教育法Ｂ （ ）

ドイツ語科教育法 演習（日本語学）

フランス語学の諸問題Ａ 演習（日本語学）

フランス語学の諸問題Ｂ 演習（音声学・音韻論）

フランス語学の諸問題Ｃ 演習（音声学・音韻論）

ヨーロッパの社会と言語Ｂ 演習（言語聴覚障害学）

フランス語圏の社会と言語 演習（言語聴覚障害学）

フランス語科教育法Ａ 演習（外国語教育学）

フランス語科教育法Ｂ 演習（外国語教育学）

フランス語科教育法Ｃ （ ）

フランス語科教育法Ｄ （ ）

西語学概論 （ ）

西語学特論Ａ （ ）

西語学特論Ｂ 演習（語の意味と語法）

イスパニア語通訳入門 演習（語の意味と語法）

イスパニア語科教育法Ａ 演習 （フランス語学）

イスパニア語科教育法Ｂ 演習 （フランス語学）

ロシア語文法研究 演習（フランス語教育と異文化コミュニケーション）

ロシア語文法研究 演習（フランス語教育と異文化コミュニケーション）

ロシア語史 演習（西語学 ）

ロシア語科教育法Ａ 演習（西語学 ）

ロシア語科教育法Ｂ 演習（西語学 ）

ポルトガル語統語論 演習（西語学 ）

イベリア半島の社会と言語 演習（ロシア語学）

近現代ポルトガル研究 演習（ロシア語学）

日ポ対照研究 演習（ルゾフォニア研究）

言語接触と日本語 演習（ルゾフォニア研究）

マカオの言葉と文化

日ポ翻訳通訳入門 Ⅳ 卒業論文・卒業研究

ポルトガル語科教育法Ａ 卒業論文・卒業研究Ⅰ

ポルトガル語科教育法Ｂ 卒業論文・卒業研究Ⅱ

日本語史

（ ）

言語学諸論特講

．通訳科目

英語通訳基礎

英語通訳基礎

フランス語通訳入門
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④ その他の注意

演習科目については，旧科目名で既に修得した科目を新科目名で履修した場合には， 回までの重複履修を認

める。ただし，他学科開講の演習科目については，当該学科のページを参照し，その指示に従うこと。

言語学特殊講義は担当者が変更になった場合のみ重複履修を認める。

個別語学科目については，各学科のカリキュラムを参照すること。

⑤ 卒業論文・卒業研究について

卒業論文・卒業研究は①「履修証明取得に必要な単位と科目」のうち，卒業論文・卒業研究以外の条件を既に満

たすか，または卒業年度内に満たすことが予想される者に限り，その作成にとりかかることができる。

登録

言語学研究専門分野（言語学副専攻）の「卒業論文・卒業研究Ⅰ」，「同Ⅱ」を履修登録すること。また履修登

録とは別に，「卒業論文・卒業研究作成届」を 月末日までに主査教授・言語学研究専門分野（副専攻）にそれ

ぞれ提出すること。届出用紙は 掲示板（学科・専攻別）に掲示する。

卒業論文 装丁・規格について

規 格： 判，縦書き・横書きどちらでも可

綴じ方：製本（簡易製本可）

その他：原則としてパソコンで書く。指導教員と相談の上，日本語以外での執筆も可

詳細については指導教員の指示に従うこと。

卒業論文・卒業研究の内容・提出については，「卒業論文・卒業研究Ⅰ」の履修登録者に 授業掲示板より

通知する。

科目表（数字は単位数）
Ⅰ 全学共通科目 言語学史

言語と人間Ⅰ（外国語学部基礎科目） 言語学特殊講義 （ロマンス語研究）

言語と人間Ⅱ（外国語学部基礎科目） 言語学特殊講義 （ロマンス語研究）

日本語史

Ⅱ 研究科目 日本語史

．中心科目 比較文法論（日英語比較）

言語学概論 言語聴覚障害学概論

言語学概論 言語聴覚障害学特殊講義Ａ（失語症）

一般音声学 言語聴覚障害学特殊講義Ｂ（言語発達遅滞）

一般音声学 日本語教育入門

文法論 日本語教育入門

文法論 日本語教育学Ａ（文法）

音韻論 日本語教育学Ａ（文法）

音韻論 日本語教育学Ｂ（言語習得）

意味論 日本語教育学Ｂ（言語習得）

意味論 日本語教育学Ｃ（社会言語学）

日本語学概説 日本語教育学Ｃ（社会言語学）

日本語学概説 日本語教授法Ａ（初級）

日本語教授法Ａ（初級）

．関連科目 日本語教授法Ｂ（中上級）

翻訳論 日本語教授法Ｂ（中上級）

言語処理入門 日本語教授法Ｃ（技能別）

認知心理学Ⅰ（知覚・認知心理学） 日本語教授法Ｃ（技能別）

認知心理学Ⅱ

言語と認知 ．個別語学科目

言語と認知

応用言語学研究入門

応用言語学研究入門

言語学史

― ―

独日翻訳入門Ａ

独日翻訳入門Ｂ

ドイツ語通訳入門

英語音声学 ドイツ語通訳入門

英語科教育法Ａ

：

：

ドイツ文法 ：

ヨーロッパ言語社会論

ヨーロッパの社会と言語Ａ Ⅲ 演習科目

ドイツ語圏の社会と言語 演習（文法論・意味論）

ドイツ語科教育法Ａ 演習（文法論・意味論）

ドイツ語科教育法Ａ （ ）

ドイツ語科教育法Ｂ （ ）

ドイツ語科教育法 演習（日本語学）

フランス語学の諸問題Ａ 演習（日本語学）

フランス語学の諸問題Ｂ 演習（音声学・音韻論）

フランス語学の諸問題Ｃ 演習（音声学・音韻論）

ヨーロッパの社会と言語Ｂ 演習（言語聴覚障害学）

フランス語圏の社会と言語 演習（言語聴覚障害学）

フランス語科教育法Ａ 演習（外国語教育学）

フランス語科教育法Ｂ 演習（外国語教育学）

フランス語科教育法Ｃ （ ）

フランス語科教育法Ｄ （ ）

西語学概論 （ ）

西語学特論Ａ （ ）

西語学特論Ｂ 演習（語の意味と語法）

イスパニア語通訳入門 演習（語の意味と語法）

イスパニア語科教育法Ａ 演習 （フランス語学）

イスパニア語科教育法Ｂ 演習 （フランス語学）

ロシア語文法研究 演習（フランス語教育と異文化コミュニケーション）

ロシア語文法研究 演習（フランス語教育と異文化コミュニケーション）

ロシア語史 演習（西語学 ）

ロシア語科教育法Ａ 演習（西語学 ）

ロシア語科教育法Ｂ 演習（西語学 ）

ポルトガル語統語論 演習（西語学 ）

イベリア半島の社会と言語 演習（ロシア語学）

近現代ポルトガル研究 演習（ロシア語学）

日ポ対照研究 演習（ルゾフォニア研究）

言語接触と日本語 演習（ルゾフォニア研究）

マカオの言葉と文化

日ポ翻訳通訳入門 Ⅳ 卒業論文・卒業研究

ポルトガル語科教育法Ａ 卒業論文・卒業研究Ⅰ

ポルトガル語科教育法Ｂ 卒業論文・卒業研究Ⅱ

日本語史

（ ）

言語学諸論特講

．通訳科目

英語通訳基礎

英語通訳基礎

フランス語通訳入門
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開講科目担当表

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

［研究科目］

中心科目
言語学概論 休講 加 藤 孝 臣 ～ （コ）

言語学概論 休講 加 藤 孝 臣 ～ （コ）

一般音声学 春 前 川 喜久雄 ～ （コ）

一般音声学 秋 前 川 喜久雄 ～ （コ）

文法論 休講 福 井 直 樹 ～ （コ）

文法論 休講 福 井 直 樹 ～ （コ）

音韻論 春 北 原 真 冬 ～ （コ）

音韻論 休講 北 原 真 冬 ～ （コ）

意味論 春 加 藤 孝 臣 ～ ［ 名］，（コ）

意味論 秋 加 藤 孝 臣 ～ ［ 名］，（コ）

日本語学概説 春 加 藤 孝 臣 ～ ［ 名］，（コ）

日本語学概説 秋 加 藤 孝 臣 ～ ［ 名］，（コ）

関連科目
翻訳論 春 河野 万里子 他 ～ 輪講，［ 名］，（コ）

言語処理入門 休講 ～

認知心理学Ⅰ

（知覚・認知心理学）
春 道 又 爾 ～

（他）心理学科，［ 名］

旧「認知心理学Ⅰ」

認知心理学Ⅱ 秋 道 又 爾 ～
他 心理学科，［ 名］，原則として「認知心理学Ⅰ（知覚・認知心理学）」，

あるいは「認知心理学Ⅰ」を既に履修していること

言語と認知 休講 ～ （コ）

言語と認知 休講 ～ （コ）

春 ～ ○ （他）英語学科，（コ）

隔 秋 ～ ○ （他）英語学科，（コ）

応用言語研究入門 春 渡 部 良 典 ～ ［ 名］，（コ）

応用言語研究入門 秋 渡 部 良 典 ～ ［ 名］，（コ）

言語学史 春 高 橋 亮 介 ～ （コ）

隔 言語学史 秋 高 橋 亮 介 ～ （コ）

言語学特殊講義 （ロマンス語研究） 春 小 川 定 義 ～ （コ）

言語学特殊講義 （ロマンス語研究） 秋 小 川 定 義 ～ （コ）

隔 日本語史 春 豊 島 正 之 ～ （コ）

隔 日本語史 秋 豊 島 正 之 ～ （コ）

比較文法論（日英語比較） 秋 成 田 広 樹 ～ （コ）

言語聴覚障害学概論 春
コーディネータ

原 惠 子
～ 輪講，旧「言語障害学概論」，（コ）

言語聴覚障害学特殊講義

（失語症）
休講 吉 畑 博 代 ～ 旧「言語障害学特殊講義 （失語症）」，（コ）

言語聴覚障害学特殊講義

（言語発達遅滞）
秋

コーディネータ

原 惠 子

青 木 さつき

大 伴 潔

～
輪講，旧「言語障害学特殊講義 （言語発達遅

滞）」，（コ）

日本語教育入門 春 清 水 崇 文 ～ （コ）

日本語教育入門 秋 清 水 崇 文 ～ （コ）

日本語教育学 （文法） 春 村 田 水 恵 ～ （コ）

日本語教育学 （文法） 秋 村 田 水 恵 ～ （コ）

日本語教育学 （言語習得） 春 小 柳 かおる ～ （コ）

日本語教育学 （言語習得） 秋 小 柳 かおる ～ （コ）

日本語教育学 （社会言語学） 春 清 水 崇 文 ～ （コ）

日本語教育学 （社会言語学） 秋 清 水 崇 文 ～ （コ）

日本語教授法 （初級） 春 峯 布由紀 ～ （コ）

日本語教授法 （初級） 秋 峯 布由紀 ～ （コ）

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

日本語教授法 （中上級） 春 峯 布由紀 ～ （コ）

日本語教授法 （中上級） 秋 峯 布由紀 ～ （コ）

日本語教授法 （技能別） 春 小 柳 かおる ～ （コ）

日本語教授法 （技能別） 秋 小 柳 かおる ～ （コ）

個別語学科目 各学科参照

通訳科目

英語通訳基礎 春 安 保 尚 子 ・ 名］，（コ）

英語通訳基礎 秋 安 保 尚 子 ・ 名］，（コ）

隔 フランス語通訳入門 春
宇都宮 彰 子

寺 嶋 美 穂
・ 輪講，（コ）

春 香 取 芳 和 ～
（他）言語教育研究センター，

注 ，注

秋 香 取 芳 和 ～
（他）言語教育研究センター，

注 ，注

春 篠 田 愛 理 ～
（他）言語教育研究センター，

注 ，注

秋 篠 田 愛 理 ～
（他）言語教育研究センター，

注 ，注

演習科目

重 演習（文法論・意味論） 春 福 井 直 樹 ・ 注 ，（コ）

重 演習（文法論・意味論） 秋 福 井 直 樹 ・ 注 ，（コ）

重
）

春 和 泉 伸 一 ・ ○ 注 ，（コ）

重
）

秋 和 泉 伸 一 ・ ○ 注 ，（コ）

重 演習（日本語学） 休講 加 藤 孝 臣 ・ 注 ，（コ）

重 演習（日本語学） 休講 加 藤 孝 臣 ・ 注 ，（コ）

重 演習（音声学・音韻論） 春 北 原 真 冬 ・ 注 ，（コ）

重 演習（音声学・音韻論） 秋 北 原 真 冬 ・ 注 ，（コ）

重 演習（言語聴覚障害学） 休講
吉 畑 博 代

原 惠 子
・ 同時担当，注 ，（コ）

重 演習（言語聴覚障害学） 秋
吉 畑 博 代

原 惠 子
・ 同時担当，注 ，（コ）

重 演習（外国語教育学） 春 渡 部 良 典 ・ 注 ，（コ）

重 演習（外国語教育学） 秋 渡 部 良 典 ・ 注 ，（コ）

重
（ ）

春 ・ ○ （他）英語学科，（コ）

重
（ ）

秋 ・ ○ （他）英語学科，（コ）

重
（

）
休講 坂 本 光 代 ・ ○ （他）英語学科，（コ）

重
（

）
休講 坂 本 光 代 ・ ○ （他）英語学科，（コ）

重 演習（フランス語学） 休講 ・ ○ （他）フランス語学科，（コ）

重 演習（フランス語学） 休講 ・ ○ （他）フランス語学科，（コ）

重
演習（フランス語教育と異文

化コミュニケーション）
春 原 田 早 苗 ・ （他）フランス語学科，（コ）

重
演習（フランス語教育と異文

化コミュニケーション）
秋 原 田 早 苗 ・ （他）フランス語学科，（コ）

重 演習（語の意味と語法） 春 高 橋 亮 介 ・ （他）ドイツ語学科，注 ，（コ）

重 演習（語の意味と語法） 秋 高 橋 亮 介 ・ （他）ドイツ語学科，注 ，（コ）

重 演習（西語学 ） 春 ・ ○ （他）イスパニア語学科，（コ）

重 演習（西語学 ） 秋 ・ ○ （他）イスパニア語学科，（コ）

重 演習（西語学 ） 休講 西 村 君 代 ・ （他）イスパニア語学科，（コ）

重 演習（西語学 ） 休講 西 村 君 代 ・ （他）イスパニア語学科，（コ）

重 演習（ロシア語学） 春 秋 山 伸 一 ・ （他）ロシア語学科，（コ）

重 演習（ロシア語学） 秋 秋 山 伸 一 ・ （他）ロシア語学科，（コ）

重 演習（ルゾフォニア研究） 春 市之瀬 敦 ・ （他）ポルトガル語学科，（コ）

重 演習（ルゾフォニア研究） 秋 市之瀬 敦 ・ （他）ポルトガル語学科，（コ）
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開講科目担当表

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

［研究科目］

中心科目
言語学概論 休講 加 藤 孝 臣 ～ （コ）

言語学概論 休講 加 藤 孝 臣 ～ （コ）

一般音声学 春 前 川 喜久雄 ～ （コ）

一般音声学 秋 前 川 喜久雄 ～ （コ）

文法論 休講 福 井 直 樹 ～ （コ）

文法論 休講 福 井 直 樹 ～ （コ）

音韻論 春 北 原 真 冬 ～ （コ）

音韻論 休講 北 原 真 冬 ～ （コ）

意味論 春 加 藤 孝 臣 ～ ［ 名］，（コ）

意味論 秋 加 藤 孝 臣 ～ ［ 名］，（コ）

日本語学概説 春 加 藤 孝 臣 ～ ［ 名］，（コ）

日本語学概説 秋 加 藤 孝 臣 ～ ［ 名］，（コ）

関連科目
翻訳論 春 河野 万里子 他 ～ 輪講，［ 名］，（コ）

言語処理入門 休講 ～

認知心理学Ⅰ

（知覚・認知心理学）
春 道 又 爾 ～

（他）心理学科，［ 名］

旧「認知心理学Ⅰ」

認知心理学Ⅱ 秋 道 又 爾 ～
他 心理学科，［ 名］，原則として「認知心理学Ⅰ（知覚・認知心理学）」，

あるいは「認知心理学Ⅰ」を既に履修していること

言語と認知 休講 ～ （コ）

言語と認知 休講 ～ （コ）

春 ～ ○ （他）英語学科，（コ）

隔 秋 ～ ○ （他）英語学科，（コ）

応用言語研究入門 春 渡 部 良 典 ～ ［ 名］，（コ）

応用言語研究入門 秋 渡 部 良 典 ～ ［ 名］，（コ）

言語学史 春 高 橋 亮 介 ～ （コ）

隔 言語学史 秋 高 橋 亮 介 ～ （コ）

言語学特殊講義 （ロマンス語研究） 春 小 川 定 義 ～ （コ）

言語学特殊講義 （ロマンス語研究） 秋 小 川 定 義 ～ （コ）

隔 日本語史 春 豊 島 正 之 ～ （コ）

隔 日本語史 秋 豊 島 正 之 ～ （コ）

比較文法論（日英語比較） 秋 成 田 広 樹 ～ （コ）

言語聴覚障害学概論 春
コーディネータ

原 惠 子
～ 輪講，旧「言語障害学概論」，（コ）

言語聴覚障害学特殊講義

（失語症）
休講 吉 畑 博 代 ～ 旧「言語障害学特殊講義 （失語症）」，（コ）

言語聴覚障害学特殊講義

（言語発達遅滞）
秋

コーディネータ

原 惠 子

青 木 さつき

大 伴 潔

～
輪講，旧「言語障害学特殊講義 （言語発達遅

滞）」，（コ）

日本語教育入門 春 清 水 崇 文 ～ （コ）

日本語教育入門 秋 清 水 崇 文 ～ （コ）

日本語教育学 （文法） 春 村 田 水 恵 ～ （コ）

日本語教育学 （文法） 秋 村 田 水 恵 ～ （コ）

日本語教育学 （言語習得） 春 小 柳 かおる ～ （コ）

日本語教育学 （言語習得） 秋 小 柳 かおる ～ （コ）

日本語教育学 （社会言語学） 春 清 水 崇 文 ～ （コ）

日本語教育学 （社会言語学） 秋 清 水 崇 文 ～ （コ）

日本語教授法 （初級） 春 峯 布由紀 ～ （コ）

日本語教授法 （初級） 秋 峯 布由紀 ～ （コ）

― ―
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日本語教授法 （中上級） 春 峯 布由紀 ～ （コ）

日本語教授法 （中上級） 秋 峯 布由紀 ～ （コ）

日本語教授法 （技能別） 春 小 柳 かおる ～ （コ）

日本語教授法 （技能別） 秋 小 柳 かおる ～ （コ）

個別語学科目 各学科参照

通訳科目

英語通訳基礎 春 安 保 尚 子 ・ 名］，（コ）

英語通訳基礎 秋 安 保 尚 子 ・ 名］，（コ）

隔 フランス語通訳入門 春
宇都宮 彰 子

寺 嶋 美 穂
・ 輪講，（コ）

春 香 取 芳 和 ～
（他）言語教育研究センター，

注 ，注

秋 香 取 芳 和 ～
（他）言語教育研究センター，

注 ，注

春 篠 田 愛 理 ～
（他）言語教育研究センター，

注 ，注

秋 篠 田 愛 理 ～
（他）言語教育研究センター，

注 ，注

演習科目

重 演習（文法論・意味論） 春 福 井 直 樹 ・ 注 ，（コ）

重 演習（文法論・意味論） 秋 福 井 直 樹 ・ 注 ，（コ）

重
）

春 和 泉 伸 一 ・ ○ 注 ，（コ）

重
）

秋 和 泉 伸 一 ・ ○ 注 ，（コ）

重 演習（日本語学） 休講 加 藤 孝 臣 ・ 注 ，（コ）

重 演習（日本語学） 休講 加 藤 孝 臣 ・ 注 ，（コ）

重 演習（音声学・音韻論） 春 北 原 真 冬 ・ 注 ，（コ）

重 演習（音声学・音韻論） 秋 北 原 真 冬 ・ 注 ，（コ）

重 演習（言語聴覚障害学） 休講
吉 畑 博 代

原 惠 子
・ 同時担当，注 ，（コ）

重 演習（言語聴覚障害学） 秋
吉 畑 博 代

原 惠 子
・ 同時担当，注 ，（コ）

重 演習（外国語教育学） 春 渡 部 良 典 ・ 注 ，（コ）

重 演習（外国語教育学） 秋 渡 部 良 典 ・ 注 ，（コ）

重
（ ）

春 ・ ○ （他）英語学科，（コ）

重
（ ）

秋 ・ ○ （他）英語学科，（コ）

重
（

）
休講 坂 本 光 代 ・ ○ （他）英語学科，（コ）

重
（

）
休講 坂 本 光 代 ・ ○ （他）英語学科，（コ）

重 演習（フランス語学） 休講 ・ ○ （他）フランス語学科，（コ）

重 演習（フランス語学） 休講 ・ ○ （他）フランス語学科，（コ）

重
演習（フランス語教育と異文

化コミュニケーション）
春 原 田 早 苗 ・ （他）フランス語学科，（コ）

重
演習（フランス語教育と異文

化コミュニケーション）
秋 原 田 早 苗 ・ （他）フランス語学科，（コ）

重 演習（語の意味と語法） 春 高 橋 亮 介 ・ （他）ドイツ語学科，注 ，（コ）

重 演習（語の意味と語法） 秋 高 橋 亮 介 ・ （他）ドイツ語学科，注 ，（コ）

重 演習（西語学 ） 春 ・ ○ （他）イスパニア語学科，（コ）

重 演習（西語学 ） 秋 ・ ○ （他）イスパニア語学科，（コ）

重 演習（西語学 ） 休講 西 村 君 代 ・ （他）イスパニア語学科，（コ）

重 演習（西語学 ） 休講 西 村 君 代 ・ （他）イスパニア語学科，（コ）

重 演習（ロシア語学） 春 秋 山 伸 一 ・ （他）ロシア語学科，（コ）

重 演習（ロシア語学） 秋 秋 山 伸 一 ・ （他）ロシア語学科，（コ）

重 演習（ルゾフォニア研究） 春 市之瀬 敦 ・ （他）ポルトガル語学科，（コ）

重 演習（ルゾフォニア研究） 秋 市之瀬 敦 ・ （他）ポルトガル語学科，（コ）
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［論文］

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員 注

（コ）この記号の付された科目の開講曜日・時限については， の各研究コースの時間割を参照すること。

注 年次生のみ履修可。

注 演習科目の の履修は， を既に履修したか， 相当の学力があることを前提とする。

注 ドイツ語学科が指定する「日独比較研究」科目。

注 履修にあたっては，「 ．外国語科目」「日本語」（ ）に従うこと。

注 外国語学部の学生がこの科目を履修する場合は「他学部・他学科の学科科目」に分類される。

― ―

国際関係研究専門分野（国際関係副専攻） 

年次生以前

国際関係論に関する開講科目は，次のように分類される。

Ⅰ 全学共通科目

Ⅱ 研究科目

Ⅲ 演習科目

Ⅳ 卒業論文・卒業研究

＊ 上記の科目は外国語学部の学生には国際関係研究専門分野科目として，他学部の学生には国際関係副専攻科目とし

て開講される。

＊ 履修上の注意に指定された要件を満たした場合，履修証明が交付される。

＊ 個別の科目は，履修上の注意に特に指定がない場合，履修証明取得を目的としない場合にも，また外国語学部の学

生については国際関係研究専門分野に届出をしていない場合にも履修できる。

履修上の注意

＊ 外国語学部の説明 ～ と合わせて読むこと。

＊ 科目に付記されている科目記号の定義については，外国語学部の説明 に解説があるので参照すること。

① 履修証明取得に必要な単位と科目

全 学 共 通 科 目 単位

研 究 科 目 単位

演 習 科 目 単位

卒業論文・卒業研究 単位

合 計 単位

外国語学部の学生が履修証明（国際関係研究履修証明）を取得するためには，「専門分野」として所属学科に「国

際関係研究」を届け出なければならない。届出手続きについては外国語学部説明 を参照のこと。

外国語学部以外の学生も上記の要件を満たせば履修証明（国際関係副専攻履修証明）を取得できる。

② 履修証明の交付について

履修証明の交付は学生の申請に基づくものとする。

外国語学部の学生の申請手続きについては，外国語学部の説明 を参照すること。

外国語学部以外の学生は，国際関係副専攻主任宛に手続きをとること。手続きの詳細については， 掲示板

で告知する。

③ 時間割表について

国際関係研究専門分野（国際関係副専攻）に関する開講科目については， の時間割「総合グローバル学部」

と「外国語学部各研究コース科目」を参照し，そこに記載されている登録コードで履修登録すること。

④ 演習科目について

・ 年次にそれぞれ各 演習（半期集中 単位，または ・ に分割されているものは 単位・ 単位の合計 単位）

ずつ履修することが望ましい。但し，同一演習科目を 度履修しても単位として認める。

「 開講科目担当表」備考欄の旧科目は，新科目と同一であるので注意すること。

初回参加年次は 年次が望ましい。

・ に分割されている演習科目の の履修は， を既に履修したか， 相当の学力があることを前提とする。

以上のことを考慮に入れ，シラバスを参照するほか，担当教員の指導を受けることが大切である。
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［論文］

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員 注

（コ）この記号の付された科目の開講曜日・時限については， の各研究コースの時間割を参照すること。

注 年次生のみ履修可。

注 演習科目の の履修は， を既に履修したか， 相当の学力があることを前提とする。

注 ドイツ語学科が指定する「日独比較研究」科目。

注 履修にあたっては，「 ．外国語科目」「日本語」（ ）に従うこと。

注 外国語学部の学生がこの科目を履修する場合は「他学部・他学科の学科科目」に分類される。

― ―

国際関係研究専門分野（国際関係副専攻） 

年次生以前

国際関係論に関する開講科目は，次のように分類される。

Ⅰ 全学共通科目

Ⅱ 研究科目

Ⅲ 演習科目

Ⅳ 卒業論文・卒業研究

＊ 上記の科目は外国語学部の学生には国際関係研究専門分野科目として，他学部の学生には国際関係副専攻科目とし

て開講される。

＊ 履修上の注意に指定された要件を満たした場合，履修証明が交付される。

＊ 個別の科目は，履修上の注意に特に指定がない場合，履修証明取得を目的としない場合にも，また外国語学部の学

生については国際関係研究専門分野に届出をしていない場合にも履修できる。

履修上の注意

＊ 外国語学部の説明 ～ と合わせて読むこと。

＊ 科目に付記されている科目記号の定義については，外国語学部の説明 に解説があるので参照すること。

① 履修証明取得に必要な単位と科目

全 学 共 通 科 目 単位

研 究 科 目 単位

演 習 科 目 単位

卒業論文・卒業研究 単位

合 計 単位

外国語学部の学生が履修証明（国際関係研究履修証明）を取得するためには，「専門分野」として所属学科に「国

際関係研究」を届け出なければならない。届出手続きについては外国語学部説明 を参照のこと。

外国語学部以外の学生も上記の要件を満たせば履修証明（国際関係副専攻履修証明）を取得できる。

② 履修証明の交付について

履修証明の交付は学生の申請に基づくものとする。

外国語学部の学生の申請手続きについては，外国語学部の説明 を参照すること。

外国語学部以外の学生は，国際関係副専攻主任宛に手続きをとること。手続きの詳細については， 掲示板

で告知する。

③ 時間割表について

国際関係研究専門分野（国際関係副専攻）に関する開講科目については， の時間割「総合グローバル学部」

と「外国語学部各研究コース科目」を参照し，そこに記載されている登録コードで履修登録すること。

④ 演習科目について

・ 年次にそれぞれ各 演習（半期集中 単位，または ・ に分割されているものは 単位・ 単位の合計 単位）

ずつ履修することが望ましい。但し，同一演習科目を 度履修しても単位として認める。

「 開講科目担当表」備考欄の旧科目は，新科目と同一であるので注意すること。

初回参加年次は 年次が望ましい。

・ に分割されている演習科目の の履修は， を既に履修したか， 相当の学力があることを前提とする。

以上のことを考慮に入れ，シラバスを参照するほか，担当教員の指導を受けることが大切である。
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⑤ 卒業論文・卒業研究について

卒業論文・卒業研究は①の条件を既に満たすか，または卒業年度内に満たすことが予想されるものに限り，その

作成にとりかかることができる。

卒業論文・卒業研究は，演習担当教員の指導のもとに在学最終年度に国際関係研究専門分野（国際関係副専攻）

の「卒業論文・卒業研究Ⅰ」（ 単位），「同Ⅱ」（ 単位）（合計 単位）を履修し，卒業論文・卒業研究を定められ

た期限内に学事センターに提出すること。

登録

登録期間内に で履修登録をし，演習担当教員と相談の上，所定の用紙 通に記入し， 月末日までに指導教

員，所属学科長，国際関係副専攻主任にそれぞれ 通ずつ提出する。手続きの詳細については， 掲示板（学

科・専攻別）で告知する。

卒業論文・卒業研究の内容・提出については，外国語学部の説明 ～ を読むこと。

・ 卒業論文の規格については下記の通り。その他，詳細について指導教員の指示に従うこと。

規格： 判・横書き

綴じ方：簡易製本（左綴じ）

枚数： 枚前後

その他：・ワープロ：字数 字／行 行数 行／頁

・指導教員と相談の上，日本語以外の言語での執筆も可

― ―

科目表（数字は単位数）
Ⅰ 全学共通科目     

現代日本の国際関係   グローバル化と発展途上国 

現代日本の安全保障   国際教育開発論 1 

国際政治史入門    国際教育開発論 2 

INTRODUCTION TO INTERNATIONAL COOPERATION THEORY AND PRACTICE     グローバリゼーションと教育

国際機構論   途上国の教育課題と国際協力

   

    特講（国際教育開発）

Ⅱ 研究科目    特講（ 研究）

国際政治学   特講（現代日本政治）

  （ ）

国際政治経済論（政治学的アプローチ）   （ ）

国際政治経済論（政治学的アプローチ）   （ ）

外交政策   （ ）

外交政策  

国際政治史  

国際政治史  

日本外交論  

グローバル・ガバナンス論   Ⅲ 演習科目

グローバル・ガバナンス論   演習（国際政治経済論・政治学的アプローチ）

比較政治学   演習（国際政治経済論・政治学的アプローチ）

比較政治学   演習（外交政策）

アメリカ政治外交   演習（外交政策）

アメリカ政治外交   演習（国際政治史）

アメリカ研究   演習（国際政治史）

中国政治外交   演習（グローバル・ガバナンス論）

中国政治外交   演習（グローバル・ガバナンス論）

紛争解決   演習（比較政治学）

平和研究   演習（比較政治学）

と地域主義   演習（アメリカ政治外交）

と紛争解決   演習（アメリカ政治外交）

グローバリゼーションと市民社会   演習（中国政治外交）

グローバリゼーションと市民社会   演習（中国政治外交）

比較社会学   演習（ と紛争解決）

国際社会学   演習（ と紛争解決）

国際社会学   演習（国際政治経済論・経済学的アプローチ）

フィールドワークの技法と実践   演習（国際政治経済論・経済学的アプローチ）

グローバル化と文化   演習（開発経済学）

グローバル化と文化   演習（開発経済学）

国際協力論   演習（国際社会学）

国際協力論   演習（国際社会学）

国際経済学   演習（グローバル市民社会論）

国際経済学   演習（グローバル市民社会論）

国際政治経済論（経済学的アプローチ）   演習（国際協力論）

国際政治経済論（経済学的アプローチ）   演習（国際協力論）

開発経済学    演習（国際教育開発論）

  演習（国際教育開発論）
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⑤ 卒業論文・卒業研究について

卒業論文・卒業研究は①の条件を既に満たすか，または卒業年度内に満たすことが予想されるものに限り，その

作成にとりかかることができる。

卒業論文・卒業研究は，演習担当教員の指導のもとに在学最終年度に国際関係研究専門分野（国際関係副専攻）

の「卒業論文・卒業研究Ⅰ」（ 単位），「同Ⅱ」（ 単位）（合計 単位）を履修し，卒業論文・卒業研究を定められ

た期限内に学事センターに提出すること。

登録

登録期間内に で履修登録をし，演習担当教員と相談の上，所定の用紙 通に記入し， 月末日までに指導教

員，所属学科長，国際関係副専攻主任にそれぞれ 通ずつ提出する。手続きの詳細については， 掲示板（学

科・専攻別）で告知する。

卒業論文・卒業研究の内容・提出については，外国語学部の説明 ～ を読むこと。

・ 卒業論文の規格については下記の通り。その他，詳細について指導教員の指示に従うこと。

規格： 判・横書き

綴じ方：簡易製本（左綴じ）

枚数： 枚前後

その他：・ワープロ：字数 字／行 行数 行／頁

・指導教員と相談の上，日本語以外の言語での執筆も可

― ―

科目表（数字は単位数）
Ⅰ 全学共通科目     

現代日本の国際関係   グローバル化と発展途上国 

現代日本の安全保障   国際教育開発論 1 

国際政治史入門    国際教育開発論 2 

INTRODUCTION TO INTERNATIONAL COOPERATION THEORY AND PRACTICE     グローバリゼーションと教育

国際機構論   途上国の教育課題と国際協力

   

    特講（国際教育開発）

Ⅱ 研究科目    特講（ 研究）

国際政治学   特講（現代日本政治）

  （ ）

国際政治経済論（政治学的アプローチ）   （ ）

国際政治経済論（政治学的アプローチ）   （ ）

外交政策   （ ）

外交政策  

国際政治史  

国際政治史  

日本外交論  

グローバル・ガバナンス論   Ⅲ 演習科目

グローバル・ガバナンス論   演習（国際政治経済論・政治学的アプローチ）

比較政治学   演習（国際政治経済論・政治学的アプローチ）

比較政治学   演習（外交政策）

アメリカ政治外交   演習（外交政策）

アメリカ政治外交   演習（国際政治史）

アメリカ研究   演習（国際政治史）

中国政治外交   演習（グローバル・ガバナンス論）

中国政治外交   演習（グローバル・ガバナンス論）

紛争解決   演習（比較政治学）

平和研究   演習（比較政治学）

と地域主義   演習（アメリカ政治外交）

と紛争解決   演習（アメリカ政治外交）

グローバリゼーションと市民社会   演習（中国政治外交）

グローバリゼーションと市民社会   演習（中国政治外交）

比較社会学   演習（ と紛争解決）

国際社会学   演習（ と紛争解決）

国際社会学   演習（国際政治経済論・経済学的アプローチ）

フィールドワークの技法と実践   演習（国際政治経済論・経済学的アプローチ）

グローバル化と文化   演習（開発経済学）

グローバル化と文化   演習（開発経済学）

国際協力論   演習（国際社会学）

国際協力論   演習（国際社会学）

国際経済学   演習（グローバル市民社会論）

国際経済学   演習（グローバル市民社会論）

国際政治経済論（経済学的アプローチ）   演習（国際協力論）

国際政治経済論（経済学的アプローチ）   演習（国際協力論）

開発経済学    演習（国際教育開発論）

  演習（国際教育開発論）
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Ⅳ 卒業論文・卒業研究  

卒業論文・卒業研究Ⅰ  

卒業論文・卒業研究Ⅱ  

 

― ―

開講科目担当表

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

［研究科目］

国際政治学 春 渡 辺 紫 乃 ～ 注

秋 鈴 木 一 敏 ～ ○ 注

国際政治経済論（政治学的アプローチ） 春 鈴 木 一 敏 ～ 注

国際政治経済論（政治学的アプローチ） 秋 鈴 木 一 敏 ～ 注

外交政策 春 樋 渡 由 美 ～ 名 ，注 ，注

外交政策 秋 樋 渡 由 美 ～ 名 ，注 ，注

国際政治史 春 宮 城 大 蔵 ～ 注

国際政治史 秋 宮 城 大 蔵 ～ 注

日本外交論 秋 宮 城 大 蔵 ～ 注

グローバル・ガバナンス論 春 都 留 康 子 ～ 注 ，旧「国際制度論 」

グローバル・ガバナンス論 休講 都 留 康 子 ～ 注 ，旧「国際制度論 」

比較政治学 休講 岸 川 毅 ～ 名 ，注

比較政治学 秋 岸 川 毅 ～ 注

アメリカ政治外交 春 前 嶋 和 弘 ～ 注

アメリカ政治外交 秋 前 嶋 和 弘 ～ 注

アメリカ研究 休講 前 嶋 和 弘 ～ 注

中国政治外交 春 渡 辺 紫 乃 ～ 注

中国政治外交 秋 渡 辺 紫 乃 ～ 注

紛争解決 春 小 林 綾 子 ～ 名 ，注 ，注

平和研究 秋 小 林 綾 子 ～ 名 ，注 ，注

と地域主義 春 中 内 政 貴 ～ 注

と紛争解決 秋 中 内 政 貴 ～ 注

グローバリゼーションと市民社会 春 稲 葉 奈々子 ～ 注 ，旧「グローバリゼーションと市民社会」

グローバリゼーションと市民社会 休講 稲 葉 奈々子 ～ 注 ，旧「グローバリゼーションと市民社会」

比較社会学 秋 稲 葉 奈々子 ～ 注 ，旧「比較社会学 」「比較社会学 」

国際社会学 春 蘭 信 三 ～ 名 ，注

国際社会学 秋 蘭 信 三 ～ 注

フィールドワークの技法と実践 春 蘭 信 三 ～ 名 ，注 ，注

グローバル化と文化 春 小 田 マサノリ ～ 名 ，注 ，注

グローバル化と文化 秋 小 田 マサノリ ～ 名 ，注 ，注

国際協力論 春 田 中 雅 子 ～ 名 ，注 ，注

国際協力論 秋 田 中 雅 子 ～ 名 ，注 ，注

国際経済学 休講 下 川 雅 嗣 ～ 注

国際経済学 秋 下 川 雅 嗣 ～ 注

国際政治経済論（経済学的アプローチ） 休講 下 川 雅 嗣 ～ 注 ，旧「国際政治経済論 」

国際政治経済論（経済学的アプローチ） 秋 下 川 雅 嗣 ～ 注 ，旧「国際政治経済論 」

開発経済学 春 高 島 亮 ～ 注 ，旧「開発経済論 」「開発経済論 」

グローバル化と発展途上国 秋 高 島 亮 ～
注 ，旧「グローバル化と発展途上国 」「グローバル化と

発展途上国 」

国際教育開発論 春 荻 巣 崇 世 ～ 名 ，注 ，注

国際教育開発論 秋 荻 巣 崇 世 ～ 名 ，注 ，注

グローバリゼーションと教育 春 荻 巣 崇 世 ～ 名 ，注 ，注

途上国の教育課題と国際協力 秋 荻 巣 崇 世 ～ 名 ，注 ，注

徳 永 智 子 ～ 〇 注

特講（国際教育開発） 秋 荻 巣 崇 世 ～ 注

特講（ 研究） 春 佐 藤 俊 輔 ・ 注

特講（現代日本政治） 秋 高 安 健 将 ・ 注

（ ）
春 小 林 綾 子 ・ ○ 注

（ ）
秋 小 林 綾 子 ・ ○ 注
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Ⅳ 卒業論文・卒業研究  

卒業論文・卒業研究Ⅰ  

卒業論文・卒業研究Ⅱ  

 

― ―

開講科目担当表

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

［研究科目］

国際政治学 春 渡 辺 紫 乃 ～ 注

秋 鈴 木 一 敏 ～ ○ 注

国際政治経済論（政治学的アプローチ） 春 鈴 木 一 敏 ～ 注

国際政治経済論（政治学的アプローチ） 秋 鈴 木 一 敏 ～ 注

外交政策 春 樋 渡 由 美 ～ 名 ，注 ，注

外交政策 秋 樋 渡 由 美 ～ 名 ，注 ，注

国際政治史 春 宮 城 大 蔵 ～ 注

国際政治史 秋 宮 城 大 蔵 ～ 注

日本外交論 秋 宮 城 大 蔵 ～ 注

グローバル・ガバナンス論 春 都 留 康 子 ～ 注 ，旧「国際制度論 」

グローバル・ガバナンス論 休講 都 留 康 子 ～ 注 ，旧「国際制度論 」

比較政治学 休講 岸 川 毅 ～ 名 ，注

比較政治学 秋 岸 川 毅 ～ 注

アメリカ政治外交 春 前 嶋 和 弘 ～ 注

アメリカ政治外交 秋 前 嶋 和 弘 ～ 注

アメリカ研究 休講 前 嶋 和 弘 ～ 注

中国政治外交 春 渡 辺 紫 乃 ～ 注

中国政治外交 秋 渡 辺 紫 乃 ～ 注

紛争解決 春 小 林 綾 子 ～ 名 ，注 ，注

平和研究 秋 小 林 綾 子 ～ 名 ，注 ，注

と地域主義 春 中 内 政 貴 ～ 注

と紛争解決 秋 中 内 政 貴 ～ 注

グローバリゼーションと市民社会 春 稲 葉 奈々子 ～ 注 ，旧「グローバリゼーションと市民社会」

グローバリゼーションと市民社会 休講 稲 葉 奈々子 ～ 注 ，旧「グローバリゼーションと市民社会」

比較社会学 秋 稲 葉 奈々子 ～ 注 ，旧「比較社会学 」「比較社会学 」

国際社会学 春 蘭 信 三 ～ 名 ，注

国際社会学 秋 蘭 信 三 ～ 注

フィールドワークの技法と実践 春 蘭 信 三 ～ 名 ，注 ，注

グローバル化と文化 春 小 田 マサノリ ～ 名 ，注 ，注

グローバル化と文化 秋 小 田 マサノリ ～ 名 ，注 ，注

国際協力論 春 田 中 雅 子 ～ 名 ，注 ，注

国際協力論 秋 田 中 雅 子 ～ 名 ，注 ，注

国際経済学 休講 下 川 雅 嗣 ～ 注

国際経済学 秋 下 川 雅 嗣 ～ 注

国際政治経済論（経済学的アプローチ） 休講 下 川 雅 嗣 ～ 注 ，旧「国際政治経済論 」

国際政治経済論（経済学的アプローチ） 秋 下 川 雅 嗣 ～ 注 ，旧「国際政治経済論 」

開発経済学 春 高 島 亮 ～ 注 ，旧「開発経済論 」「開発経済論 」

グローバル化と発展途上国 秋 高 島 亮 ～
注 ，旧「グローバル化と発展途上国 」「グローバル化と

発展途上国 」

国際教育開発論 春 荻 巣 崇 世 ～ 名 ，注 ，注

国際教育開発論 秋 荻 巣 崇 世 ～ 名 ，注 ，注

グローバリゼーションと教育 春 荻 巣 崇 世 ～ 名 ，注 ，注

途上国の教育課題と国際協力 秋 荻 巣 崇 世 ～ 名 ，注 ，注

徳 永 智 子 ～ 〇 注

特講（国際教育開発） 秋 荻 巣 崇 世 ～ 注

特講（ 研究） 春 佐 藤 俊 輔 ・ 注

特講（現代日本政治） 秋 高 安 健 将 ・ 注

（ ）
春 小 林 綾 子 ・ ○ 注

（ ）
秋 小 林 綾 子 ・ ○ 注
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

（ ）
春 荻 巣 崇 世 ・ ○ 注

（ ）
春 中 内 政 貴 ・ ○

［演習科目］ 演習は同一科目を 年間履修しても単位として認める

重 演習（国際政治経済論・政治学的アプローチ） 春 鈴 木 一 敏 ・ 注

重 演習（国際政治経済論・政治学的アプローチ） 秋 鈴 木 一 敏 ・ 注 ，注

重 演習（外交政策） 春 樋 渡 由 美 ・ 注 ，旧「演習（国際関係論 ）」

重 演習（外交政策） 秋 樋 渡 由 美 ・ 注 ，注 ，旧「演習（国際関係論 ）」

重 演習（国際政治史） 春 宮 城 大 蔵 ・ 注 ，旧「演習（国際政治史 ）」

重 演習（国際政治史） 秋 宮 城 大 蔵 ・ 注 ，注 ，旧「演習（国際政治史 ）」

重 演習（グローバル・ガバナンス論） 春 都 留 康 子 ・ 注 ，旧「演習（国際制度論） 」

重 演習（グローバル・ガバナンス論） 休講 都 留 康 子 ・ 注 ，注 ，旧「演習 国際制度論 」

重 演習（比較政治学） 休講 岸 川 毅 ・ 注 ，旧「演習（比較政治学 ）」

重 演習（比較政治学） 秋 岸 川 毅 ・ 注 ，注 ，旧「演習（比較政治学 ）」

重 演習（アメリカ政治外交） 春 前 嶋 和 弘 ・ 注

重 演習（アメリカ政治外交） 秋 前 嶋 和 弘 ・ 注 ，注

重 演習（中国政治外交） 春 渡 辺 紫 乃 ・ 注

重 演習（中国政治外交） 秋 渡 辺 紫 乃 ・ 注 ，注

重 演習（ と紛争解決） 春 中 内 政 貴 ・ 注

重 演習（ と紛争解決） 秋 中 内 政 貴 ・ 注 ，注

重
演習（国際政治経済論・

経済学的アプローチ）
休講 下 川 雅 嗣 ・ 注 ，旧「演習（国際政治経済論） 」

重
演習（国際政治経済論・

経済学的アプローチ）
秋 下 川 雅 嗣 ・

注 ，注 ，旧「演習（国際政治経済論）

」

重 演習（開発経済学） 春 高 島 亮 ・ 注 ，旧「演習（開発経済論 ）」

重 演習（開発経済学） 秋 高 島 亮 ・ 注 ，注 ，旧「演習（開発経済論 ）」

重 演習（国際社会学） 春 蘭 信 三 ・ 注 ，旧「演習（国際社会学 ）」

重 演習（国際社会学） 秋 蘭 信 三 ・ 注 ，注 ，旧「演習（国際社会学 ）」

重 演習（グローバル市民社会論） 春 稲 葉 奈々子 ・ 注 ，旧「演習（比較社会学 ）」

重 演習（グローバル市民社会論） 秋 稲 葉 奈々子 ・ 注 ，注 ，旧「演習（比較社会学 ）」

重 演習（国際協力論） 春 田 中 雅 子 ・ 注

重 演習（国際協力論） 秋 田 中 雅 子 ・ 注 ，注

重 演習（国際教育開発論） 春 丸 山 英 樹 ・ 注

重 演習（国際教育開発論） 秋 丸 山 英 樹 ・ 注 ，注

［論文］

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員 注 ，注

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員 注 ，注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員 注 ，注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員 注 ，注

注 ：（他）総合グローバル学科

注 ：演習科目の の履修は， を既に履修したか， 相当の学力があることを前提とする。

注 ：卒業論文・卒業研究Ⅰ・Ⅱは，｢ 履修上の注意｣，とくに⑤をよく読んだ上で作成にとりかかること。

注 ：備考欄で定員数を で囲んだ科目は総合グローバル学部生・外国語学部生優先の抽選科目である。詳細については，履修要覧〔ガ
イド・資料編〕 ～を参照すること。

注 ： 年次生のみ履修可。

― ―

アジア文化研究専門分野（アジア文化副専攻） 

年次生以前

アジア文化研究専門分野の開講科目は，次のように分類される。

Ⅰ 全学共通科目（外国語学部基礎科目）

Ⅱ 地域研究科目

東南アジア

南アジア

中東

アフリカ

通地域

Ⅲ 演習科目

Ⅳ 卒業論文・卒業研究

（科目表参照）

＊ 上記の科目は，外国語学部の学生にはアジア文化研究専門分野科目として，他学部の学生にはアジア文化副専攻

科目として開講される。

＊ 履修上の注意に指定された要件を満たした場合，履修証明が交付される。

＊ 個別の科目は，履修上の注意に特に指定がない限り，履修証明取得を目的としない場合にも，また外国語学部の

学生についてアジア文化研究専門分野に届出をしていない場合にも履修できる。

履修上の注意

＊ 外国語学部の説明 ～ と合わせて読むこと。

＊ 科目に付記されている科目記号の定義については，外国語学部の説明 に解説があるので参照すること。

① 履修証明の交付について

履修証明の交付は学生の申請に基づくものとする。

外国語学部の学生が履修証明（アジア文化研究専門分野履修証明）を取得するためには，「専門分野」として所

属学科に「アジア文化研究」を届け出なければならない。届出手続きについては，外国語学部の説明 を参照

のこと。

外国語学部以外の学生が履修証明（アジア文化副専攻履修証明）を取得するためには，卒業論文提出後に所定用

紙に必要事項を記入の上，アジア文化副専攻主任宛てに手続きを取ること。手続きの詳細については 月に

掲示板（学科・専攻別）にて告知する。

② 履修証明取得に必要な単位と科目

地域研究科目 単位 一覧にある地域研究科目以外に，言語教育研究センターが開講するアラビア語，インド

ネシア語，カンボジア語，スワヒリ語，タイ語，ヒンディー語，フィリピン語，ビルマ

語，ベトナム語，ペルシア語，トルコ語の中から， 単位以上を修得することが望まし

い。要覧の外国語科目 ～を参照のこと。アジア・アフリカ諸語の単位は最大 単位

まで地域研究科目として認められる。

演習科目 単位 演習科目は ・ 年次に履修することはできない。

同一の演習科目を ・ 年次に重ねて履修することができる。

同一教員の担当する演習科目を，・ 年次の春学期・秋学期にそれぞれ 演習 単位ずつ，

年間にわたり履修するのが望ましい。

卒業論文・卒業研究 単位

合計 単位

上記 単位のほかに，全学共通科目（外国語学部基礎科目）より，東南アジア，南アジア，中東，アフリカ関係

の科目を 単位以上修得することが望ましい。
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

（ ）
春 荻 巣 崇 世 ・ ○ 注

（ ）
春 中 内 政 貴 ・ ○

［演習科目］ 演習は同一科目を 年間履修しても単位として認める

重 演習（国際政治経済論・政治学的アプローチ） 春 鈴 木 一 敏 ・ 注

重 演習（国際政治経済論・政治学的アプローチ） 秋 鈴 木 一 敏 ・ 注 ，注

重 演習（外交政策） 春 樋 渡 由 美 ・ 注 ，旧「演習（国際関係論 ）」

重 演習（外交政策） 秋 樋 渡 由 美 ・ 注 ，注 ，旧「演習（国際関係論 ）」

重 演習（国際政治史） 春 宮 城 大 蔵 ・ 注 ，旧「演習（国際政治史 ）」

重 演習（国際政治史） 秋 宮 城 大 蔵 ・ 注 ，注 ，旧「演習（国際政治史 ）」

重 演習（グローバル・ガバナンス論） 春 都 留 康 子 ・ 注 ，旧「演習（国際制度論） 」

重 演習（グローバル・ガバナンス論） 休講 都 留 康 子 ・ 注 ，注 ，旧「演習 国際制度論 」

重 演習（比較政治学） 休講 岸 川 毅 ・ 注 ，旧「演習（比較政治学 ）」

重 演習（比較政治学） 秋 岸 川 毅 ・ 注 ，注 ，旧「演習（比較政治学 ）」

重 演習（アメリカ政治外交） 春 前 嶋 和 弘 ・ 注

重 演習（アメリカ政治外交） 秋 前 嶋 和 弘 ・ 注 ，注

重 演習（中国政治外交） 春 渡 辺 紫 乃 ・ 注

重 演習（中国政治外交） 秋 渡 辺 紫 乃 ・ 注 ，注

重 演習（ と紛争解決） 春 中 内 政 貴 ・ 注

重 演習（ と紛争解決） 秋 中 内 政 貴 ・ 注 ，注

重
演習（国際政治経済論・

経済学的アプローチ）
休講 下 川 雅 嗣 ・ 注 ，旧「演習（国際政治経済論） 」

重
演習（国際政治経済論・

経済学的アプローチ）
秋 下 川 雅 嗣 ・

注 ，注 ，旧「演習（国際政治経済論）

」

重 演習（開発経済学） 春 高 島 亮 ・ 注 ，旧「演習（開発経済論 ）」

重 演習（開発経済学） 秋 高 島 亮 ・ 注 ，注 ，旧「演習（開発経済論 ）」

重 演習（国際社会学） 春 蘭 信 三 ・ 注 ，旧「演習（国際社会学 ）」

重 演習（国際社会学） 秋 蘭 信 三 ・ 注 ，注 ，旧「演習（国際社会学 ）」

重 演習（グローバル市民社会論） 春 稲 葉 奈々子 ・ 注 ，旧「演習（比較社会学 ）」

重 演習（グローバル市民社会論） 秋 稲 葉 奈々子 ・ 注 ，注 ，旧「演習（比較社会学 ）」

重 演習（国際協力論） 春 田 中 雅 子 ・ 注

重 演習（国際協力論） 秋 田 中 雅 子 ・ 注 ，注

重 演習（国際教育開発論） 春 丸 山 英 樹 ・ 注

重 演習（国際教育開発論） 秋 丸 山 英 樹 ・ 注 ，注

［論文］

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員 注 ，注

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員 注 ，注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員 注 ，注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員 注 ，注

注 ：（他）総合グローバル学科

注 ：演習科目の の履修は， を既に履修したか， 相当の学力があることを前提とする。

注 ：卒業論文・卒業研究Ⅰ・Ⅱは，｢ 履修上の注意｣，とくに⑤をよく読んだ上で作成にとりかかること。

注 ：備考欄で定員数を で囲んだ科目は総合グローバル学部生・外国語学部生優先の抽選科目である。詳細については，履修要覧〔ガ
イド・資料編〕 ～を参照すること。

注 ： 年次生のみ履修可。

― ―

アジア文化研究専門分野（アジア文化副専攻） 

年次生以前

アジア文化研究専門分野の開講科目は，次のように分類される。

Ⅰ 全学共通科目（外国語学部基礎科目）

Ⅱ 地域研究科目

東南アジア

南アジア

中東

アフリカ

通地域

Ⅲ 演習科目

Ⅳ 卒業論文・卒業研究

（科目表参照）

＊ 上記の科目は，外国語学部の学生にはアジア文化研究専門分野科目として，他学部の学生にはアジア文化副専攻

科目として開講される。

＊ 履修上の注意に指定された要件を満たした場合，履修証明が交付される。

＊ 個別の科目は，履修上の注意に特に指定がない限り，履修証明取得を目的としない場合にも，また外国語学部の

学生についてアジア文化研究専門分野に届出をしていない場合にも履修できる。

履修上の注意

＊ 外国語学部の説明 ～ と合わせて読むこと。

＊ 科目に付記されている科目記号の定義については，外国語学部の説明 に解説があるので参照すること。

① 履修証明の交付について

履修証明の交付は学生の申請に基づくものとする。

外国語学部の学生が履修証明（アジア文化研究専門分野履修証明）を取得するためには，「専門分野」として所

属学科に「アジア文化研究」を届け出なければならない。届出手続きについては，外国語学部の説明 を参照

のこと。

外国語学部以外の学生が履修証明（アジア文化副専攻履修証明）を取得するためには，卒業論文提出後に所定用

紙に必要事項を記入の上，アジア文化副専攻主任宛てに手続きを取ること。手続きの詳細については 月に

掲示板（学科・専攻別）にて告知する。

② 履修証明取得に必要な単位と科目

地域研究科目 単位 一覧にある地域研究科目以外に，言語教育研究センターが開講するアラビア語，インド

ネシア語，カンボジア語，スワヒリ語，タイ語，ヒンディー語，フィリピン語，ビルマ

語，ベトナム語，ペルシア語，トルコ語の中から， 単位以上を修得することが望まし

い。要覧の外国語科目 ～を参照のこと。アジア・アフリカ諸語の単位は最大 単位

まで地域研究科目として認められる。

演習科目 単位 演習科目は ・ 年次に履修することはできない。

同一の演習科目を ・ 年次に重ねて履修することができる。

同一教員の担当する演習科目を，・ 年次の春学期・秋学期にそれぞれ 演習 単位ずつ，

年間にわたり履修するのが望ましい。

卒業論文・卒業研究 単位

合計 単位

上記 単位のほかに，全学共通科目（外国語学部基礎科目）より，東南アジア，南アジア，中東，アフリカ関係

の科目を 単位以上修得することが望ましい。
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外国語学部以外の学生がアジア文化副専攻履修証明の取得を希望する場合は，所属学部の単位から最大 単位ま

で単位の読み替えをすることができる。ただし，どの科目の単位が読み替え可能であるかについては，アジア文

化副専攻主任に相談すること。

③ 卒業論文・卒業研究について

卒業論文・卒業研究は，原則として演習科目を 単位以上修得した者，または卒業までに修得が見込まれる者に

限り，その作成にとりかかることができる。

卒業論文・卒業研究を作成しようとする者は，春学期履修登録期間中に必ず卒業論文・卒業研究Ⅰの履修登録を

し，指導教員（原則として 年間にわたり履修する演習科目の担当教員）と相談の上，所定の届出用紙 通に記入

し， 月末日までに指導教員，所属学科長，アジア文化副専攻主任にそれぞれ 通ずつ提出する。手続きの詳細に

ついては 月に 掲示板（学科・専攻別）にて告知する。また，秋学期に卒業論文・卒業研究Ⅱの履修登録を

怠らないよう注意すること。秋学期卒業予定等の学生は，副専攻主任に相談すること。

卒業論文・卒業研究の内容・提出については，外国語学部の説明 ～ を読むこと。

＊ 卒業論文は縦長 判横書き・左綴じ，縦長 判の黒表紙をつける。日本語により執筆するが，指導教員と相談

の上で，他の言語を使用してもよい。長さの目安については日本語の場合， 字～ 字，英語（欧語）

の場合， 語～ 語を標準とする。

＊ 卒業研究について外国語学部の説明 に書かれている形式でも提出が困難な成果物については，あらかじめ

指導教員およびアジア文化副専攻主任に相談すること。

④ 時間割表について

アジア文化研究専門分野（アジア文化副専攻）に関する開講科目については， の時間割「総合グローバル学

部」と「外国語学部各研究コース科目」を参照し，そこに記載されている登録コードで履修登録すること。

― ―

科目表（数字は単位数）
Ⅰ 全学共通科目 通地域

東南アジア史入門Ⅰ アジア文化遺産研究

東南アジア史入門Ⅱ アジアの環境と開発

東南アジア研究入門 と社会運動の人類学

南アジア研究入門 アジアとグローバル企業

東アジア研究入門 アジアの人権問題

中東イスラーム研究入門Ⅰ 朝鮮半島の社会と文化

中東イスラーム研究入門Ⅱ 東北アジア社会論

アフリカ研究入門 アジア政治研究

特講（文化財保存と国際協力）

Ⅱ 地域研究科目 （ ）

東南アジア 特講（通地域研究）

東南アジア考古学 （ ）

東南アジア史（前近代） （ ）

東南アジア史（近現代）

東南アジア史（近現代） Ⅲ 演習科目

東南アジアのイスラームと社会 演習（アジア研究 ）

東南アジアの教育と文化 演習（アジア研究 ）

演習（アジア研究 ）

南アジア 演習（アジア研究 ）

演習（アジア研究 ）

南アジア史 演習（アジア研究 ）

南アジア社会経済論 演習（アジア研究 ）

演習（アジア研究 ）

中東 演習（アジア研究 ）

中東イスラーム史（前近代） 演習（アジア研究 ）

中東政治史 （ ）

中東政治論 （ ）

演習（中東・アフリカ研究 ）

民衆イスラーム論 演習（中東・アフリカ研究 ）

イスラームとジェンダー 演習（中東・アフリカ研究 ）

中東イスラーム思想論 演習（中東・アフリカ研究 ）

中東芸術論 演習（中東・アフリカ研究 ）

トルコ語圏研究 演習（中東・アフリカ研究 ）

演習（中東・アフリカ研究 ）

シーア派社会論 演習（中東・アフリカ研究 ）

演習（中東・アフリカ研究 ）

アフリカ 演習（中東・アフリカ研究 ）

アフリカ史 演習（中東・アフリカ研究 ）

アフリカ政治論 演習（中東・アフリカ研究 ）

アフリカ開発論

アフリカ社会経済論 Ⅳ 卒業論文・卒業研究

アフリカ社会論 卒業論文・卒業研究 Ⅰ

卒業論文・卒業研究 Ⅱ

アフリカ・ジェンダー論

特講（アフリカの社会と文化）

特講（現代アフリカ）

特講（アフリカの家族と親族）
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外国語学部以外の学生がアジア文化副専攻履修証明の取得を希望する場合は，所属学部の単位から最大 単位ま

で単位の読み替えをすることができる。ただし，どの科目の単位が読み替え可能であるかについては，アジア文

化副専攻主任に相談すること。

③ 卒業論文・卒業研究について

卒業論文・卒業研究は，原則として演習科目を 単位以上修得した者，または卒業までに修得が見込まれる者に

限り，その作成にとりかかることができる。

卒業論文・卒業研究を作成しようとする者は，春学期履修登録期間中に必ず卒業論文・卒業研究Ⅰの履修登録を

し，指導教員（原則として 年間にわたり履修する演習科目の担当教員）と相談の上，所定の届出用紙 通に記入

し， 月末日までに指導教員，所属学科長，アジア文化副専攻主任にそれぞれ 通ずつ提出する。手続きの詳細に

ついては 月に 掲示板（学科・専攻別）にて告知する。また，秋学期に卒業論文・卒業研究Ⅱの履修登録を

怠らないよう注意すること。秋学期卒業予定等の学生は，副専攻主任に相談すること。

卒業論文・卒業研究の内容・提出については，外国語学部の説明 ～ を読むこと。

＊ 卒業論文は縦長 判横書き・左綴じ，縦長 判の黒表紙をつける。日本語により執筆するが，指導教員と相談

の上で，他の言語を使用してもよい。長さの目安については日本語の場合， 字～ 字，英語（欧語）

の場合， 語～ 語を標準とする。

＊ 卒業研究について外国語学部の説明 に書かれている形式でも提出が困難な成果物については，あらかじめ

指導教員およびアジア文化副専攻主任に相談すること。

④ 時間割表について

アジア文化研究専門分野（アジア文化副専攻）に関する開講科目については， の時間割「総合グローバル学

部」と「外国語学部各研究コース科目」を参照し，そこに記載されている登録コードで履修登録すること。

― ―

科目表（数字は単位数）
Ⅰ 全学共通科目 通地域

東南アジア史入門Ⅰ アジア文化遺産研究

東南アジア史入門Ⅱ アジアの環境と開発

東南アジア研究入門 と社会運動の人類学

南アジア研究入門 アジアとグローバル企業

東アジア研究入門 アジアの人権問題

中東イスラーム研究入門Ⅰ 朝鮮半島の社会と文化

中東イスラーム研究入門Ⅱ 東北アジア社会論

アフリカ研究入門 アジア政治研究

特講（文化財保存と国際協力）

Ⅱ 地域研究科目 （ ）

東南アジア 特講（通地域研究）

東南アジア考古学 （ ）

東南アジア史（前近代） （ ）

東南アジア史（近現代）

東南アジア史（近現代） Ⅲ 演習科目

東南アジアのイスラームと社会 演習（アジア研究 ）

東南アジアの教育と文化 演習（アジア研究 ）

演習（アジア研究 ）

南アジア 演習（アジア研究 ）

演習（アジア研究 ）

南アジア史 演習（アジア研究 ）

南アジア社会経済論 演習（アジア研究 ）

演習（アジア研究 ）

中東 演習（アジア研究 ）

中東イスラーム史（前近代） 演習（アジア研究 ）

中東政治史 （ ）

中東政治論 （ ）

演習（中東・アフリカ研究 ）

民衆イスラーム論 演習（中東・アフリカ研究 ）

イスラームとジェンダー 演習（中東・アフリカ研究 ）

中東イスラーム思想論 演習（中東・アフリカ研究 ）

中東芸術論 演習（中東・アフリカ研究 ）

トルコ語圏研究 演習（中東・アフリカ研究 ）

演習（中東・アフリカ研究 ）

シーア派社会論 演習（中東・アフリカ研究 ）

演習（中東・アフリカ研究 ）

アフリカ 演習（中東・アフリカ研究 ）

アフリカ史 演習（中東・アフリカ研究 ）

アフリカ政治論 演習（中東・アフリカ研究 ）

アフリカ開発論

アフリカ社会経済論 Ⅳ 卒業論文・卒業研究

アフリカ社会論 卒業論文・卒業研究 Ⅰ

卒業論文・卒業研究 Ⅱ

アフリカ・ジェンダー論

特講（アフリカの社会と文化）

特講（現代アフリカ）

特講（アフリカの家族と親族）
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開講科目担当表

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

［地域研究科目］（東南アジア）

東南アジア考古学 休講 丸 井 雅 子 ～ 注 ，旧「東南アジア考古学 」

東南アジア史 前近代 春 松 浦 史 明 ～ 注

東南アジア史 近現代 春 根 本 敬 ～ 注 ，旧「東南アジア史 」

東南アジア史 近現代 休講 根 本 敬 ～
注 ，「東南アジア史（近現代） 」または旧「東南アジア

史 」の単位を取得していることが望ましい。

東南アジアのイスラームと社会 春 久志本 裕 子 ～ 注

東南アジアの教育と文化 秋 久志本 裕 子 ～ 注

［地域研究科目］（南アジア）

秋 ～ ○ 注

南アジア史 春 竹 中 千 春 ～ 注

南アジア社会経済論 春 日下部 尚 徳 ～ 注

［地域研究科目］（中東）

中東イスラーム史（前近代） 春 松 尾 有里子 ～ 注

中東政治史 春 山 口 昭 彦 ～
注 ，旧「中東政治史 」，

旧「中東イスラム史 （近現代） 」

（隔） 中東政治論 春 澤 江 史 子 ～ 注

秋 辻 上 奈美江 ～ ○ 注

民衆イスラーム論 春 赤 堀 雅 幸 ～
注 ，旧「民衆イスラム論」，

旧「中東イスラム研究特講 」

イスラームとジェンダー 休講 赤 堀 雅 幸 ～
［ 名］，注 ，旧「中東文化論 」，旧「中東文

化人類学 」

中東イスラーム思想論 秋 加 藤 瑞 絵 ～ 注 ，旧「中東イスラム思想論 」

中東芸術論 秋 小 林 一 枝 ～ ［ 名］，注 ，注

（隔） トルコ語圏研究 休講 澤 江 史 子 ～ 注

秋 山 口 昭 彦 ～ 〇 注

シーア派社会論 秋 山 口 昭 彦 ～ 注 ，旧「現代シーア派社会論」

［地域研究科目］（アフリカ）

アフリカ史 春 眞 城 百 華 ～ 注

アフリカ政治論 秋 眞 城 百 華 ～ 注

アフリカ開発論 春 森 下 拓 道 ～ 注 ，旧「アフリカ国際協力論」

アフリカ社会経済論 秋 一 條 洋 子 ～ 注

アフリカ社会論 春 戸 田 美佳子 ～ 注

秋 戸 田 美佳子 ～ 〇 注

アフリカ・ジェンダー論 秋 眞 城 百 華 ～ 注

特講（アフリカの社会と文化） 秋 戸 田 美佳子 ・ 注

特講（現代アフリカ） 春 佐 藤 千鶴子 ・ 注

特講（アフリカの家族と親族） 秋 椎 野 若 菜 ・ 注

［地域研究科目］（通地域）

アジア文化遺産研究 秋 丸 井 雅 子 ～ 注 ，旧「アジア文化遺産研究 」

アジアの環境と開発 休講 福 武 慎太郎 ～ ［ 名］，注 ，注

と社会運動の人類学 休講 福 武 慎太郎 ～ 注

アジアとグローバル企業 春 平 賀 富 一 ～ ［ 名］，注 ，注

アジアの人権問題 休講 ～ ［ 名］，注

朝鮮半島の社会と文化 権 香 淑 ～ 注

東北アジア社会論 秋 権 香 淑 ～ 注

アジア政治研究 春 小 林 綾 子 ～ 注

特講（文化財保存と国際協力） 休講 丸 井 雅 子 ・
注 ，旧｢アジア文化財保存と国際協力｣，

旧「アジア文化遺産研究 」

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開
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期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

（ ）
秋 米 野 みちよ ・ ○ 注

特講（通地域研究） 秋 岸 川 毅 ・ 注

（

）
秋 権 香 淑 ～ ○ 注

（ ）
秋 藤 村 瞳 ～ ○ 注

［演習科目］

重 演習（アジア研究 ） 休講 丸 井 雅 子 ・
注 ，旧｢演習（東南アジア地域研究 ）

｣

重 演習（アジア研究 ） 秋 丸 井 雅 子 ・
注 ，注 ，旧｢演習（東南アジア地域研

究 ） ｣

重 演習（アジア研究 ） 春 福 武 慎太郎 ・
注 ，旧｢演習（東南アジア地域研究 ）

｣

重 演習（アジア研究 ） 秋 福 武 慎太郎 ・
注 ，注 ，旧｢演習（東南アジア地域研

究 ） ｣

重 演習（アジア研究 ） 春 根 本 敬 ・
注 ，旧｢演習（東南アジア地域研究 ）

｣

重 演習（アジア研究 ） 休講 根 本 敬 ・
注 ，注 ，旧｢演習（東南アジア地域研

究 ） ｣

重 演習（アジア研究 ） 春 久志本 裕 子 ・ 注

重 演習（アジア研究 ） 秋 久志本 裕 子 ・ 注 ，注

重 演習（アジア研究 ） 春 権 香 淑 ・ 注

重 演習（アジア研究 ） 秋 権 香 淑 ・ 注 ，注

重
（ ）

春 ・ ○ 注

重
（ ）

秋 ・ ○ 注 ，注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 春 辻 上 奈美江 ・
注 ，旧｢演習（中東イスラム地域研究 ）

｣

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 秋 辻 上 奈美江 ・
注 ，注 ，旧｢演習（中東イスラム地域

研究 ） ｣

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 春 赤 堀 雅 幸 ・
注 ，旧｢演習（中東イスラム地域研究 ）

｣

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 休講 赤 堀 雅 幸 ・
注 ，注 ，旧｢演習（中東イスラム地域

研究 ） ｣

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 春 山 口 昭 彦 ・
注 ，旧｢演習（中東イスラム地域研究

） ｣

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 秋 山 口 昭 彦 ・
注 ，注 ，旧｢演習（中東イスラム地域

研究 ） ｣

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 春 澤 江 史 子 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 秋 澤 江 史 子 ・ 注 ，注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 春 眞 城 百 華 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 秋 眞 城 百 華 ・ 注 ，注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 春 戸 田 美佳子 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 秋 戸 田 美佳子 ・ 注 ，注

［卒業論文・卒業研究］

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員 注 ，注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員 注

注 ：（他）総合グローバル学科開講。
注 ：演習 の履修は演習 の単位を修得するか，それと同等の学力があることを前提とする。
注 ：備考欄で定員数を で囲んだ科目は総合グローバル学部生・外国語学部生優先の抽選科目である。詳細については，履修要覧〔ガ

イド・資料編〕 ～を参照すること。
注 ： 年次生のみ履修可。
注 ： 月卒業予定学生のみ履修可。
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開講科目担当表

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

［地域研究科目］（東南アジア）

東南アジア考古学 休講 丸 井 雅 子 ～ 注 ，旧「東南アジア考古学 」

東南アジア史 前近代 春 松 浦 史 明 ～ 注

東南アジア史 近現代 春 根 本 敬 ～ 注 ，旧「東南アジア史 」

東南アジア史 近現代 休講 根 本 敬 ～
注 ，「東南アジア史（近現代） 」または旧「東南アジア

史 」の単位を取得していることが望ましい。

東南アジアのイスラームと社会 春 久志本 裕 子 ～ 注

東南アジアの教育と文化 秋 久志本 裕 子 ～ 注

［地域研究科目］（南アジア）

秋 ～ ○ 注

南アジア史 春 竹 中 千 春 ～ 注

南アジア社会経済論 春 日下部 尚 徳 ～ 注

［地域研究科目］（中東）

中東イスラーム史（前近代） 春 松 尾 有里子 ～ 注

中東政治史 春 山 口 昭 彦 ～
注 ，旧「中東政治史 」，

旧「中東イスラム史 （近現代） 」

（隔） 中東政治論 春 澤 江 史 子 ～ 注

秋 辻 上 奈美江 ～ ○ 注

民衆イスラーム論 春 赤 堀 雅 幸 ～
注 ，旧「民衆イスラム論」，

旧「中東イスラム研究特講 」

イスラームとジェンダー 休講 赤 堀 雅 幸 ～
［ 名］，注 ，旧「中東文化論 」，旧「中東文

化人類学 」

中東イスラーム思想論 秋 加 藤 瑞 絵 ～ 注 ，旧「中東イスラム思想論 」

中東芸術論 秋 小 林 一 枝 ～ ［ 名］，注 ，注

（隔） トルコ語圏研究 休講 澤 江 史 子 ～ 注

秋 山 口 昭 彦 ～ 〇 注

シーア派社会論 秋 山 口 昭 彦 ～ 注 ，旧「現代シーア派社会論」

［地域研究科目］（アフリカ）

アフリカ史 春 眞 城 百 華 ～ 注

アフリカ政治論 秋 眞 城 百 華 ～ 注

アフリカ開発論 春 森 下 拓 道 ～ 注 ，旧「アフリカ国際協力論」

アフリカ社会経済論 秋 一 條 洋 子 ～ 注

アフリカ社会論 春 戸 田 美佳子 ～ 注

秋 戸 田 美佳子 ～ 〇 注

アフリカ・ジェンダー論 秋 眞 城 百 華 ～ 注

特講（アフリカの社会と文化） 秋 戸 田 美佳子 ・ 注

特講（現代アフリカ） 春 佐 藤 千鶴子 ・ 注

特講（アフリカの家族と親族） 秋 椎 野 若 菜 ・ 注

［地域研究科目］（通地域）

アジア文化遺産研究 秋 丸 井 雅 子 ～ 注 ，旧「アジア文化遺産研究 」

アジアの環境と開発 休講 福 武 慎太郎 ～ ［ 名］，注 ，注

と社会運動の人類学 休講 福 武 慎太郎 ～ 注

アジアとグローバル企業 春 平 賀 富 一 ～ ［ 名］，注 ，注

アジアの人権問題 休講 ～ ［ 名］，注

朝鮮半島の社会と文化 権 香 淑 ～ 注

東北アジア社会論 秋 権 香 淑 ～ 注

アジア政治研究 春 小 林 綾 子 ～ 注

特講（文化財保存と国際協力） 休講 丸 井 雅 子 ・
注 ，旧｢アジア文化財保存と国際協力｣，

旧「アジア文化遺産研究 」

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

（ ）
秋 米 野 みちよ ・ ○ 注

特講（通地域研究） 秋 岸 川 毅 ・ 注

（

）
秋 権 香 淑 ～ ○ 注

（ ）
秋 藤 村 瞳 ～ ○ 注

［演習科目］

重 演習（アジア研究 ） 休講 丸 井 雅 子 ・
注 ，旧｢演習（東南アジア地域研究 ）

｣

重 演習（アジア研究 ） 秋 丸 井 雅 子 ・
注 ，注 ，旧｢演習（東南アジア地域研

究 ） ｣

重 演習（アジア研究 ） 春 福 武 慎太郎 ・
注 ，旧｢演習（東南アジア地域研究 ）

｣

重 演習（アジア研究 ） 秋 福 武 慎太郎 ・
注 ，注 ，旧｢演習（東南アジア地域研

究 ） ｣

重 演習（アジア研究 ） 春 根 本 敬 ・
注 ，旧｢演習（東南アジア地域研究 ）

｣

重 演習（アジア研究 ） 休講 根 本 敬 ・
注 ，注 ，旧｢演習（東南アジア地域研

究 ） ｣

重 演習（アジア研究 ） 春 久志本 裕 子 ・ 注

重 演習（アジア研究 ） 秋 久志本 裕 子 ・ 注 ，注

重 演習（アジア研究 ） 春 権 香 淑 ・ 注

重 演習（アジア研究 ） 秋 権 香 淑 ・ 注 ，注

重
（ ）

春 ・ ○ 注

重
（ ）

秋 ・ ○ 注 ，注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 春 辻 上 奈美江 ・
注 ，旧｢演習（中東イスラム地域研究 ）

｣

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 秋 辻 上 奈美江 ・
注 ，注 ，旧｢演習（中東イスラム地域

研究 ） ｣

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 春 赤 堀 雅 幸 ・
注 ，旧｢演習（中東イスラム地域研究 ）

｣

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 休講 赤 堀 雅 幸 ・
注 ，注 ，旧｢演習（中東イスラム地域

研究 ） ｣

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 春 山 口 昭 彦 ・
注 ，旧｢演習（中東イスラム地域研究

） ｣

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 秋 山 口 昭 彦 ・
注 ，注 ，旧｢演習（中東イスラム地域

研究 ） ｣

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 春 澤 江 史 子 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 秋 澤 江 史 子 ・ 注 ，注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 春 眞 城 百 華 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 秋 眞 城 百 華 ・ 注 ，注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 春 戸 田 美佳子 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 秋 戸 田 美佳子 ・ 注 ，注

［卒業論文・卒業研究］

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員 注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員 注 ，注

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員 注

注 ：（他）総合グローバル学科開講。
注 ：演習 の履修は演習 の単位を修得するか，それと同等の学力があることを前提とする。
注 ：備考欄で定員数を で囲んだ科目は総合グローバル学部生・外国語学部生優先の抽選科目である。詳細については，履修要覧〔ガ

イド・資料編〕 ～を参照すること。
注 ： 年次生のみ履修可。
注 ： 月卒業予定学生のみ履修可。
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ヨーロッパ研究専門分野 

本専門分野は，外国語学部 学科所属の学生を対象とするもので，以下の視点をもってヨーロッパ地域について研究す

ることを主たる目的とする。

＊ ヨーロッパ地域全域に関わる事象

＊ ヨーロッパ地域の国ないしはサブリージョン間の関係，比較に関わる事象

＊ ないしは と構成国との関係に関わる事象

ヨーロッパ研究専門分野に関する開講科目は，次のように分類される。

Ⅰ 研究科目

Ⅱ 演習科目

Ⅲ 卒業論文・卒業研究

履修上の注意に指定された要件を満たした場合，履修証明が交付される。

個別の科目は，履修上の注意に特に指定がない場合，履修証明取得を目的としない場合にも，また外国語学部の学生

についてヨーロッパ研究専門分野に届出をしていない場合にも履修できる。

履修上の注意

＊ 外国語学部の説明 ～ と合わせて読むこと。

＊ 科目に付記されている科目記号の定義については，外国語学部の説明 に解説があるので参照すること。

① 履修証明取得に必要な単位と科目

研 究 科 目 単位

演 習 科 目 単位

卒業論文・卒業研究 単位

合 計 単位

外国語学部の学生が履修証明（ヨーロッパ研究専門分野履修証明）を取得するためには，「専門分野」として所属

学科に「ヨーロッパ研究」を届け出なければならない。届出手続きについては外国語学部説明 を参照のこと。

② 履修証明の交付について

履修証明の交付は学生の申請に基づくものとする。

履修証明の申請手続きについては，外国語学部の説明 を参照すること。申請の時期・申請要領等は，

掲示板（学科・専攻別）にて伝達する。

③ 時間割表について

ヨーロッパ研究専門分野に関する開講科目については， の各研究コースの時間割を参照し，そこに記載され

ている登録コードで履修登録すること。

④ 研究科目について

一般外国語科目のうちの，全学共通科目で選択した必修外国語（ 単位）以外の言語のうち，英語，ドイツ語，

フランス語，イスパニア語，ポルトガル語，ロシア語，イタリア語の単位は 単位を限度として研究科目に含めるこ

とができる（各自の所属学科の専攻言語は除く）。ただし，全ての学科で卒業要件に含まれるわけではないので，卒

業要件として算入できるかどうかは各自の学科の「履修上の注意 外国語科目について」を参照すること。

【研究科目】は，［基礎科目］，［共通科目］，［中心科目］に下位分類する。

［基礎科目］は， 科目 単位が必修である。

［共通科目］と［中心科目］から 単位を履修すること。その中には少なくとも 単位の他学科開講科目が含ま

れていなければならない。これらの科目をヨーロッパ研究として履修する場合は，各学科が指定する「履修年次」

に拘束されない。

― ―

． 科目表

【研究科目】

基礎科目 ※ 年度から

原則として，外国語学部生でヨーロッパ研究専門分野を履修する学生のための科目である。
外国語学部基礎科目ではないので注意すること。

科目名
単

位
開講元 担当教員

外

国

語

備考

ヨーロッパ地域研究入門 外国語学部 年度まで

（隔）ヨーロッパの宗教と社会 外国語学部 年度まで

（隔） 英語学科 年度まで

（隔）ヨーロッパ政治経済入門 ドイツ語学科 河 﨑 健 注 ，旧「ヨーロッパ政治論 」

（隔）ヨーロッパ言語社会論 ドイツ語学科 年度まで，旧「ヨーロッパ言語社会論 」

（隔）ヨーロッパの言語と宗教 ドイツ語学科
コーディネータ）

木村 護郎クリストフ
輪講，［ 名］，注 ，

（隔）ヨーロッパの芸術と文化 外国語学部
コーディネータ）

松 原 典 子

（休講 ， 名 ，輪講，注 ，旧「ヨー

ロッパの芸術」

中東欧地域研究入門 ロシア語学科 末 澤 恵 美 注

ヨーロッパ世界とキリスト教 外国語学部 年度のみ

共通科目

科目名
単

位
開講元 担当教員

外

国

語

備考

隔 重 ヨーロッパ政治経済論 ドイツ語学科 河 﨑 健 （休講）， 名 ，旧「ヨーロッパ政治論 」

ヨーロッパ統合の政治と経済 フランス語学科 年度まで

の現在と過去 フランス語学科 若 林 広

フランス文化研究

（フランスとヨーロッパ）
フランス語学科 年度まで

隔 重 ヨーロッパの社会と言語 ドイツ語学科 木村 護郎クリストフ 休講 ，旧「ヨーロッパ言語社会論 」

ヨーロッパの社会と言語 フランス語学科 佐 野 彩 ［ 名］，旧「ヨーロッパ言語社会論 」

隔 重 ドイツ語圏の社会と言語 ドイツ語学科 木村 護郎クリストフ 休講

フランス語圏の社会と言語 フランス語学科 佐 野 彩
［ 名］，外国語学部生優先，旧「ヨーロッ

パ言語社会論 」

隔 ロシア・ユーラシアの国際関係 ロシア語学科 年度まで

隔 ロシア・ユーラシアの国際関係 ロシア語学科 湯 浅 剛 旧「ロシア・ユーラシアの国際関係 」「同 」

隔 ロシア・ユーラシアの経済 ロシア語学科 年度まで

ロシア・ユーラシア経済概論 ロシア語学科 安 達 祐 子 旧「ロシア・ユーラシアの経済 」「同 」

ポップカルチャー論 ポルトガル語学科 休講 ， 名

─ 817 ── 816 ─

13_外国語学部（13年次以前）.indd   816 2020/03/25   15:54:12



学
部
共
通
英

語
ド
イ
ツ
語
フ
ラ
ン
ス
語
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

言
語
学 

専
門
分
野
国
際
関
係 

専
門
分
野
ア
ジ
ア
文
化 

専
門
分
野

ヨ
ー
ロ
ッ
パ 

専
門
分
野

ラ
テ
ン 

ア
メ
リ
カ

専
門
分
野

― ―

ヨーロッパ研究専門分野 

本専門分野は，外国語学部 学科所属の学生を対象とするもので，以下の視点をもってヨーロッパ地域について研究す

ることを主たる目的とする。

＊ ヨーロッパ地域全域に関わる事象

＊ ヨーロッパ地域の国ないしはサブリージョン間の関係，比較に関わる事象

＊ ないしは と構成国との関係に関わる事象

ヨーロッパ研究専門分野に関する開講科目は，次のように分類される。

Ⅰ 研究科目

Ⅱ 演習科目

Ⅲ 卒業論文・卒業研究

履修上の注意に指定された要件を満たした場合，履修証明が交付される。

個別の科目は，履修上の注意に特に指定がない場合，履修証明取得を目的としない場合にも，また外国語学部の学生

についてヨーロッパ研究専門分野に届出をしていない場合にも履修できる。

履修上の注意

＊ 外国語学部の説明 ～ と合わせて読むこと。

＊ 科目に付記されている科目記号の定義については，外国語学部の説明 に解説があるので参照すること。

① 履修証明取得に必要な単位と科目

研 究 科 目 単位

演 習 科 目 単位

卒業論文・卒業研究 単位

合 計 単位

外国語学部の学生が履修証明（ヨーロッパ研究専門分野履修証明）を取得するためには，「専門分野」として所属

学科に「ヨーロッパ研究」を届け出なければならない。届出手続きについては外国語学部説明 を参照のこと。

② 履修証明の交付について

履修証明の交付は学生の申請に基づくものとする。

履修証明の申請手続きについては，外国語学部の説明 を参照すること。申請の時期・申請要領等は，

掲示板（学科・専攻別）にて伝達する。

③ 時間割表について

ヨーロッパ研究専門分野に関する開講科目については， の各研究コースの時間割を参照し，そこに記載され

ている登録コードで履修登録すること。

④ 研究科目について

一般外国語科目のうちの，全学共通科目で選択した必修外国語（ 単位）以外の言語のうち，英語，ドイツ語，

フランス語，イスパニア語，ポルトガル語，ロシア語，イタリア語の単位は 単位を限度として研究科目に含めるこ

とができる（各自の所属学科の専攻言語は除く）。ただし，全ての学科で卒業要件に含まれるわけではないので，卒

業要件として算入できるかどうかは各自の学科の「履修上の注意 外国語科目について」を参照すること。

【研究科目】は，［基礎科目］，［共通科目］，［中心科目］に下位分類する。

［基礎科目］は， 科目 単位が必修である。

［共通科目］と［中心科目］から 単位を履修すること。その中には少なくとも 単位の他学科開講科目が含ま

れていなければならない。これらの科目をヨーロッパ研究として履修する場合は，各学科が指定する「履修年次」

に拘束されない。

― ―

． 科目表

【研究科目】

基礎科目 ※ 年度から

原則として，外国語学部生でヨーロッパ研究専門分野を履修する学生のための科目である。
外国語学部基礎科目ではないので注意すること。

科目名
単

位
開講元 担当教員

外

国

語

備考

ヨーロッパ地域研究入門 外国語学部 年度まで

（隔）ヨーロッパの宗教と社会 外国語学部 年度まで

（隔） 英語学科 年度まで

（隔）ヨーロッパ政治経済入門 ドイツ語学科 河 﨑 健 注 ，旧「ヨーロッパ政治論 」

（隔）ヨーロッパ言語社会論 ドイツ語学科 年度まで，旧「ヨーロッパ言語社会論 」

（隔）ヨーロッパの言語と宗教 ドイツ語学科
コーディネータ）

木村 護郎クリストフ
輪講，［ 名］，注 ，

（隔）ヨーロッパの芸術と文化 外国語学部
コーディネータ）

松 原 典 子

（休講 ， 名 ，輪講，注 ，旧「ヨー

ロッパの芸術」

中東欧地域研究入門 ロシア語学科 末 澤 恵 美 注

ヨーロッパ世界とキリスト教 外国語学部 年度のみ

共通科目

科目名
単

位
開講元 担当教員

外

国

語

備考

隔 重 ヨーロッパ政治経済論 ドイツ語学科 河 﨑 健 （休講）， 名 ，旧「ヨーロッパ政治論 」

ヨーロッパ統合の政治と経済 フランス語学科 年度まで

の現在と過去 フランス語学科 若 林 広

フランス文化研究

（フランスとヨーロッパ）
フランス語学科 年度まで

隔 重 ヨーロッパの社会と言語 ドイツ語学科 木村 護郎クリストフ 休講 ，旧「ヨーロッパ言語社会論 」

ヨーロッパの社会と言語 フランス語学科 佐 野 彩 ［ 名］，旧「ヨーロッパ言語社会論 」

隔 重 ドイツ語圏の社会と言語 ドイツ語学科 木村 護郎クリストフ 休講

フランス語圏の社会と言語 フランス語学科 佐 野 彩
［ 名］，外国語学部生優先，旧「ヨーロッ

パ言語社会論 」

隔 ロシア・ユーラシアの国際関係 ロシア語学科 年度まで

隔 ロシア・ユーラシアの国際関係 ロシア語学科 湯 浅 剛 旧「ロシア・ユーラシアの国際関係 」「同 」

隔 ロシア・ユーラシアの経済 ロシア語学科 年度まで

ロシア・ユーラシア経済概論 ロシア語学科 安 達 祐 子 旧「ロシア・ユーラシアの経済 」「同 」

ポップカルチャー論 ポルトガル語学科 休講 ， 名
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中心科目

Ⅰ．文化・文学

科目名
単

位
開講元 担当教員

外

国

語

備考

西洋美術史 史学科 安 藤 さやか

隔
西洋美術概論Ⅰ

（ ）
国際教養学部 林 道 郎 ○

隔
西洋美術概論Ⅱ

（ ）
国際教養学部 林 道 郎 ○

シェイクスピア入門 英語学科 東 郷 公 德 名 ，旧「英国研究入門」

シェイクスピア演劇 英語学科 年度まで，旧「英国演劇」

重 シェイクスピア演劇 英語学科 年度まで，旧「英国研究 」

シェイクスピア演劇 英語学科 東 郷 公 德 名

隔 重 英語学科 小 川 公 代 ○
休講 ，旧「英国研究 」，旧「英国研究 Ⅰ」，

旧「 」

隔 重 英語学科 小 川 公 代 ○
休講 ，旧「英国研究 」，旧「英国研究 Ⅱ」，

旧「 」

英語学科 ○
［ 名］，旧「

」

隔 重 英語学科 ○
［ 名］，旧「

」

隔 アイルランド研究Ａ 英語学科 小 山 英 之 旧「アイルランド研究 」

隔 アイルランド研究Ｂ 英語学科 小 山 英 之 （休講），旧「アイルランド研究 」

オーストリア文化史 ドイツ語学科 ○ 年度まで

オーストリア文化史 ドイツ語学科 ○ 年度まで

オーストリア文化史 ドイツ語学科 ○ 旧「オーストリア文化史 」「同 」

ドイツ音楽 ドイツ語学科 年度まで

ドイツ音楽 ドイツ語学科 年度まで

ドイツ音楽 ドイツ語学科 田 中 公一朗 名 ，旧「ドイツ音楽 」「同 」

ドイツ語圏美術 ドイツ語学科 森 山 緑 旧「ドイツ語圏研究特講」

フランス近代芸術の歴史と理論 フランス語学科
年度まで，旧「フランス文化研究 （近代芸術

の歴史と理論）」，

フランス文化研究 （フランスのシャンソン） フランス語学科 年度まで

西・西米文学史 イスパニア語学科 年度まで

西・西米文学特講 イスパニア語学科 吉 川 恵美子

隔 西美術史Ａ イスパニア語学科 年度まで，旧「西・西米美術史 」

隔 西美術史Ａ イスパニア語学科 年度まで，旧「西・西米美術史 」

隔 西美術史 イスパニア語学科 年度まで，旧「西・西米美術史 」

隔 西美術史 イスパニア語学科 年度まで，旧「西・西米美術史 」

西美術史概論 イスパニア語学科 松 原 典 子
旧「西・西米美術史 」「同 」「同 」「同 」「西美術

史 」「同 」「同 」「同 」

隔 重 西美術史特論 イスパニア語学科 松 原 典 子 休講

イスパニア語圏研究入門 イスパニア語学科 コ）内村 俊太 輪講，注

ロシア・ユーラシア文化入門 ロシア語学科 村 田 真 一 旧「ロシア文化入門 」

ロシア・ユーラシア文化入門 ロシア語学科 村 田 真 一 旧「ロシア文化入門 」

隔 ロシア演劇 ロシア語学科 年度まで

隔 ロシア演劇 ロシア語学科 村 田 真 一 （休講），旧「ロシア演劇 」「同 」

隔 ロシア演劇 ロシア語学科 村 田 真 一

隔 ロシア演劇 ロシア語学科 村 田 真 一

欧州ポ語 ポルトガル語学科 ○［ 名］

ポルトガル文学 ポルトガル語学科 内 藤 理 佳

ポルトガルの文化と社会 ポルトガル語学科 ○［ 名］

― ―

Ⅱ．歴史・思想

科目名
単

位
開講元 担当教員

外

国

語

備考

隔 ヨーロッパ現代史（ ） 国際教養学部 ○ 年度まで

ヨーロッパ思想 ドイツ語学科 石 田 安 実

ドイツ近現代史 ドイツ語学科 年度まで

ドイツ近現代史 ドイツ語学科 年度まで

ドイツ近現代史 ドイツ語学科 尾 崎 修 治 旧「ドイツ近現代史 」「同 」

フランス語圏の歴史研究 フランス語学科 年度まで，旧「フランス史研究 」

フランス語圏の歴史研究 フランス語学科 年度まで，旧「フランス史研究 」

隔 重 フランス語圏の歴史研究 フランス語学科 年度まで

フランス近現代史研究 フランス語学科

重 フランス哲学の会話 フランス語学科 é ○

隔 フランスの文学と思想 フランス語学科 ○ 年度まで

フランスの文学と思想 フランス語学科 年度まで

西概史 イスパニア語学科 内 村 俊 太 注

隔 イベリア半島の社会と言語 イスパニア語学科 ○ 年度まで，旧「西語史 」

隔 重 西史特講 イスパニア語学科 内 村 俊 太

隔 西史特講 イスパニア語学科 内 村 俊 太 休講

近現代スペイン研究 イスパニア語学科 久 木 正 雄

ポルトガル語圏アフリカ史 ポルトガル語学科 矢 澤 達 宏 注 ，旧「ポルトガル語圏の歴史 」

ポルトガル史 ポルトガル語学科 荻 野 恵 注 ，旧「ポルトガル語圏の歴史 」

隔 近現代ポルトガル研究 ポルトガル語学科 市之瀬 敦 （休講），旧「ポルトガル語圏研究特講 」

Ⅲ．社会・政治・経済

科目名
単

位
開講元 担当教員

外

国

語

備考

○ 年度まで，旧「 」

○ 年度まで，旧「 」

重 英国地理 英語学科 年度まで

重 英国地理 英語学科 年度まで

隔 ドイツ政治研究 ドイツ語学科 年度まで

隔 ドイツ政治研究 ドイツ語学科 年度まで

隔 重 ドイツ政治研究 ドイツ語学科 河 﨑 健 旧「ドイツ政治研究 」「同 」

ヨーロッパにおけるドイツ政治 ドイツ語学科 ○ 年度のみ

－法と社会 ドイツ語学科 吉 田 元 子 旧「 法」

隔 スイス社会事情 ドイツ語学科 ○ （休講），旧「スイス事情 」

スイス事情 ドイツ語学科 ○ 年度まで

国際関係論 （フランスと ） フランス語学科 年度まで，旧「フランス文化研究 （フランス政治研究）」

国際関係論 （フランスと ） フランス語学科
年度まで，旧「フランス文化研究 （国際関係論―

フランスと －）」

現代フランス社会研究 フランス語学科 ○ 年度まで

隔 現代フランス社会研究 フランス語学科 ○ 年度まで

隔 フランス語圏宗教研究概論 フランス語学科 年度まで

隔 重 フランス語圏宗教研究特論 フランス語学科 年度まで

隔 フランス宗教社会学 フランス語学科 年度まで

フランス政治研究 フランス語学科

隔 ロシア・ユーラシアの国際関係 ロシア語学科 年度まで

隔 ロシア・ユーラシアの国際関係 ロシア語学科 湯 浅 剛
（休講），旧「ロシア・ユーラシアの国際

関係 」「同 」

隔 ロシア政治・外交 ロシア語学科 湯 浅 剛

隔 ロシア政治・外交 ロシア語学科 年度まで

隔 ロシア政治・外交 ロシア語学科 湯 浅 剛 （休講），旧「ロシア政治・外交 」「同 」

隔 ヨーロッパ環境法 法学部 奥 真 美
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中心科目

Ⅰ．文化・文学

科目名
単

位
開講元 担当教員

外

国

語

備考

西洋美術史 史学科 安 藤 さやか

隔
西洋美術概論Ⅰ

（ ）
国際教養学部 林 道 郎 ○

隔
西洋美術概論Ⅱ

（ ）
国際教養学部 林 道 郎 ○

シェイクスピア入門 英語学科 東 郷 公 德 名 ，旧「英国研究入門」

シェイクスピア演劇 英語学科 年度まで，旧「英国演劇」

重 シェイクスピア演劇 英語学科 年度まで，旧「英国研究 」

シェイクスピア演劇 英語学科 東 郷 公 德 名

隔 重 英語学科 小 川 公 代 ○
休講 ，旧「英国研究 」，旧「英国研究 Ⅰ」，

旧「 」

隔 重 英語学科 小 川 公 代 ○
休講 ，旧「英国研究 」，旧「英国研究 Ⅱ」，

旧「 」

英語学科 ○
［ 名］，旧「

」

隔 重 英語学科 ○
［ 名］，旧「

」

隔 アイルランド研究Ａ 英語学科 小 山 英 之 旧「アイルランド研究 」

隔 アイルランド研究Ｂ 英語学科 小 山 英 之 （休講），旧「アイルランド研究 」

オーストリア文化史 ドイツ語学科 ○ 年度まで

オーストリア文化史 ドイツ語学科 ○ 年度まで

オーストリア文化史 ドイツ語学科 ○ 旧「オーストリア文化史 」「同 」

ドイツ音楽 ドイツ語学科 年度まで

ドイツ音楽 ドイツ語学科 年度まで

ドイツ音楽 ドイツ語学科 田 中 公一朗 名 ，旧「ドイツ音楽 」「同 」

ドイツ語圏美術 ドイツ語学科 森 山 緑 旧「ドイツ語圏研究特講」

フランス近代芸術の歴史と理論 フランス語学科
年度まで，旧「フランス文化研究 （近代芸術

の歴史と理論）」，

フランス文化研究 （フランスのシャンソン） フランス語学科 年度まで

西・西米文学史 イスパニア語学科 年度まで

西・西米文学特講 イスパニア語学科 吉 川 恵美子

隔 西美術史Ａ イスパニア語学科 年度まで，旧「西・西米美術史 」

隔 西美術史Ａ イスパニア語学科 年度まで，旧「西・西米美術史 」

隔 西美術史 イスパニア語学科 年度まで，旧「西・西米美術史 」

隔 西美術史 イスパニア語学科 年度まで，旧「西・西米美術史 」

西美術史概論 イスパニア語学科 松 原 典 子
旧「西・西米美術史 」「同 」「同 」「同 」「西美術

史 」「同 」「同 」「同 」

隔 重 西美術史特論 イスパニア語学科 松 原 典 子 休講

イスパニア語圏研究入門 イスパニア語学科 コ）内村 俊太 輪講，注

ロシア・ユーラシア文化入門 ロシア語学科 村 田 真 一 旧「ロシア文化入門 」

ロシア・ユーラシア文化入門 ロシア語学科 村 田 真 一 旧「ロシア文化入門 」

隔 ロシア演劇 ロシア語学科 年度まで

隔 ロシア演劇 ロシア語学科 村 田 真 一 （休講），旧「ロシア演劇 」「同 」

隔 ロシア演劇 ロシア語学科 村 田 真 一

隔 ロシア演劇 ロシア語学科 村 田 真 一

欧州ポ語 ポルトガル語学科 ○［ 名］

ポルトガル文学 ポルトガル語学科 内 藤 理 佳

ポルトガルの文化と社会 ポルトガル語学科 ○［ 名］

― ―

Ⅱ．歴史・思想

科目名
単

位
開講元 担当教員

外

国

語

備考

隔 ヨーロッパ現代史（ ） 国際教養学部 ○ 年度まで

ヨーロッパ思想 ドイツ語学科 石 田 安 実

ドイツ近現代史 ドイツ語学科 年度まで

ドイツ近現代史 ドイツ語学科 年度まで

ドイツ近現代史 ドイツ語学科 尾 崎 修 治 旧「ドイツ近現代史 」「同 」

フランス語圏の歴史研究 フランス語学科 年度まで，旧「フランス史研究 」

フランス語圏の歴史研究 フランス語学科 年度まで，旧「フランス史研究 」

隔 重 フランス語圏の歴史研究 フランス語学科 年度まで

フランス近現代史研究 フランス語学科

重 フランス哲学の会話 フランス語学科 é ○

隔 フランスの文学と思想 フランス語学科 ○ 年度まで

フランスの文学と思想 フランス語学科 年度まで

西概史 イスパニア語学科 内 村 俊 太 注

隔 イベリア半島の社会と言語 イスパニア語学科 ○ 年度まで，旧「西語史 」

隔 重 西史特講 イスパニア語学科 内 村 俊 太

隔 西史特講 イスパニア語学科 内 村 俊 太 休講

近現代スペイン研究 イスパニア語学科 久 木 正 雄

ポルトガル語圏アフリカ史 ポルトガル語学科 矢 澤 達 宏 注 ，旧「ポルトガル語圏の歴史 」

ポルトガル史 ポルトガル語学科 荻 野 恵 注 ，旧「ポルトガル語圏の歴史 」

隔 近現代ポルトガル研究 ポルトガル語学科 市之瀬 敦 （休講），旧「ポルトガル語圏研究特講 」

Ⅲ．社会・政治・経済

科目名
単

位
開講元 担当教員

外

国

語

備考

○ 年度まで，旧「 」

○ 年度まで，旧「 」

重 英国地理 英語学科 年度まで

重 英国地理 英語学科 年度まで

隔 ドイツ政治研究 ドイツ語学科 年度まで

隔 ドイツ政治研究 ドイツ語学科 年度まで

隔 重 ドイツ政治研究 ドイツ語学科 河 﨑 健 旧「ドイツ政治研究 」「同 」

ヨーロッパにおけるドイツ政治 ドイツ語学科 ○ 年度のみ

－法と社会 ドイツ語学科 吉 田 元 子 旧「 法」

隔 スイス社会事情 ドイツ語学科 ○ （休講），旧「スイス事情 」

スイス事情 ドイツ語学科 ○ 年度まで

国際関係論 （フランスと ） フランス語学科 年度まで，旧「フランス文化研究 （フランス政治研究）」

国際関係論 （フランスと ） フランス語学科
年度まで，旧「フランス文化研究 （国際関係論―

フランスと －）」

現代フランス社会研究 フランス語学科 ○ 年度まで

隔 現代フランス社会研究 フランス語学科 ○ 年度まで

隔 フランス語圏宗教研究概論 フランス語学科 年度まで

隔 重 フランス語圏宗教研究特論 フランス語学科 年度まで

隔 フランス宗教社会学 フランス語学科 年度まで

フランス政治研究 フランス語学科

隔 ロシア・ユーラシアの国際関係 ロシア語学科 年度まで

隔 ロシア・ユーラシアの国際関係 ロシア語学科 湯 浅 剛
（休講），旧「ロシア・ユーラシアの国際

関係 」「同 」

隔 ロシア政治・外交 ロシア語学科 湯 浅 剛

隔 ロシア政治・外交 ロシア語学科 年度まで

隔 ロシア政治・外交 ロシア語学科 湯 浅 剛 （休講），旧「ロシア政治・外交 」「同 」

隔 ヨーロッパ環境法 法学部 奥 真 美
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【演習科目】

Ⅰ．文化・文学

科目名
単

位
開講元 担当教員

外

国

語

備考

重 演習（英文学） 英語学科 東 郷 公 德 旧「演習（英文学） （ 単位）」

重 演習（英文学） 英語学科 東 郷 公 德 旧「演習（英文学） （ 単位）」

重 （ ） 英語学科 ○

重 （ ） 英語学科 ○

重 演習（イギリス文化・文学研究） 英語学科 小 川 公 代 （休講），旧「演習（イギリス文化・文学研究 ）」

重 演習（イギリス文化・文学研究） 英語学科 小 川 公 代 （休講），旧「演習（イギリス文化・文学研究 ）」

重 演習（現代ドイツ文化論） ドイツ語学科 オプヒュルス鹿島 ライノルト

重 演習（現代ドイツ文化論） ドイツ語学科 オプヒュルス鹿島 ライノルト

重 演習（フランス語教育と異文化コミュニケーション） フランス語学科 原 田 早 苗

重 演習（フランス語教育と異文化コミュニケーション） フランス語学科 原 田 早 苗

重 演習（通訳とフランス文化理解） フランス語学科 年度まで

重 演習（通訳とフランス文化理解） フランス語学科 年度まで

重 演習（西美術） イスパニア語学科 松 原 典 子

重 演習（西美術） イスパニア語学科 松 原 典 子

重 演習（西・西米演劇研究） イスパニア語学科 吉 川 恵美子 旧「演習（西・西米演劇 ）」

重 演習（西・西米演劇研究） イスパニア語学科 吉 川 恵美子 旧「演習（西・西米演劇 ）」

重 演習（ルゾフォニア研究） ポルトガル語学科 市之瀬 敦 旧「演習（ルゾフォニア研究 ）」

重 演習（ルゾフォニア研究） ポルトガル語学科 市之瀬 敦 旧「演習（ルゾフォニア研究 ）」

重 演習（ポップカルチャー研究） ポルトガル語学科 （休講），旧「演習（ポップカルチャー ）」

重 演習（ポップカルチャー研究） ポルトガル語学科 （休講），旧「演習（ポップカルチャー ）」

Ⅱ．歴史・思想

科目名
単

位
開講元 担当教員

外

国

語

備考

重 演習（ドイツ思想） ドイツ語学科 浅 見 昇 吾

重 演習（ドイツ思想） ドイツ語学科 浅 見 昇 吾

重 演習（フランス語圏の歴史） フランス語学科 高 橋 暁 生

重 演習（フランス語圏の歴史） フランス語学科 高 橋 暁 生

重 演習（フランス近代思想・文化） フランス語学科 年度まで

重 演習（フランス近代思想・文化） フランス語学科 年度まで

重 演習（日々の哲学：フランス哲学入門） フランス語学科 é ○

重 演習（日々の哲学：フランス哲学入門） フランス語学科 é ○

重 演習（西史） イスパニア語学科 内 村 俊 太

重 演習（西史） イスパニア語学科 内 村 俊 太

― ―

Ⅲ．社会・政治

科目名
単

位
開講元 担当教員

外

国

語

備考

重 外国語学部 ○ 年度まで，旧「 」

重 外国語学部 ○ 年度まで，旧「 」

重 É Ç 外国語学部 ○
年度まで，旧「 é É

」

重 演習（日独社会研究） ドイツ語学科 木村 護郎クリストフ 旧「演習（ドイツ社会研究） 」

重 演習（日独社会研究） ドイツ語学科 木村 護郎クリストフ ○ （休講），旧「演習（ドイツ社会研究） 」

重 演習（日本とヨーロッパの政治） ドイツ語学科 河 﨑 健 旧「演習（日独比較政治） 」

重 演習（日本とヨーロッパの政治） ドイツ語学科 河 﨑 健 旧「演習（日独比較政治） 」

演習（ドイツのエネルギー転換） ドイツ語学科 ○ 年度のみ

重 演習（フランス宗教学） フランス語学科 年度まで

重 演習（フランス宗教学） フランス語学科 年度まで

重 演習（フランス社会） フランス語学科 ○ 年度まで

重 演習（フランス社会） フランス語学科 ○ 年度まで

重 演習（日仏比較政治） フランス語学科

重 演習（日仏比較政治） フランス語学科

重 演習（ロシア政治・外交） ロシア語学科 湯 浅 剛

重 演習（ロシア政治・外交） ロシア語学科 湯 浅 剛

注 ：外国語学部生と総合グローバル学部生のみ履修可。

注 ：この科目の開講曜日・時限については， の「イスパニア語学科」の時間割表を参照すること。

注 ：この科目の開講曜日・時限については，イスパニア語学科生は の「イスパニア語学科」の時間割表を，他学科生は各研究コー
スの時間割表を参照すること。

注 ：この科目の開講曜日・時限については，ポルトガル語学科生は の「ポルトガル語学科」の時間割表を，他学科生は各研究コー
スの時間割表を参照すること。

【卒業論文・卒業研究】

科目名
単

位
開講元

外

国

語

備考

卒業論文・卒業研究Ⅰ ※備考欄参照 指導教員の所属する学科に登録すること

卒業論文・卒業研究Ⅱ ※備考欄参照 指導教員の所属する学科に登録すること

※科目コード，開講期，担当者等の詳細は開講元の「開講科目担当表」を参照すること。

※イスパニア語学科，ロシア語学科の「開講科目担当表」については，以下を参照すること。

学科
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

外国語学部

イスパニア語学科

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員

外国語学部

ロシア語学科

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員
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【演習科目】

Ⅰ．文化・文学

科目名
単

位
開講元 担当教員

外

国

語

備考

重 演習（英文学） 英語学科 東 郷 公 德 旧「演習（英文学） （ 単位）」

重 演習（英文学） 英語学科 東 郷 公 德 旧「演習（英文学） （ 単位）」

重 （ ） 英語学科 ○

重 （ ） 英語学科 ○

重 演習（イギリス文化・文学研究） 英語学科 小 川 公 代 （休講），旧「演習（イギリス文化・文学研究 ）」

重 演習（イギリス文化・文学研究） 英語学科 小 川 公 代 （休講），旧「演習（イギリス文化・文学研究 ）」

重 演習（現代ドイツ文化論） ドイツ語学科 オプヒュルス鹿島 ライノルト

重 演習（現代ドイツ文化論） ドイツ語学科 オプヒュルス鹿島 ライノルト

重 演習（フランス語教育と異文化コミュニケーション） フランス語学科 原 田 早 苗

重 演習（フランス語教育と異文化コミュニケーション） フランス語学科 原 田 早 苗

重 演習（通訳とフランス文化理解） フランス語学科 年度まで

重 演習（通訳とフランス文化理解） フランス語学科 年度まで

重 演習（西美術） イスパニア語学科 松 原 典 子

重 演習（西美術） イスパニア語学科 松 原 典 子

重 演習（西・西米演劇研究） イスパニア語学科 吉 川 恵美子 旧「演習（西・西米演劇 ）」

重 演習（西・西米演劇研究） イスパニア語学科 吉 川 恵美子 旧「演習（西・西米演劇 ）」

重 演習（ルゾフォニア研究） ポルトガル語学科 市之瀬 敦 旧「演習（ルゾフォニア研究 ）」

重 演習（ルゾフォニア研究） ポルトガル語学科 市之瀬 敦 旧「演習（ルゾフォニア研究 ）」

重 演習（ポップカルチャー研究） ポルトガル語学科 （休講），旧「演習（ポップカルチャー ）」

重 演習（ポップカルチャー研究） ポルトガル語学科 （休講），旧「演習（ポップカルチャー ）」

Ⅱ．歴史・思想

科目名
単

位
開講元 担当教員

外

国

語

備考

重 演習（ドイツ思想） ドイツ語学科 浅 見 昇 吾

重 演習（ドイツ思想） ドイツ語学科 浅 見 昇 吾

重 演習（フランス語圏の歴史） フランス語学科 高 橋 暁 生

重 演習（フランス語圏の歴史） フランス語学科 高 橋 暁 生

重 演習（フランス近代思想・文化） フランス語学科 年度まで

重 演習（フランス近代思想・文化） フランス語学科 年度まで

重 演習（日々の哲学：フランス哲学入門） フランス語学科 é ○

重 演習（日々の哲学：フランス哲学入門） フランス語学科 é ○

重 演習（西史） イスパニア語学科 内 村 俊 太

重 演習（西史） イスパニア語学科 内 村 俊 太

― ―

Ⅲ．社会・政治

科目名
単

位
開講元 担当教員

外

国

語

備考

重 外国語学部 ○ 年度まで，旧「 」

重 外国語学部 ○ 年度まで，旧「 」

重 É Ç 外国語学部 ○
年度まで，旧「 é É

」

重 演習（日独社会研究） ドイツ語学科 木村 護郎クリストフ 旧「演習（ドイツ社会研究） 」

重 演習（日独社会研究） ドイツ語学科 木村 護郎クリストフ ○ （休講），旧「演習（ドイツ社会研究） 」

重 演習（日本とヨーロッパの政治） ドイツ語学科 河 﨑 健 旧「演習（日独比較政治） 」

重 演習（日本とヨーロッパの政治） ドイツ語学科 河 﨑 健 旧「演習（日独比較政治） 」

演習（ドイツのエネルギー転換） ドイツ語学科 ○ 年度のみ

重 演習（フランス宗教学） フランス語学科 年度まで

重 演習（フランス宗教学） フランス語学科 年度まで

重 演習（フランス社会） フランス語学科 ○ 年度まで

重 演習（フランス社会） フランス語学科 ○ 年度まで

重 演習（日仏比較政治） フランス語学科

重 演習（日仏比較政治） フランス語学科

重 演習（ロシア政治・外交） ロシア語学科 湯 浅 剛

重 演習（ロシア政治・外交） ロシア語学科 湯 浅 剛

注 ：外国語学部生と総合グローバル学部生のみ履修可。

注 ：この科目の開講曜日・時限については， の「イスパニア語学科」の時間割表を参照すること。

注 ：この科目の開講曜日・時限については，イスパニア語学科生は の「イスパニア語学科」の時間割表を，他学科生は各研究コー
スの時間割表を参照すること。

注 ：この科目の開講曜日・時限については，ポルトガル語学科生は の「ポルトガル語学科」の時間割表を，他学科生は各研究コー
スの時間割表を参照すること。

【卒業論文・卒業研究】

科目名
単

位
開講元

外

国

語

備考

卒業論文・卒業研究Ⅰ ※備考欄参照 指導教員の所属する学科に登録すること

卒業論文・卒業研究Ⅱ ※備考欄参照 指導教員の所属する学科に登録すること

※科目コード，開講期，担当者等の詳細は開講元の「開講科目担当表」を参照すること。

※イスパニア語学科，ロシア語学科の「開講科目担当表」については，以下を参照すること。

学科
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

外国語学部

イスパニア語学科

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員

外国語学部

ロシア語学科

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員
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ラテンアメリカ研究専門分野 

本専門分野は，イスパニア語学科およびポルトガル語学科所属の学生を対象とするもので，以下の視点をもってラテン

アメリカ地域について研究することを主たる目的としている。

＊ ラテンアメリカ地域全域に関わる事象

＊ 複数の国にまたがるサブリージョン（亜地域）の事象

＊ ラテンアメリカ地域の国ないしはサブリージョン間の諸関係，比較に関わる事象

履修上の注意

＊ 外国語学部の説明 ～ と合わせて読むこと。

＊ 科目に付記されている科目記号の定義については，外国語学部の説明 に解説があるので参照すること。

① 履修証明取得に必要な単位と科目

研 究 科 目 単位

演 習 科 目 単位 研究科目は各専門分野が指定する

卒業論文・卒業研究 単位 講義科目，演習科目はゼミ形式の科目

合 計 単位

＊ 本専門分野の指定科目は下記の一覧に掲載されたものである。科目の詳細および使用言語については提供学科の

ページおよび講義概要を見ること。

＊ 研究科目 単位のうち 単位は「研究入門科目」の単位で充当しなければならない。

＊ イスパニア語学科の学生は「ポルトガル語圏アフリカ史」（旧「ポルトガル語圏の歴史 」（ 単位），ポルトガル語

学科の学生は「西・西米文化入門 」（ 年度からは「イスパニア語圏研究入門」）（ 単位）を履修しなければな

らない。これらの科目をラテンアメリカ研究として履修する場合は，各学科が指定する「履修年次」に拘束されな

いが，できるだけ早く履修すること。

② 時間割表について

ラテンアメリカ研究専門分野に関する開講科目については， の各研究コースの時間割を参照し，そこに記載

されている登録コードで履修登録すること。

③ 卒業論文・卒業研究

卒業論文・卒業研究の履修登録・内容・提出については，外国語学部の説明 ～ を読むこと。

卒業論文・卒業研究を履修する学生は にて指導教員のいる学科に履修登録をする。登録している学科の卒

業論文・卒業研究についての説明も参照すること。さらにこの履修登録とは別に，卒業論文・卒業研究作成届（各

学科所定）を登録した学科と自分の所属する学科の両方に提出すること。

留学を予定している学生で卒業論文・卒業研究の履修を希望する学生は，留学前に上記の届け出を行い，帰国後

最初の履修登録期間に履修登録すること。

― ―

ラテンアメリカ研究専門分野科目名リスト

【研究科目】

［研究入門科目］

科目名
単
位

開講元

外

国

語

備考

イスパニア語圏研究入門 イスパニア語学科 注

西・西米文化入門 イスパニア語学科 年度まで

西・西米文化入門 イスパニア語学科 年度まで

ポルトガル語圏アフリカ史 ポルトガル語学科 注 ，旧「ポルトガル語圏の歴史 」

ラテンアメリカ地域研究入門 イスパニア語学科 注 ，注

［基礎科目］

科目名
単
位

開講元

外

国

語

備考

イスパニア語圏社会文化概論 イスパニア語学科 ○ （休講）

ラ米経済概論 イスパニア語学科

ラ米政治社会概論 イスパニア語学科 年度まで

ラ米政治社会概論 イスパニア語学科 年度まで

ラ米現代史概論 イスパニア語学科 注

西米先住民研究概論 イスパニア語学科 年度まで

ラ米産業論 ポルトガル語学科 年度まで

ラ米産業論 ポルトガル語学科 年度まで

ラ米産業論 ポルトガル語学科 注 ，［ 名］

ポップカルチャー論 ポルトガル語学科 （休講），［ 名］

［中心科目］

科目名
単
位

開講元

外

国

語

備考

（隔）
イスパニア語圏社会文化特論 イスパニア語学科 ○ （休講）

（重）

（隔）イベリア半島の社会と言語 イスパニア語学科 ○ 年度まで，旧「西語史 」

（隔）イベリア半島の社会と言語Ｂ イスパニア語学科 ○ 年度まで，旧「西語史Ｂ」

（隔 カリブ地域文化論 イスパニア語学科

（隔）西語史 イスパニア語学科 年度まで

西米概史 イスパニア語学科 注 ，注

ラ米先住民の歴史と社会 イスパニア語学科

（隔）西米美術特講 イスパニア語学科 年度まで

（隔）ラテンアメリカ 音楽と社会 イスパニア語学科 （休講）

西・西米文学史 イスパニア語学科 年度まで

西・西米文学特講 イスパニア語学科

（隔）ラ米経済特論 イスパニア語学科 年度まで

（隔）ラ米経済特論 イスパニア語学科 年度まで

（隔）（重）ラ米経済特論 イスパニア語学科

（重）ラ米政治社会特論 イスパニア語学科 年度まで

（隔）ラ米政治社会特論 イスパニア語学科 （休講）

（隔）（重）ラ米政治社会特論 イスパニア語学科

（隔）ラ米文学特講 イスパニア語学科

（重）日本・ラテンアメリカ比較演習

（比較文学）
イスパニア語学科 ○ 年度まで

隔 （重）日本・ラテンアメリカ比較演習

（経済発展）
イスパニア語学科 ○ 年度まで

隔 （重）日本・ラテンアメリカ比較演習

（社会開発と社会運動）
イスパニア語学科 ○ 年度まで

（重）日本・ラテンアメリカ比較演習

（日本とブラジルの経済）
ポルトガル語学科 ○ 年度まで

日本・ラテンアメリカ比較演習

（在日ブラジル人教育事情）
ポルトガル語学科 ○ 年度まで，旧「在日ブラジル人教育事情」

日本・ラテンアメリカ比較教育論 ポルトガル語学科

ブラジル社会論 ポルトガル語学科 年度まで

ブラジル社会論 ポルトガル語学科 年度まで

ブラジル社会論 ポルトガル語学科 年度まで
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ラテンアメリカ研究専門分野 

本専門分野は，イスパニア語学科およびポルトガル語学科所属の学生を対象とするもので，以下の視点をもってラテン

アメリカ地域について研究することを主たる目的としている。

＊ ラテンアメリカ地域全域に関わる事象

＊ 複数の国にまたがるサブリージョン（亜地域）の事象

＊ ラテンアメリカ地域の国ないしはサブリージョン間の諸関係，比較に関わる事象

履修上の注意

＊ 外国語学部の説明 ～ と合わせて読むこと。

＊ 科目に付記されている科目記号の定義については，外国語学部の説明 に解説があるので参照すること。

① 履修証明取得に必要な単位と科目

研 究 科 目 単位

演 習 科 目 単位 研究科目は各専門分野が指定する

卒業論文・卒業研究 単位 講義科目，演習科目はゼミ形式の科目

合 計 単位

＊ 本専門分野の指定科目は下記の一覧に掲載されたものである。科目の詳細および使用言語については提供学科の

ページおよび講義概要を見ること。

＊ 研究科目 単位のうち 単位は「研究入門科目」の単位で充当しなければならない。

＊ イスパニア語学科の学生は「ポルトガル語圏アフリカ史」（旧「ポルトガル語圏の歴史 」（ 単位），ポルトガル語

学科の学生は「西・西米文化入門 」（ 年度からは「イスパニア語圏研究入門」）（ 単位）を履修しなければな

らない。これらの科目をラテンアメリカ研究として履修する場合は，各学科が指定する「履修年次」に拘束されな

いが，できるだけ早く履修すること。

② 時間割表について

ラテンアメリカ研究専門分野に関する開講科目については， の各研究コースの時間割を参照し，そこに記載

されている登録コードで履修登録すること。

③ 卒業論文・卒業研究

卒業論文・卒業研究の履修登録・内容・提出については，外国語学部の説明 ～ を読むこと。

卒業論文・卒業研究を履修する学生は にて指導教員のいる学科に履修登録をする。登録している学科の卒

業論文・卒業研究についての説明も参照すること。さらにこの履修登録とは別に，卒業論文・卒業研究作成届（各

学科所定）を登録した学科と自分の所属する学科の両方に提出すること。

留学を予定している学生で卒業論文・卒業研究の履修を希望する学生は，留学前に上記の届け出を行い，帰国後

最初の履修登録期間に履修登録すること。

― ―

ラテンアメリカ研究専門分野科目名リスト

【研究科目】

［研究入門科目］

科目名
単
位

開講元

外

国

語

備考

イスパニア語圏研究入門 イスパニア語学科 注

西・西米文化入門 イスパニア語学科 年度まで

西・西米文化入門 イスパニア語学科 年度まで

ポルトガル語圏アフリカ史 ポルトガル語学科 注 ，旧「ポルトガル語圏の歴史 」

ラテンアメリカ地域研究入門 イスパニア語学科 注 ，注

［基礎科目］

科目名
単
位

開講元

外

国

語

備考

イスパニア語圏社会文化概論 イスパニア語学科 ○ （休講）

ラ米経済概論 イスパニア語学科

ラ米政治社会概論 イスパニア語学科 年度まで

ラ米政治社会概論 イスパニア語学科 年度まで

ラ米現代史概論 イスパニア語学科 注

西米先住民研究概論 イスパニア語学科 年度まで

ラ米産業論 ポルトガル語学科 年度まで

ラ米産業論 ポルトガル語学科 年度まで

ラ米産業論 ポルトガル語学科 注 ，［ 名］

ポップカルチャー論 ポルトガル語学科 （休講），［ 名］

［中心科目］

科目名
単
位

開講元

外

国

語

備考

（隔）
イスパニア語圏社会文化特論 イスパニア語学科 ○ （休講）

（重）

（隔）イベリア半島の社会と言語 イスパニア語学科 ○ 年度まで，旧「西語史 」

（隔）イベリア半島の社会と言語Ｂ イスパニア語学科 ○ 年度まで，旧「西語史Ｂ」

（隔 カリブ地域文化論 イスパニア語学科

（隔）西語史 イスパニア語学科 年度まで

西米概史 イスパニア語学科 注 ，注

ラ米先住民の歴史と社会 イスパニア語学科

（隔）西米美術特講 イスパニア語学科 年度まで

（隔）ラテンアメリカ 音楽と社会 イスパニア語学科 （休講）

西・西米文学史 イスパニア語学科 年度まで

西・西米文学特講 イスパニア語学科

（隔）ラ米経済特論 イスパニア語学科 年度まで

（隔）ラ米経済特論 イスパニア語学科 年度まで

（隔）（重）ラ米経済特論 イスパニア語学科

（重）ラ米政治社会特論 イスパニア語学科 年度まで

（隔）ラ米政治社会特論 イスパニア語学科 （休講）

（隔）（重）ラ米政治社会特論 イスパニア語学科

（隔）ラ米文学特講 イスパニア語学科

（重）日本・ラテンアメリカ比較演習

（比較文学）
イスパニア語学科 ○ 年度まで

隔 （重）日本・ラテンアメリカ比較演習

（経済発展）
イスパニア語学科 ○ 年度まで

隔 （重）日本・ラテンアメリカ比較演習

（社会開発と社会運動）
イスパニア語学科 ○ 年度まで

（重）日本・ラテンアメリカ比較演習

（日本とブラジルの経済）
ポルトガル語学科 ○ 年度まで

日本・ラテンアメリカ比較演習

（在日ブラジル人教育事情）
ポルトガル語学科 ○ 年度まで，旧「在日ブラジル人教育事情」

日本・ラテンアメリカ比較教育論 ポルトガル語学科

ブラジル社会論 ポルトガル語学科 年度まで

ブラジル社会論 ポルトガル語学科 年度まで

ブラジル社会論 ポルトガル語学科 年度まで
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科目名
単
位

開講元

外

国

語

備考

ブラジル社会概論 ポルトガル語学科

ブラジル経済論 ポルトガル語学科 注 ，［ 名］

ブラジル政治論 ポルトガル語学科 年度まで

ブラジル政治概論 ポルトガル語学科 旧「ブラジル政治論」

ブラジルの教育と開発 ポルトガル語学科 年度まで

（隔）特講ブラジル社会開発論 ポルトガル語学科 旧「ブラジルの教育と開発」

ブラジル対外関係論 ポルトガル語学科 年度まで

ブラジル文学 ポルトガル語学科

（隔）ブラジル現代文学特講 ポルトガル語学科 休講）

ブラジルの社会運動 ポルトガル語学科 年度まで

ブラジル社会開発協力 ポルトガル語学科 ［ 名］

ブラジル史 ポルトガル語学科 注 ，注 ，旧「ポルトガル語圏の歴史 」

アジアとポルトガル語圏 ポルトガル語学科 注 ，旧「ポルトガル語圏の歴史 」

現代ブラジル国際関係研究 ポルトガル語学科
年度まで，

旧「ポルトガル語圏研究特講 」

（隔）特講現代ブラジル国際関係 ポルトガル語学科 旧「現代ブラジル国際関係研究」

（隔）ポルトガル語圏研究特講 ポルトガル語学科 年度まで

ブラジル国際労働力移動論 ポルトガル語学科 年度まで

（隔）ポルトガル語圏研究特講Ｄ ポルトガル語学科 年度まで

（隔）

（重）
現代アフリカ研究特講 ポルトガル語学科 （休講），旧「ポルトガル語圏研究特講 」

アフロ・ブラジル文化論 ポルトガル語学科

グローバル教育センター
年度まで，

旧「グローバリゼーション特講 」

グローバル教育センター
年度まで，

旧「グローバリゼーション特講 」

注 ：この科目の開講曜日・時限については， の「イスパニア語学科」の時間割表を参照すること。

注 ：この科目の開講曜日・時限については，ポルトガル語学科生は の「ポルトガル語学科」の時間割表を，他学科生は各研究コー

スの時間割表を参照すること。

注 ：外国語学部生と総合グローバル学部生のみ履修可。

注 ：この科目の開講科目担当表は，ラテンアメリカ研究コースの開講科目担当表 を参照すること。

注 ：外国語学部生と総合グローバル学部生，史学科生のみ履修可。

注 ：この科目の開講曜日・時限・登録コードについて，イスパニア語学科生は の「イスパニア語学科」の時間割表を，他学科生

は各研究コースの時間割表を参照すること。

注 ：外国語学部生と総合グローバル学部生，経済学部生のみ履修可。

【演習科目】

科目名
単
位

開講元

外

国

語

備考

（重）演習 イスパニア語圏社会文化 イスパニア語学科 ○ （休講）

（重）演習 イスパニア語圏社会文化 イスパニア語学科 ○ （休講）

（重）演習 ラ米社会研究 イスパニア語学科 旧「演習（ラ米社会 ）」

（重）演習 ラ米社会研究 イスパニア語学科 旧「演習（ラ米社会 ）」

（重）演習 ラ米経済研究 イスパニア語学科 旧「演習（ラ米経済 ）」

（重）演習 ラ米経済研究 イスパニア語学科 旧「演習（ラ米経済 ）」

（重）演習 西米文学研究 イスパニア語学科 ○ 旧「演習（西・西米文学 ）」

（重）演習 西米文学研究 イスパニア語学科 ○ 旧「演習（西・西米文学 ）」

（重）演習 西・西米演劇研究 イスパニア語学科 旧「演習（西・西米演劇 ）」

（重）演習 西・西米演劇研究 イスパニア語学科 旧「演習（西・西米演劇 ）」

（重）演習 ブラジル政治経済研究 ポルトガル語学科 旧「演習（政治経済研究 ）」

（重）演習 ブラジル政治経済研究 ポルトガル語学科 旧「演習（政治経済研究 ）」

（重）演習 ポップカルチャー研究 ポルトガル語学科 （休講），旧「演習（ポップカルチャー ）」

（重）演習 ポップカルチャー研究 ポルトガル語学科 （休講），旧「演習（ポップカルチャー ）」

（重）演習（ブラジル文学研究 ポルトガル語学科 旧「演習（文学研究 ）」

（重）演習（ブラジル文学研究 ポルトガル語学科 旧「演習（文学研究 ）」

（重）演習（ブラジル社会研究 ポルトガル語学科 旧「演習（開発協力研究 ）」

（重）演習（ブラジル社会研究 ポルトガル語学科 旧「演習（開発協力研究 ）」

（重）演習（アフロ・ブラジル研究 ポルトガル語学科 旧「演習（アフロ・ブラジル研究 ）」

― ―

科目名
単
位

開講元

外

国

語

備考

（重）演習（アフロ・ブラジル研究 ポルトガル語学科 旧「演習（アフロ・ブラジル研究 」

（重）演習（アフロ・ブラジル研究 ポルトガル語学科

（重）演習（アフロ・ブラジル研究 ポルトガル語学科

（重）演習（在日ブラジル人教育・社会事情研究 ポルトガル語学科 〇

（重）演習（在日ブラジル人教育・社会事情研究 ポルトガル語学科 〇

【卒業論文・卒業研究】

科目名
単
位

開講元

外

国

語

備考

卒業論文・卒業研究 ※備考欄参照 指導教員の所属する学科に登録すること

卒業論文・卒業研究 ※備考欄参照 指導教員の所属する学科に登録すること

※科目コード，開講期，担当者等の詳細は開講元の「開講科目担当表」を参照すること。

※イスパニア語学科の「開講科目担当表」については，以下を参照すること。

学科
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

外国語学部

イスパニア語学科

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員
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野

― ―

科目名
単
位

開講元

外

国

語

備考

ブラジル社会概論 ポルトガル語学科

ブラジル経済論 ポルトガル語学科 注 ，［ 名］

ブラジル政治論 ポルトガル語学科 年度まで

ブラジル政治概論 ポルトガル語学科 旧「ブラジル政治論」

ブラジルの教育と開発 ポルトガル語学科 年度まで

（隔）特講ブラジル社会開発論 ポルトガル語学科 旧「ブラジルの教育と開発」

ブラジル対外関係論 ポルトガル語学科 年度まで

ブラジル文学 ポルトガル語学科

（隔）ブラジル現代文学特講 ポルトガル語学科 休講）

ブラジルの社会運動 ポルトガル語学科 年度まで

ブラジル社会開発協力 ポルトガル語学科 ［ 名］

ブラジル史 ポルトガル語学科 注 ，注 ，旧「ポルトガル語圏の歴史 」

アジアとポルトガル語圏 ポルトガル語学科 注 ，旧「ポルトガル語圏の歴史 」

現代ブラジル国際関係研究 ポルトガル語学科
年度まで，

旧「ポルトガル語圏研究特講 」

（隔）特講現代ブラジル国際関係 ポルトガル語学科 旧「現代ブラジル国際関係研究」

（隔）ポルトガル語圏研究特講 ポルトガル語学科 年度まで

ブラジル国際労働力移動論 ポルトガル語学科 年度まで

（隔）ポルトガル語圏研究特講Ｄ ポルトガル語学科 年度まで

（隔）

（重）
現代アフリカ研究特講 ポルトガル語学科 （休講），旧「ポルトガル語圏研究特講 」

アフロ・ブラジル文化論 ポルトガル語学科

グローバル教育センター
年度まで，

旧「グローバリゼーション特講 」

グローバル教育センター
年度まで，

旧「グローバリゼーション特講 」

注 ：この科目の開講曜日・時限については， の「イスパニア語学科」の時間割表を参照すること。

注 ：この科目の開講曜日・時限については，ポルトガル語学科生は の「ポルトガル語学科」の時間割表を，他学科生は各研究コー

スの時間割表を参照すること。

注 ：外国語学部生と総合グローバル学部生のみ履修可。

注 ：この科目の開講科目担当表は，ラテンアメリカ研究コースの開講科目担当表 を参照すること。

注 ：外国語学部生と総合グローバル学部生，史学科生のみ履修可。

注 ：この科目の開講曜日・時限・登録コードについて，イスパニア語学科生は の「イスパニア語学科」の時間割表を，他学科生

は各研究コースの時間割表を参照すること。

注 ：外国語学部生と総合グローバル学部生，経済学部生のみ履修可。

【演習科目】

科目名
単
位

開講元

外

国

語

備考

（重）演習 イスパニア語圏社会文化 イスパニア語学科 ○ （休講）

（重）演習 イスパニア語圏社会文化 イスパニア語学科 ○ （休講）

（重）演習 ラ米社会研究 イスパニア語学科 旧「演習（ラ米社会 ）」

（重）演習 ラ米社会研究 イスパニア語学科 旧「演習（ラ米社会 ）」

（重）演習 ラ米経済研究 イスパニア語学科 旧「演習（ラ米経済 ）」

（重）演習 ラ米経済研究 イスパニア語学科 旧「演習（ラ米経済 ）」

（重）演習 西米文学研究 イスパニア語学科 ○ 旧「演習（西・西米文学 ）」

（重）演習 西米文学研究 イスパニア語学科 ○ 旧「演習（西・西米文学 ）」

（重）演習 西・西米演劇研究 イスパニア語学科 旧「演習（西・西米演劇 ）」

（重）演習 西・西米演劇研究 イスパニア語学科 旧「演習（西・西米演劇 ）」

（重）演習 ブラジル政治経済研究 ポルトガル語学科 旧「演習（政治経済研究 ）」

（重）演習 ブラジル政治経済研究 ポルトガル語学科 旧「演習（政治経済研究 ）」

（重）演習 ポップカルチャー研究 ポルトガル語学科 （休講），旧「演習（ポップカルチャー ）」

（重）演習 ポップカルチャー研究 ポルトガル語学科 （休講），旧「演習（ポップカルチャー ）」

（重）演習（ブラジル文学研究 ポルトガル語学科 旧「演習（文学研究 ）」

（重）演習（ブラジル文学研究 ポルトガル語学科 旧「演習（文学研究 ）」

（重）演習（ブラジル社会研究 ポルトガル語学科 旧「演習（開発協力研究 ）」

（重）演習（ブラジル社会研究 ポルトガル語学科 旧「演習（開発協力研究 ）」

（重）演習（アフロ・ブラジル研究 ポルトガル語学科 旧「演習（アフロ・ブラジル研究 ）」

― ―

科目名
単
位

開講元

外

国

語

備考

（重）演習（アフロ・ブラジル研究 ポルトガル語学科 旧「演習（アフロ・ブラジル研究 」

（重）演習（アフロ・ブラジル研究 ポルトガル語学科

（重）演習（アフロ・ブラジル研究 ポルトガル語学科

（重）演習（在日ブラジル人教育・社会事情研究 ポルトガル語学科 〇

（重）演習（在日ブラジル人教育・社会事情研究 ポルトガル語学科 〇

【卒業論文・卒業研究】

科目名
単
位

開講元

外

国

語

備考

卒業論文・卒業研究 ※備考欄参照 指導教員の所属する学科に登録すること

卒業論文・卒業研究 ※備考欄参照 指導教員の所属する学科に登録すること

※科目コード，開講期，担当者等の詳細は開講元の「開講科目担当表」を参照すること。

※イスパニア語学科の「開講科目担当表」については，以下を参照すること。

学科
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

外国語学部

イスパニア語学科

卒業論文・卒業研究Ⅰ 春 演習科目担当教員

卒業論文・卒業研究Ⅰ 秋 演習科目担当教員

卒業論文・卒業研究Ⅱ 春 演習科目担当教員

卒業論文・卒業研究Ⅱ 秋 演習科目担当教員
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